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01　プロローグの三年前







　とある田舎いなかの寂さびれた漁村。その近辺の森林を、一人の少女が走っていた。

　息いき遣づかいは荒あらく、身につけた衣類は乱れている。しきりに後ろを気にしながら走る少女は、ぬかるんだ地面に足を取られ、その場に転てん倒とうする。

「……う、うぅ」

　泥どろに塗まみれ、呻うめく少女。それを追って、複数の足音が近づいて来た。現れたのは、身み綺ぎ麗れいな鎧よろいを身につけた男達たち。質の良い装備から、野や盗とうの類では無い事が窺うかがえる。

「チッ、泥だらけじゃねーか。折せつ角かくだし楽しもうと思ってたのによぉ」

「なんだ、お前ヤんねーの？　俺おれは別に泥付いてても……」

　男達は、笑いながら下げ卑びた会話を交かわす。その隙すきに立ち上がろうとした少女を、後ろから現れたスキンヘッドの男が上から押おさえ付ける。

「いっ……」

　苦痛に顔を歪ゆがめる少女を、スキンヘッドの男は無む慈じ悲ひにも手足を縄で縛しばり、口には轡くつわをかませる。

「お前ら、話してねぇで捕つかまえろよ。逃にげようとしてんじゃねぇか」

　スキンヘッドの男は、呆あきれた様に言う。

「お、悪い悪い。あれだよ、お貴族様がやってる狐きつね狩がりみたいな」

「そうそう、意外と悪くねぇよな。逃げられる筈はずもねぇのに、無様に逃げ惑まどう若い女ってのも」

　男の一人が、ニヤつきながら縛られた少女に手を掛かける。悲鳴を上げる少女。が、スキンヘッドの男がそれを止める。

「おい、ここでは止めとけ。船乗り共が帰って来たら面めん倒どうだ。前回それでしくじったのを忘れたのか？」

　狼ろう藉ぜきを働こうとした男を窘たしなめつつ、スキンヘッドの男は少女を抱かかえ、付近に止めてある馬車へ向かった。

　少女は足をばたつかせて抵てい抗こうするが、スキンヘッドの男はものともしない。

「……碌ろくに税も払はらえねぇテメェの親を恨うらみな」

　少女を馬車の後部に乗せたスキンヘッドの男は、溜ため息いきを吐つく。

「ったく。テメェらがちゃんと税を納めりゃ、俺おれ達たちはこんな盗とう賊ぞく紛まがいな事をしなくて良かったんだ……まあ、楽しんでる奴やつもいるがな」

　そう吐き捨て、スキンヘッドの男は馬を走らせる。

　轡が僅わずかに外はずれ、少女は瞳ひとみに涙なみだを浮うかべながら、助けを求める様にこぼす。

「フォル……」

　それは、親しい誰だれかの名前か。しかしその呼び掛けが、当人に届く事は無かった。




＊




　長い長い、果てしなく長い物語を見ていた。

　物語は、とある平民の少年が魔ま法ほう学園に入学する事から始まる。

　貴族社会に根ざす魔法学園で、平民という出自から周囲に嘲あざけられ、侮あなどられながらも、着実に実力を付け、周囲を見返していくというサクセスストーリー。徐じよ々じよに信しん頼らい出来る仲間、沢たく山さんの魅み力りよく的てきなヒロインに囲まれ、多くの成功を収めていく主人公。

　そんな時、突とつ如じよとして古いにしえに封ふう印いんされた【魔ま王おう】が復活し、眷けん属ぞくたる魔ま獣じゆうを率いて人類を根絶やしにせんと侵しん攻こうを開始した。それに立ち向かう人類の軍隊や魔法兵団、そして魔法学園の生徒――主人公と愉ゆ快かいな仲間達。

　紆う余よ曲きよく折せつありつつも、主人公勢力は魔ま物ものの軍勢を撃げき退たいし、果ては魔物を率いる【魔王】をも討とう伐ばつする。【魔王】を討伐した事により、人類に平和が訪おとずれ、めでたしめでたし。これが第一章の大まかな流れ。

　これ以降も話は第二章、第三章と続き、最終章では全ての元げん凶きようたる【闇やみの神】が復活し、それに勝利する事で世界に平和が訪れた。

　最終章含ふくめ、全五章からなる長い長い物語は、平民の主人公が世界を救い、ヒロインの一人である王女と結けつ婚こんして国王にまで成り上がって完結を迎むかえた。

　笑いあり、涙ありの中々に見られるストーリーだった。




　……庶しよ民みんから見ればな。
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「………という、夢を見たんだ」

　窓から差し込こむ朝日をどす黒いモーニングコーヒーに照らしながら、俺は執しつ事じのカルロスに話はなし掛ける。

　椅い子すに座すわる俺の斜ななめ前まえに控ひかえる老執事カルロスは、懐かい中ちゆう時計を取り出してちらりと見ると、そっと肩かたを竦すくめて見せた。

「昨夜見た夢の説明に三十分とは……随ずい分ぶんと印象深い夢を見られたのですね。それも、よもや平民からの成り上がりとは、なんとも大衆受けしそうな話ですな。本でも書かれてみては？」

「待てカルロス。ただの夢ならこんなに長々と話すものか。問題なのは、その物語の中に、この俺――侯こう爵しやく家次期当主であるローファス・レイ・ライトレスが登場していた事だ」

「ほう……ローファス坊ぼつちゃんがその平民成り上がり物語に出演していたと？　因ちなみにどのような配役ですかな？」

「さも舞ぶ台たい劇げきの様に言うな。しかしそれなんだが、この所謂いわゆる物語の、第一章における学園生活では、主人公が平民である事を嘲り、嫌いやがらせをする五人組の生徒の一人、しかもリーダー格に従う子分という何ともぱっとしないちょい役だった」

「ほほう、それはそれは……」

「だが話はここからだぞ。話は移り変わって物語第二章、なんと俺は【第二の魔王】に付き従う四天王の一角、【影かげ狼ろう】のローファスとして再登場し、主人公の前に立ちはだかって暗黒魔法でそれなりに猛もう威いを振ふるった後、特に苦戦する事無く倒たおされる。そして呆あつ気けなく死ぬ」

「ぶふっ」

「おい何を笑っている」

　吹ふき出したカルロスを睨にらみつけると、カルロスは軽く咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かした。

「……それで？」

「それでじゃない。侯爵家次期当主の俺が、何故なぜ第二章なんて序じよ盤ばんで死ぬんだ。しかも特にぱっとしない敵としてだぞ？　あり得ないだろうが」

「そう仰おつしやられましても……ああ、それで朝からご機き嫌げんが宜よろしくなかったのですね」

「自分が死に、その上俺を殺したヤツが成功して国王にまで成る話を、夢とは言え延々と見させられたんだぞ。不ふ機き嫌げんにもなる。あ、因みにカルロス、貴様も死ぬからな。第二章四天王戦で、俺と戦う前座で暗黒執事として登場し、主人公と愉快な仲間達に殺やられる」

「私の配役は中ボス前座ですかな。しかしこのような老体を容よう赦しや無なくとは………随分と非情な」

「ふん、まあ所しよ詮せんは夢だ」

　そう、下らない悪夢。俺はそう切り上げ、その日を過ごした。

　しかし、よりにもよって平民風ふ情ぜいが貴族を差し置いて国王に成る等……。最低の悪夢だ。しかし、この夢はこれで終わらなかった。

　その日の晩、昨晩と同様に未来の夢を見た。主人公視点で物語の様に展開された昨晩とは異なり、今回は俺自身の視点だった。四天王たる俺は、主人公勢力に取り囲まれ、なぶり殺しにされた。それも何度も、何度もだ。

　俺は持ち前の暗黒魔法で応戦するが、奴らは俺の苦手とする火や光属性の武器で散々タコ殴なぐりにしてきやがった。

　俺の死は何度も繰くり返され、遂ついには夢か現実かの区別すら曖あい昧まいになっていた。

　これは本当に夢なのか？　いつまで経たっても目が覚めない。ただひたすらに、自分が殺され続ける夢。

　苦痛の中死を自覚した次の瞬しゆん間かんには、時が巻き戻もどった様に主人公勢力に取り囲まれる場面に視界が切り替かわり、改めて殺される。罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられながら。

　曰いわく、人類の裏切り者。

　曰く、重税に重税を重ね、民を苦しめた悪あく魔ま。

　曰く、目付きが悪い、根暗、ダサいローブ……等々。

　一個目は兎とも角かくとして、二個目と三個目は何か違くないか？

　そもそも、俺が殺される第二章時点で、俺や主人公達は学園上級生。この時点で、領地の経営面に関して俺は一いつ切さい関かん与よしていない筈だ。

　それなのに、俺が重税を重ねて民を苦しめた悪魔？

　そりゃ、ライトレス侯爵家の領地内の事なら無関係ではないかも知れないが。それでも、直接経営に関かん与よしていない奴を悪魔呼ばわりするか？

　取り敢あえず四天王だし、ライトレスだからこいつが悪い、みたいな感じで悪と断じてやしないか？　あと、三つ目のそれはただの悪口ではないか？

　これに関して、主人公勢力に正当性をあまり感じられないのだが、それは俺が殺されている側だからか？

　因みにこの夢、何の神の悪戯いたずらか、殴られれば普ふ通つうに痛みを感じる。

火の魔法をぶつけられれば普通に熱いし火傷やけどじゃ済まない。あと、攻こう撃げきの技やパターンが毎回違ちがうのはなんなのだ。

　俺はまるで動きが決められているかの様に一方向にしか動けないのに、主人公側は動きにかなり幅はばやレパートリーがある。卑ひ怯きようだろうがそんなもの。

　多対一で不利なのは兎も角、せめて普通に戦わせろ。このターン制とかいうよく分からんルールはなんなのだ……。

　それと主人公勢力の中でも誰よりも俺を罵ののしり、誹そしり、執しつ拗ように攻撃を仕し掛かけて来た女――水の精せい霊れいを従えた金きん髪ぱつの女船乗り。俺に何の恨みがあるのか知らないが、貴様の事は絶対に忘れないからな。




　幾千幾万と己おのれの死を経験し、自分という存在を失い掛けていた頃ころ……目を覚ますと、懐なつかしのベッドの上だった。窓の外から聞こえて来るのは爽さわやかな小鳥の囀さえずり。

「……う、うう」




　俺は泣いた。貴族のプライドなんぞかなぐり捨てて号ごう泣きゆうした。もう十二歳さいになるというのに、幼子の如く泣きじゃくった。

　やっと目が覚めた、もう殺されないで済む。

「ローファス坊ちゃん!?　どうされたのですか!?」

　俺の泣きじゃくり様に、ただ事では無いと血相を変えて寝しん室しつに入ってきたカルロス。

　いつもなら勝手に入るなと叱しかりつけている所だが、今回だけは特別に許す事とする。カルロスの胸に飛び込んでわんわん泣く。

　さっきまで一服でもしていたのか、ややヤニ臭くさいが、今回に限っては些さ事じだ。

　そんなこんなで泣き続けて一時間。漸ようやく俺も冷静になってきた。俺はカルロスの背広でチュンと鼻をかみ、そっと離はなれた。

「ところでカルロス。なんだこのヤニの臭においは。勤務中だろう」

「ええ、つい先さき程ほどから勤務に入らせて頂いております。ほんの五分程ほど前からですが」

　カルロスは懐ふところから取り出した懐中時計を見せてくる。時刻は朝五時過ぎを指していた。まさかそんな早朝だったとは。

　どうやら俺は、勤務前からカルロスの胸の中で泣きじゃくっていたらしい。

「ふん。主の異変には勤務前でも駆かけ付けるとは、見上げた忠義だ」

「それよりも何事ですかな。威い勢せいの良さが取とり柄えのローファス坊ちゃんが、こんなにも我を忘れて取り乱す等……屋や敷しきの者達も驚おどろいております」

　カルロスはスッとその視線を扉とびらに移す。開いた扉の外には、こちらの様子を窺うかがうメイド達の姿。こいつら、ずっと見ていたのか？　俺が泣いている所を？

「何を見ている！　さっさと仕事に戻れ!!」

　俺は怒ど声せいを上げてメイド共を散らした。俺の泣き声は屋敷中に響ひびいていたのか？　父上や母上と別べつ邸ていで良かった。

「坊ちゃん……」

「ふん、洒落しやれにならん悪夢を見ただけだ」

　強がりはしたものの、俺の視線はかなり泳いでいただろう。マジで洒落にならない夢だった。いや、ただの夢と断ずるにはあまりにも度が過ぎるものだった。
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　何時間、何十時間、何千時間と殺され続ける夢だ。それも理り不ふ尽じんな罵詈雑言を浴びせられながら。駄だ目めだ、思い出すな。また涙が……。

　俺が涙を滲にじませているのを見かねたのか、カルロスは懐から一通の文を取り出した。

「気分を変えましょうローファス坊ちゃん。こちらを御ご覧らん下さい」

「なんだそれは」

「パーティの招待状でございます」

「パーティだと？　どこの家からだ？」

　ほう、パーティか。まあ、悪くはない。この沈しずんだ空気を払ふつ拭しよくするのに、パーっと楽しむのも良いだろう。

　しかし、重要なのは主しゆ催さい先だ。底辺貴族のパーティなぞに参加すると、こちらの品位まで疑われるからな。最低でも伯はく爵しやく家け以上の上級貴族が主催するものでなければ。

　俺の値ね踏ぶみする様な視線に、カルロスは自信満々と言った態度で応じる。

「なんと、公こう爵しやく家からです」

「ほう！　公爵家か！」

　素す晴ばらしい、これは期待出来そうだ。

「はい、あのガレオン公爵家からですよ坊ちゃん！」

「そうか！　あのガレオン、公爵家……？」

　ガレオン公爵家。国土の西側を支配する、我わが王国屈くつ指しの大貴族。

　だが待て。あの悪夢――俺が四天王として殺され続けた悪夢。その時に仕えていた【第二の魔王】。

　第一章では主人公をいじめる主犯格。並外れた野心とカリスマ性を併あわせ持つ残ざん忍にんな男。

　そいつの名は、レイモンド・ロワ・ノーデンス・ガレオン。

　ガレオン公爵家の嫡ちやく男なん。その、ガレオン家からの招待状だと……？




　……オロロロロ




「坊ちゃん!?」

　俺は吐いた。盛せい大だいに吐いた。

　そうだった。夢の物語は、主人公が学園へ入学する時点から始まっていた。主人公の入学初日から、レイモンドは主人公を下民と呼び蔑さげすんでいた。

　そう、取り巻き四人と共に。その中には俺も居た。

　入学時点で既すでに五人組だったという事は、もしかしたら学園へ入学する以前から面識があったのかも知れない。

　或あるいはこの招待状……まさか、俺とレイモンドはこのパーティで出会っていたのではないか？

　公爵家が開くという事は、規模としてかなり大きなものであると推測出来る。ガレオン公爵家と我がライトレス家は別段親しくしている訳でもない。

　それでも招待状を送ってくるという事は、かなり広範囲に送っているという事。恐おそらくは、学園での取り巻き、そしていずれ四天王に成るであろう俺を含む四人に。

　このままいけば、あの悪夢は現実となるのか？　また俺は無む惨ざんに嬲なぶられ、殺される事になるのか？

　……駄目だ。駄目だ駄目だ駄目だ！　あってはならない。ライトレス侯爵家次期当主の俺が、そんな無様な死に方など。それだけは阻そ止ししなければならない。

　あの悪夢が、これから起こり得る現実だというなら、俺はそれを全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって叩たたき潰つぶす。あの俺を殺しまくったいけ好かない主人公を、国王になんぞ成らせてたまるか。

　俺は泣きじゃくりながら、そう心に誓ちかった。




＊




　ガレオン公爵家主催のパーティの招待状。パーティの日取りは今日よりおおよそ三ヶ月先だ。それまでに出来る事を考えよう。

　先まずはあの物語において、俺は何故殺されなければならなかったのか？　俺が人類に仇あだなす敵になったから？　【第二の魔王】レイモンドに服従する四天王になったから？

　それらも要因ではあるだろうが、本質的には違う。主人公勢力が、俺の事を嫌きらっていたからだ。

　第一章において、主人公を平民という理由で嘲り、嫌がらせをしていたからだ。事実として、第二章の四天王は全員が主人公勢力に殺された訳ではない。

　結果的には全ぜん滅めつしているが、主人公勢力と戦った末、見み逃のがされた奴が一人居た。

　第二章の四天王最強にして、最後に戦った四天王。【竜りゆう駆がり】のヴァルム。ヴァルムは飛ひ竜りゆうを駆る竜りゆう騎き士しであり、物語中でも随ずい一いちの槍やりの名手だった。

　凄すさまじい槍の腕うでと、レイモンドより与あたえられた愛竜フリューゲルによる超ちよう高こう速そく駆く動どう、そして持ち前の雷かみなり魔ま法ほう。これらが、ヴァルムが四天王最強たる所以ゆえんだ。

　俺や他の四天王の面々は、高貴なる上級貴族の血と実力によりレイモンドの取り巻きと成ったが、奴は違う。

　ヴァルムはレイモンドの取り巻きの中で唯ゆい一いつ、爵しやく位いを持たない男だ。ヴァルムは、辺境の騎き士しの家系。

　代々騎士として王国貴族に仕えてきた家である以上平民とは違うが、我々貴族と比べれば埋うめようの無い格差というものがある。

　そんな騎士家風情のヴァルムが何故、レイモンドの近くに侍はべる事を許されたのか。それは、ヴァルムが圧あつ倒とう的てきに強かったからに他ならない。

　そう、ヴァルムは血筋ではなく、単純な個人の武を評価され、レイモンドの配下に加えられたのだ。

　そう言った成り上がりに近い経歴があったからだろう。第一章において、レイモンドの取り巻き達が平民である主人公に嫌がらせをする中、ヴァルムだけはそれに消極的だった。

　自発的な嫌がらせ等は一いつ切さいせず、する時も飽あく迄までもレイモンドに命令された時のみだった。寧むしろ、平民ながらに実力のある主人公を評価している面すらあり、一いつ貫かんして主人公に対し敬意を払っていたように思える。

　その実力は折り紙付きで、対四天王戦では主人公勢力相手に単身で圧あつ倒とうするという凄まじい戦せん闘とう力りよくを発揮していた。

　決着は確か、乗っていた騎竜を落とされて、ヴァルム自身が敗北を認めたのだったか。

　敗北後、【第二の魔王】レイモンドが主人公勢力に打ち倒され、その後に自害するという、何とも悲ひ哀あいに満ちた最さい期ごを迎えた。

　まあ、何万回と理不尽に殺された俺には及およばんがな。

　詰つまる所、主人公勢力は、敵対勢力であっても自分達に敵対的でなければ見逃すという、何とも甘あまったれた集団なのだ。

　件のパーティに参加し、仮に俺がレイモンドの取り巻きになってしまったとしても、第一章において主人公に嫌がらせをしなければ、もしかしたら俺は助かるのかも知れないな。

　いや、それだけでは少し弱いか？　俺には民に重税を課した悪魔という、不条理な肩かた書がきを付けられていた。もしも嫌がらせに加担していなくとも、それを引き合いにだされて殺される可能性は充じゆう分ぶんにある。

　俺からすれば完全な冤えん罪ざいだが、あの主人公共はそれに思い至るだけの知能があるか疑わしい。悪い奴は殺す、悪くなくても何となく印象が悪いから殺す、だ。

　事実かどうかは、奴らからすれば大した問題じゃないのだ。

　つまり、第二章までに、或いは学園に入学する前に、重税の問題をある程度どうにかしなければならないという事だ。成人もしていない俺が、領内の経営に口出しを？　いや、これは慎しん重ちように動かねば父上の機嫌を損そこねてしまう案件だな。はあ、頭が痛い。

「という訳でカルロス、うちの領内で重税に苦しんでいる所を探して来い」

「そんな事を急に申されましても……」

　早朝、いつものようにカルロスの入れてくれたどす黒いモーニングコーヒーを飲みながらそう言うと、当のカルロスは困り顔を見せる。

「なんかうちは重税を課しているらしいじゃないか」

「どこの情報ですかそれは」

「夢」

　カルロスは溜ため息いきを吐いた。おい、なんだその哀あわれみの目は。

「やはり一度医者を呼びますか」

「いらん。それよりも重税の話だ」

「しかしですね、ライトレス領の税は王国規定に則のつとったもの。他領と比べても少なくはないでしょうが、特別多い訳でもないのです」

「なに？　重税じゃないのか？」

　どういう事だ？

　或いは、今後二～三年の間に重税になっていくという事なのか？

「まあ、ローファス坊ちゃんもいずれは経営に関わるのですから、興味を持つのは良い事ですな」

「うちの領は広いだろう？　全て一律に同じ税率なのか？」

「勿もち論ろん、地域によって違います。そもそも、商業、農業、漁業と、業種によって掛けられる税の種類がございます。商人が商売する際には、その届け出と売上に応じた商業税が掛かりますし、農家には農作物に掛かる農税、漁業には捕とれた魚に掛かる魚税というものが……」

「あー、難しい話はもう良い。つまり我がライトレス領は、過度な重税は課していないという事だな？」

「……ええ、まあ。そうでございます」

　ふむ、ならば今重税に関して出来る事はないのか？　いやしかし待て。物語の第一章、その中のストーリーの一つに、廃すたれた漁村に行くというものがあった。

　確か、突如として海に現れた巨きよ大だいな魔獣による被ひ害がいを受け、捕れる魚の量が減っている、という話だったか。

　話は魔ま獣じゆう討とう伐ばつが主だったが、ついでに重税を課す役人を懲こらしめる、というちょっとした場面もあった。

　その舞ぶ台たいとなった廃れた漁村、確かライトレス領じゃなかったか？

「………」

　拙まずい。あの漁村を放置する訳にはいかん。放置すれば俺は死ぬ。思い出せ、あの村の名前は確か……。

「……ローグベルト」

「はい？　坊ちゃん、急にどうされましたかな？」

　そうだ、俺に対して敵意剥むき出しだったあの金髪の女船乗り。ローグベルトはあのイカれ女の故郷だった。くそ、思い出すのも腹立たしい。

　罵ば倒とうされながら、繰り返し刃は物もので切り付けられる感覚は、忘れようも無い。

　あの女の故郷が重税を課せられ、苦しんでいる？　それは中々に痛快な話だが、それで俺が殺されるのは御ご免めんだ。

　何いずれにせよ、一度ローグベルトに行く必要があるな。

「カルロス、俺の今日の予定は？」

「今日の予定ですか。午前から魔法講師による実技訓練、昼食を挟はさんで、午後からは経営学、魔法学、礼れい儀ぎ作法と勉学が詰まって……」

「なるほど、大した予定は無いのだな。それら全てキャンセルだ。直すぐに馬車の準備をしろ」

「はい!?　坊ちゃん、何を……」

　そもそも魔法の実技訓練など、元よりこの俺には不用なものだ。程度の低い魔法講師より学ぶ事など、何一つとしてありはしない。これまでは名目上必要な事と我が慢まんして受けてやっていたが、今はそれどころでは無いのだ。

「急げ、ローグベルトに向かうぞ」

　俺は上着を着て寝室を出る。それに伴ともなう様に急ぎ足で付き添そってくるカルロスは慌あわてた様子だ。

「お待ちを、ローファス坊ちゃん！　キャンセルも何も、午前の魔法講師はもう到とう着ちやくしております！」

「――その通りでございます！」

　俺とカルロスの前に、三角帽ぼう子しを被かぶった壮そう年ねんの魔ま術じゆつ師しが立ち塞ふさがった。俺の魔法講師を担当している、魔術師レザールだ。

「ローファス様、これから魔法実技のお時間ですよ。どちらへ行かれるおつもりか」

　俺は無言で巨大な暗黒球ダークボールを形成し、即そく座ざにレザールへ放つ。俺の魔法は、レザールの立つ右側から先を地面ごと消し飛ばした。

　風圧でレザールの三角帽子が宙を舞まい、ふぁさりと地面に転がる。動けず固まるレザールに、俺は一言。

「退どけ」

　レザールは身体をガクガクと震ふるわせながら怖おず怖ずと道を空けた。

「さささ、流石さすがはローファス様！　見事な詠えい唱しよう破は棄きでございました！　これにて午前の実技はしゅしゅしゅ、終りょ――」

「今のは無詠唱だ。貴様に教わる事は何も無い。その地面を埋め立ててさっさと失うせろ」

　ガタガタとその場に座り込むレザールを無視し、俺はそのまま歩き出す。カルロスは嘆なげく様に顔を手で覆おおっていた。

「坊ちゃん……」

「あれは何処どこぞの男だん爵しやく家の三さん男なん坊ぼうだったか？　あの程度の技量で俺にものを教えよう等、片腹痛い。今日を以もってクビにしておけ」

「一体これで何人目ですか」

「知らん。もっとまともな講師を用意しろ」

　貴族は、基本的に爵位の位階が高い程に、より高い魔ま力りよくを持つものだ。

　時折、下級貴族や平民から魔力量の多い者が出る事もあるが、それも極ごく々ごく稀まれな話。

　上級貴族たる侯爵家であり、その中でも莫ばく大だいな魔力量を有する俺からすれば、レザールのような男爵家程度の魔力等、雀すずめの涙にも劣おとるというもの。

「賃金はそれなりに多く出しているのですがね、新しい人材が中々来ないのですよ。こんな事を繰り返していれば、当然と言えば当然ですが」

「皮肉か？　だが詠唱破棄と無詠唱の違いも分からん様な奴を雇やとった人事にも問題があるだろ」

「レザール殿どのは講師として優すぐれた御ご仁じんですよ……一いつ般ぱん的てきには、ですが。無詠唱は魔法における高等技能。それを呼吸するが如く容易たやすく扱あつかう坊ちゃんが相手では、レザール殿も立たつ瀬せが無いでしょう」

「あのレベルで一般的には優れているとされているのか？　王国の魔法技術の水準は随分と低いらしい」

　そんな話をしながらカルロスを伴って馬車に乗り込み、杖つえで天てん井じようを叩いて出発の合図を出す。

「出せ。行き先はローグベルトだ」

　俺の言葉に、馬車がゆっくりと動き出す。

　動き出したは良いものの、御ぎよ者しやは困こん惑わくした様子でチラチラとこちらを見ている。

「なんだ、何を見ている」

「坊ちゃん、ローグベルトの場所をご存ぞんじで？」

「俺がか？　知る訳がないだろう」

「でしょうね。辺境の田舎にある漁村で、私も名前だけは知っているという程度です」

「そんな田舎なのか。まあ、うちの領地は広いからな。もしかして遠いのか？」

「もしかせずとも遠いですよ。馬車で丸四日は掛かります」

「四日……」

　俺は絶句する。流石に丸四日も馬車に乗るのは嫌だな。まさかローグベルトがそんなに遠いとは。

「流石にそこまでの距きよ離りともなれば、この御者では荷が重いでしょう。旅慣れた御者と護衛の確保、食料や野営物品の準備、明日以降のスケジュールの調整、そして四日間も空けるともなれば、御ご当とう主しゆ様の許可も必要になります」

「ふむ……」

　やる事が多いな。通常ならば諦あきらめているだろうが、今回は文字通り俺の命が懸かかっている。

　そのローグベルトが抱えているであろう問題を解決すれば、俺が死ぬ要因を一つ消せるかも知れない。これは多少無理をしてでも、押し進すすめねばならない案件だ。

「カルロスよ」

「何でしょう坊ちゃん。流石に諦めましたかな？」

「御者、護衛は貴様一人で兼けん務むしろ」

「………はい？」

　カルロスはライトレス領にて、過去に騎き士し団だんを率いる長だった経歴を持つ。老いはしたものの、戦闘力は申し分なく、野営の経験も豊富だ。

　たったの四日であれば、寝ねずの番ばんもこなしてくれるだろう。第二章にて、伊達だてや酔すい狂きようで暗黒執事をやっていた訳ではないのだ。

　耳を疑った様子のカルロスだが、カルロスの実力を考えれば別段無理難題を言っている訳ではない。

「各種必要物品の準備もこれより即座に行え。金の事なら気にするな、俺の小こ遣づかいから出そう」

　懐から金貨がたらふく入った小こ袋ぶくろを取り出し、カルロスに投なげ渡わたす。

「いやっ、ローファス坊ちゃん……!?」

「ああ、スケジュールの事なら気にする必要はない。五日やそこら空けた所で死ぬ訳でもないのだ。それと、父上には事後報告で良い。帰ってから俺が適当に報告しておく」

「いやいやいや！　そう言う訳には参りません！　行くにしてもせめて御当主様の許可を……」

「黙だまれ」

　俺は身体から強大な魔力を放出し、いつまでも文句を垂れるカルロスを黙らせる。

　高密度の魔力に晒さらされた馬車は軋きしみ、御者は泡あわを吹いて倒れた。カルロスは冷ひや汗あせを流しながらも、歯を食いしばって意識を保っている。

「貴様に意見を許した覚えはないぞ、カルロス」

　カルロスは諦めた様に跪ひざまずく。

「……出過ぎた真ま似ねを致いたしました。直ぐに準備を致します」

「それで良い。行け」

　カルロスは死んだ目で御者を抱え馬車から降ろすと、一人買い出しに出かけた。







02　廃れた漁村







『ローファス・レイ・ライトレス！　お前達たち貴族の所為せいでノルンは……ノルンはぁ！』

　金髪の女が、憎にくしみに顔を歪ゆがめ、手に持つ刃物で何度も俺おれを切り付けて来る。繰り返し、何度も何度も。

　それは幾いく度どと殺される夢の最中、主人公勢力の中でも特に俺を敵視していた女船乗り。

　女船乗りは殺意の籠こもった目で俺を睨み、かつて救う事が出来なかった幼おさな馴な染じみの名を口にしながら、最後には俺目め掛がけて刃やいばを振り下ろした。




＊




「……」

　仄ほのかな潮の香りに目を覚ます。目に入ったのは、ガタガタと揺ゆれる馬車の天井。

　悪夢を見た。イカれ女に殺される、酷ひどい悪夢を。今向かっているローグベルトは、かの女船乗りの故郷。

　関係があるのかは分からんが、俺の中の本能が、あの女に関わる全てに拒きよ否ひ反応を示しているのかも知れんな。

　ふと、俺の起き床しように気付いたのか、御者のカルロスが窓より顔を覗のぞかせる。

「お目覚めになりましたか」

「……あぁ。馬車は余り寝ね心地ごこちが良いとは言えんな。悪夢を見た」

「おや、また悪夢ですか。最近よく見られますな」

「全くだな」

　身に覚えのない事で殺されるのはもう沢山だ。

「もう暫しばしお待ちを。もう直ぐ、ローグベルトに到とう着ちやく致いたします」

　にこやかに微笑ほほえむカルロスの言葉に、俺は窓から外を覗く。そこには、だだっ広い海と寂さびれた漁村があった。




＊




　丸四日馬車に揺られ、漸くローグベルトに辿たどり着いた。馬車の中でも分かる潮の香り。小ぢんまりとした乱雑に立ち並ぶ民家。

　これぞ辺境、ザ・田舎いなかって感じだ。都育ちの俺からすれば不快な事この上ないが、命が懸かっている事を考えれば我慢する他無い。

　ローグベルトは、住民が百にも満たない小規模の漁村だ。大通りに面している村でもある為ため、旅人や商人の通りも多い筈はず。

　それなりに栄えていてもおかしくはないのだが……。

「おい、ここは本当にローグベルトなのか？」

　その漁村は、想定以上に廃れていた。村には人の気配が無く、明らかに空き家と思おぼしき家が幾いくつも見受けられる。

　……これ、廃はい村そんになってないか？

「地図を見る限り、ここで間ま違ちがい無ない筈ですが……」

　馬の手た綱づなを引くカルロスも首を傾かしげている。物語でローグベルトが登場するのは、第一章、学園生活が始まって少ししてからの事だ。

　学園への入学は成人してから、つまり今よりおおよそ三年は先の出来事だ。その時点でさえ、ここまで人が居ないなんて事はなかった。一体、何が起きている？

「カルロス、馬車を停とめろ」

　カルロスに馬車を停めさせ、俺は馬車を降りる。

「どうされるので？」

「住民を探す」

　ローグベルトの状じよう況きようは、ローグベルトの住民に聞くのが手っ取り早い。まあ人の気配が無いのが問題なのだが。

　カルロスを伴って人ひと気けの無い村内を歩いていると、通りの一角に宿屋を見付けた。

　扉には「Open」の掛け札。どうやら営業しているらしいな。店に足を踏ふみ入れてみるが、カウンターに店員の姿はなかった。

　カウンターには店員の代わりにベルが置いてある。

「坊ちゃん、その呼び鈴りんを鳴らせば店員が来るでしょう」

「馬鹿にしているのか、見れば分かる」

　ライトレス家直ちよつ轄かつの我が都の店であれば、この俺が来店したともなれば十人からなる店員が列を成して出で迎むかえるというのに。

　ふん、これだから辺境の田舎は嫌なのだ。溜め息を吐つきつつ、ベルを鳴らす。

　すると、急ぎ足ですらないやる気の感じられない足音を鳴らしながら、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたハゲの店主が顔を見せた。そして一言。

「客か？　それとも冷やかしか？」

「……あ？」

　平民が、貴族に対してこの様な無礼な物言いをする事は、王国においては不敬罪とされている。貴族の中でも俺はより上位の侯こう爵しやく家であり、この領地の支配者の家系である。

　詰まる所、このハゲの店主は今、即座に首を飛ばされても文句を言えない態度を取っているのだ。辺境の田舎とは言え、我が領にここまで民度の低い輩やからが居るとは。

　俺の怒いかりを感じ取ったのか、カルロスがじろりと店主を睨む。ハゲの店主は気け圧おされた様に一歩たじろぐと、じろじろと俺とカルロスの装よそおいを見る。身なりの良さに気付いたのか、途と端たんに態度を変えた。

「し、失礼しました。どういった御ご用ようでしょう？」

　手を揉もみながら、慣れていないのか気味の悪い笑えみを浮うかべながらそう言う店主。

　最低限だが態度を改めた、という事で俺は怒りを飲のみ込こみ、店主に問う。

「……この村はどうなっている。人っ子一人見当たらないが」

「あーいや……それは、ですねえ……」

　言い難にくそうに明後日の方向を見る店主。

「なんだ、はっきりしろ」

「失礼ですが、貴方あなたはお貴族さまでしょうか？」

　聞き返してきた店主に、俺は溜め息を一つ。全く、これだから辺境は嫌いやになる。

　こいつは俺の羽織る上着に装そう飾しよくされた、太陽を喰くらう三日月の紋もん章しよう――ライトレスの家か紋もんを見た事がないのか？

　辺境の田舎とは言え、ライトレス領の領民だろうが貴様は。無知は罪というが、正しくその通りだな。

　自らの住まう地の支配者の紋章を知らない等、貴族を軽かろんじていると公言している様なもの。たかが下民が、万ばん死しに値する。

　俺はどす黒い魔力を纏まとわせた手で、力任せに店主の胸むな倉ぐらを掴つかみ上げた。

「ひ、ひいいいい!?」

　悲鳴を上げる店主に、俺は顔を近づける。

「貴様は、質問に質問で返せと親から教育されたのか？　下民の教育レベルの低さが窺えるな。貴様はただ、聞かれた事に答えれば良いのだ」

「ももも、もう、申し訳――」

「御ご託たくは良いから答えろ。ローグベルトはどうなっている。何故なぜ人が居ない？」

「い、いません！　多くの住民はローグベルトから逃にげ出したんです！」

「……なに」

　逃げ出した？　何故、一体何から？

　俺は店主から手を離す。そして、その手の中に暗黒球ダークボールを形成する。無論、脅おどしの為だ。

「何故逃げ出した？　理由は？」

「ひいいいいい！」

　俺の魔ま法ほうを見た店主は、半はん狂きよう乱らんになりながら身体を丸め、頭を抱かかえる。

「……坊ぼつちゃん、逆効果では？」

　カルロスが俺の顔色を窺うかがう様に問うてくるが、知った事ではない。

　そもそも、ライトレスの家紋すら知らなかった時点で、こいつは不敬罪でその場で殺されても文句は言えない。これは不勉強とかそういう次元ではない。

　己の住まう領地の、その領主の家紋を知らない等、明確な侮ぶ辱じよくだ。そんな無礼者に掛かける慈じ悲ひなぞ、俺は持ち合わせてはいない。

「店主よ、俺の気は長くない。貴様に残された選せん択たく肢しは二つだ。即そつ刻こく理由を話すか、死ぬかだ」

「おゆ、おゆるしを、おゆるし……」

　うわ言のように同じ言葉を繰くり返す店主。どうやらこいつは死にたいらしいな。俺は溜め息を吐きつつ、手に魔力を込める。

　不敬罪にて手打ち、せめてもの情けで苦しまぬよう一いち撃げきで終わらせてやろう。

「お、お待ち下さい！」

　魔法を放とうとした瞬しゆん間かん、俺とうずくまる店主の間に一人の少女が割わり込んで来た。少女は店主の盾たてになるように両手を広げ、俺の前に立ち塞がる。

「お貴族様！　どうか、どうかお慈悲を！」

　必死に助命を懇こん願がんする少女。この店主の娘むすめだろうか。怯おびえる店主と違ちがい、臆おくさずに前に出て来る様は実に勇ゆう敢かん。

　しかしこれは蛮ばん勇ゆう、そしてこれも不敬罪に当たる。平民が貴族の前に出る等、あってはならない。

　そしてその上、貴族が平民を処しよ刑けいするのを妨さまたげる、これもまた不敬罪。平民は貴族の行いを妨げてはならない。

　辺境だから貴族と接する機会が殆ほとんど無いのか？　我が本都の民ならば……と愚ぐ痴ちっても仕方の無い事だが。

「これは其その者の不敬に対する処刑、貴族に許された正当な行こう為いだ。娘よ、何をもって俺の行いを妨げる？」

「私の父です。私はどうなっても構いません。父の命だけは、どうか」

　少女は両手、そして頭を床ゆかに擦すり付け、土下座の形を取った。

　……ふむ。まあ、及きゆう第だい点てんではあるが、最低限の誠意と、貴族に対する敬意は示されたと判断しよう。これで親子諸もろ共とも処しよ刑けいするのは、貴族として些いささか狭きよう量りようか。俺は静かに暗黒球ダークボールを消す。

「おい娘、分かったから顔を――」

　言いかけた直後、どたどたと荒あらい音を立てながら、複数の男達が店内に入ってきた。そして、俺とカルロスを取り囲む。

　男達の手にはスコップや鍬くわ、銛もりや釣つり竿ざおといった武器の代用として充分な物がある。見れば、店の外にも大勢の男達が集まっていた。

「もう我慢ならねえ」

「貴族だとか関係ねえ」

「やっちまえ」

　男達は口々に怒りの声を上げている。村には人っ子一人いなかった筈だが、何故こんなにも人が居る？

　店主も多くの住民が逃げたと言っていた筈だが。もしかして隠かくれ潜ひそんでいたのか？

　そしてこの計ったようなタイミング、店の外からこちらの様子を窺うかがっていたという事だ。

　平民が寄よって集たかって貴族を取り囲み、あろう事か「やっちまえ」等と口走っている。ここまで来ると、不敬に留とどまらず、反乱の罪状まで付いてくる。

　そうなると個人の処刑では収まらない。罪人と血けつ縁えんのある親族は当然として、村ごと取り潰されても文句を言えない程ほどの罪だ。

　こやつら、自分が何をやっているのか分かっているのか？　カルロスも溜め息を吐きつつも、鋭するどい目で剣けんの柄つかに手を掛けている。

　そうだな、これは流石に無理だ。分かっていようが分かっていまいが、やってしまった以上は関係ない。

　この場に居る全員を反乱罪で処刑し、その首を路上に晒さなければ貴族として示しがつかない……が。

「はあ……」

　落ち着け、冷静になれ。いや、俺は十分に冷静だが。そもそもローグベルトなんて田舎の漁村に来たのは、俺が将来的に殺されない布石を打つ為だ。

　ここで十数人の下民を処刑しても、将来の俺の死が無くなる事はないだろう。

「坊ちゃん、切り抜ぬけます」

「いい、何もするな」

　今にも周囲の男共の首を刎はねそうな勢いのカルロスを制止する。カルロスの腕なら、室内の奴やつらなぞ一息の内に殺せるだろう。

　俺自身も、魔力の無い下民が何十、何百居ようが傷一つ負わず、指一本動かさずに殺し尽つくせる確信がある。だが、こんな所でそれをやっても意味が無い。

　俺は手の中に魔力を収束させ、刃を象かたどらせる。魔法ですらない、魔力を固めただけのものだ。攻こう撃げき性せいも殆ど無いが、脅しの道具としては十分だ。

　まあ、流石に心臓に刺させば死ぬがな。

「おい娘、動かなければ何もしない。じっとしていろ」

　俺は少女にだけ聞こえるように小声で話し、少女も何かを察したのか無言で頷うなずく。なんだ、随ずい分ぶんと物分かりが良いじゃないか。

　俺の意図を理解したのか、殺されない為に従っているだけなのか。いずれにせよ、貴族に逆らう愚ぐ民みんよりは幾いく分ぶんもマシだな。

　俺は魔力の刃を少女の首に当て、周囲を睨にらむ。

「貴様等、この娘の命が惜おしいなら動かない事だな」

　そう警告してやると、取り囲む男達は驚きよう愕がくと緊きん張ちようの面おも持もちでたじろいだ。

「ひ、卑ひ怯きようだぞ！」

　下民の一人がそんな事をほざく。

「俺のようなガキや老人を相手に、大の大人が道具を持って大勢で取り囲むのは卑怯じゃないと？　やはり平民の感覚は分からんなぁ」

　嗤わらいながら皮肉を言うと、下民共は歯は噛がみしながら俺を睨む。なんだ、人ひと質じちに取られる可能性を考こう慮りよせずに取り囲んだのか？

　突とつ発ぱつ的てきというか計画性が無いというか。やはり下民、サル並の知能という事か。

「サル共では話にならんな。最低限会話が出来る奴は居ないのか？」

　周囲を見回しながら問い掛けると、俺の言葉に顔を真っ赤にしている男共を掻かき分け、一人の中年の男が現れた。

　額に十字傷のある、日に焼けた浅黒い肌はだの厳いかつい男だ。鋭い眼光が周囲を威い圧あつする様に睨んでおり、男達はそれに萎い縮しゆくするような反応をしている。

　十字傷の男、こいつがこの集団のリーダー格か。

「急に取り囲んだ事は謝罪しよう。一ひと先まず、リリアちゃんを放してやってくれねぇか」

　十字傷の男は前に出るなり、俺を真まっ直すぐに見つめてそう告げる。この少女はリリアというらしい、どうでも良いがな。

「ローグベルトの下民は世間知らずらしいな。貴族を前に頭こうべも垂れず、名乗りもしない」

「おう、こりゃ失礼。俺おらぁグレイグ、船乗り共の頭目をやってる。見ての通り田舎いなか者ものなんでね。礼儀は期待しねぇでくれ」

　おどけた様に笑いながら自己紹しよう介かいするグレイグとやら。当然、頭等下げていないし、ついでに言えば目が笑っていない。

　手は腰こしに下げた剣の柄から離はなさないし、俺よりもカルロスの方に意識を向けている様だ。

　ガキの俺よりも剣を持つカルロスを警けい戒かいか、オツムの足りない馬鹿ではないらしいな。

「悪かったな、出しゃばりのこいつ等は下がらせる。ほれ、テメエ等下がりやがれ」

　グレイグの言葉に、男達は納なつ得とく出来ない様子で詰つめ寄よろうとするが、即座にグレイグに鋭い眼光を向けられ、すごすごと店の外へ出て行った。

「貴様は最低限、会話くらいは出来るらしいな」

　俺は魔力の刃を消し、グレイグに向き直る。グレイグは少し意外そうに俺を見た。

「こんなにもあっさりリリアちゃんを解放してくれるたぁな」

「こちらも、こんな所で村一つ消すのは手間だからな」

　俺の一言に、グレイグは鋭い目をより険しくする。

「なんだその目は。良いか、下民が貴族を取り囲むとはそういう事だ。今回は道具まで持ち出している。こんなもの、不敬罪など通り越こして反逆罪だ。罪人の親族は当然として、村ごと処断されるのは当然の流れだ」

「……あぁ成る程な。それをしない為に、リリアちゃんを人質に取ってうちの野や郎ろう共を牽けん制せいしたって訳かい」

　流石頭目、物分かりが良いじゃないか。流石に手を出されては見み逃のがす訳にはいかなかったからな。

「良いか、今回は見逃してやった。だが次は無い。たとえ教会の枢すう機き卿きようでもそこまでの慈悲は示さんだろう」

「それで、感謝でもすれば良いかな？　頭くらいなら幾らでも下げるぜ、お貴族様よ」

「はっ、貴様の頭にどれほどの価値があるんだ？　が、下げて当然の頭だ、下げておけ」

　俺とグレイグの間に流れる刺すような空気。視界の端はしでリリアがあわあわとしながらお茶なんぞを淹いれて持って来ようとしている。

　いらん気を使うな、貴様は黙ってその辺に突つっ立っておけ。

「ったく、口の悪わりぃガキだぜ……まあ感謝はするさ。うちのもんの粗そ相そうを見逃してくれたんだからな。あんたは貴族だが、どうやら性しよう根ねの腐くさったクソ野郎じゃねぇらしい。クリントンの野郎とは違ってな」

　頭は下げず、グレイグは吐き捨てる様にそう言う。いや下げろ。それとクリントンって誰だれだ。俺の疑問に応える様に、カルロスが口を開く。

「クリントン・フォウ・セルペンテ。この周辺の管理を任されている者です」

　ああ、代官役人か。セルペンテ……確か何処ぞの辺境の子し爵しやく家だったな。田舎の下級貴族の出身か。

　……うん？　ローグベルトの、代官役人？

　もしかしてそのクリントンとやらが、物語で主人公勢力に懲らしめられた重税を課していたという役人か？　物語上では名前までは出ていなかったが。

「なんだ、貴様等はそのクリントンとかいう役人と折り合いが悪いのか」

「悪ぃなんてもんじゃねぇ。奴はな、俺おれ達たちローグベルトの敵、最低のクソ野郎さ。反逆罪とか関係ねぇ。次に顔出しやがったらマジでぶっ殺してやる」

　クリントンとやら、とんでもない嫌きらわれようだ。店の外に群がる男共も殺気立っており、目の前にクリントンが現れれば本当に暴動が起きかねない雰ふん囲い気きだ。

　しかもこいつ、ライトレス次期当主の前で堂々と反逆宣言なぞしている。確かに名乗ってはいないが、俺の事が誰か本当に分かっていないのか？

　上着に装飾されたライトレスの家紋が見えないのか？　それとも、まさか本当にこの紋もんを知らないのか？

　これだけ大勢の人が居るのに？　誰も？　冗じよう談だんだろう……本気で頭痛くなってきたぞ。

「と、お貴族様の前でする話じゃなかったわな」

　グレイグは頭をガシガシと掻きながらおちゃらけた様に笑って言う。

「だがそう言う訳だ、貴族の坊ちゃんよ。こんな辺へん鄙ぴな漁村に何の用で来たかは知らねぇが、ここは貴族に恨うらみを持ってる奴が多いんだ。あまり長居しない事だ」

　要約すると出て行け、という事か。しかしここは我わがライトレス家の領地。にも拘かかわらず、あろう事かその嫡ちやく男なんに対して出て行けとは。

　それだけでも首を刎ねるには十分過ぎる理由と成り得るぞ。

　なんだ、名乗っていない俺が悪いのか？　こんな事も言わないと分からないのか？　辺境の下民とはここまで無知で無学なのか？

　これでは野生のサルと大して違いがないではないか。俺は下民のあまりの教養の無さに気絶しそうになるのを何とか堪こらえ、踵きびすを返す。

「……行くぞカルロス」

「――は？　よ、宜よろしいので？」

　驚おどろいた様に問うてくるカルロス。それはそうか、普ふ段だんの俺なら無礼を働いた者全員を処しよ刑けいしていてもおかしくない。

　だがもう良い。この下民共の程度の低さにはうんざりだ。

「良い。ここに居ると頭が痛くなる」

「……悪ぃな、坊ぼう主ず。追い返すような真似してよ」

　厳つい顔を申し訳無さそうに歪めていうグレイグ。うるさいもう喋しやべるな殺すぞ。

　グレイグを無視し、カルロスを伴って馬車へ乗り込む。そして本日何度目か分からない深い溜ため息いき。

　そう言えば、物語のストーリーではローグベルトで新たな仲間――ヒロインと出会うのだったか。

　ローグベルトで仲間となるヒロインの一人、頭のイカれた女船乗り。奴の事は考えるだけでも虫むし唾ずが走る。

　時系列的には村に居てもおかしくはないのだが、今日は幸い現れなかった。もしもその姿を見せていれば苛いら立だちのあまり殺していたやも知れんな。

「帰るぞ」

　カルロスに、我が本都へ帰る指示を出す。こんな低てい俗ぞくな辺境にこれ以上居てたまるか。さっさと本都へ帰って環かん境きようを最上級で満たさねば精神が崩ほう壊かいしてしまう。

　丸四日寝ずの番を遂すい行こう中のカルロスは、俺の指示に酷く憔しよう悴すいした様子だが。問題ない、貴様なら八はち徹てつくらい問題ないだろう。

　それよりも俺の精神が崩壊する方が問題だ。カルロスの悲ひ哀あいを帯びた溜め息と共に、馬を叩たたく鞭むちの音が響ひびく。ここから本都まで更さらに丸四日か、長い旅になりそうだ。

　と、そんな訪おとずれかけた俺の平へい穏おんを、下民共の怒ど声せいが掻き消した。

「クリントンだ！　クリントンの手下が来やがったぞ！」

　ぎゃーぎゃーと喚わめき、騒さわぎ立てる下民共。馬車の窓から、死んだ目で外を見る俺。馬車の進む道、村から出ようとしたその入口を、鎧よろいの一団が塞いでいた。

「税の徴ちよう収しゆうに来た。さっさと財を出せ、愚民共」

　鎧を着た兵士が、傲ごう慢まんに村人達に呼び掛ける。それに対し、村人達は口々に怒りの声を上げた。

「馬鹿言ってんじゃねえ！　税を払はらう余よ裕ゆうなんてある訳ないだろ！」

「状況を見ろってんだよ！」

「魚が捕とれねえんだ！　税なんて払えるか！」

　それに対する兵士達は、にやついた笑みを浮かべる。

「納税しないなら、強制的に徴収するまでだ。ああ、抵てい抗こうするなよ？　抵抗する者は殺せと命じられているからな」

　兵士達は武器を構えると、家に土足で入って金品を漁あさり始めた。

「ふざけんな！」

　当然、抵抗する村人。しかし、鍬やスコップを持っていても、剣や槍やりを持った兵士に敵かなう筈も無い。

　抵抗する村人は瞬またたく間まに制圧され、次々と家屋が荒あらされていく。俺はそんな光景を、頬ほお杖づえをついて馬車から眺ながめていた。

「なあカルロス」

「なんでしょう、ローファス坊ちゃん」

　俺は略りやく奪だつ行こう為いに勤いそしむ兵士達を顎あごで示す。

「あれは、ありなのか？」

「いえ、普ふ通つうに王国法に抵てい触しよくしておりますね。税を支払わない者に対する強制接収は、適切な手続き後に行われます。あれはどう見ても、手続きが行われている様には思えませんな」

「だよなあ。あれじゃ完全に盗とう賊ぞくか何かだ。あまりにも品がない。それにあの兵士、正規兵じゃないだろ」

　兵士達が装備している鎧は、王国で支給される正規の鎧とは別のものだ。当然、ライトレス家の鎧とも違う。

「そのようですね。恐おそらくはクリントンの私兵か、傭よう兵へいの類いでしょう」

「で、極きわめつけはあの紋章だ」

　兵士達が掲かかげる旗にあるとぐろを巻いた蛇へびの紋章。あれはライトレスの家紋じゃない。

「あれは確か……セルペンテ子爵家の紋章ですね」

　ライトレスが統治する領内で、ライトレス家の支配下にある者がライトレスの家紋以外を権けん威いの象しよう徴ちようとして掲げるなど、あってはならない。

　クリントン・フォウ・セルペンテは、あくまでも管理の代理を任された者であり、ローグベルトの領主ではない。

　要するにクリントンは、他所よそ様の領地で己おのれの家紋を掲げ、支配者ヅラしているという事だ。

「……子爵家風ふ情ぜいが、随分と舐なめた真似をしてくれる」

「これは即刻本都へ帰り、御当主様へ報告せねばなりませんな」

「……そのクリントンとやら、俺が手ずから処するのは問題か？」

「それは……避さけた方が宜しいかと。御当主様に無断でされるのは……」

「面めん倒どう事になるか？」

「心証は、宜しくないでしょうな」

「ふむ」

　ここで下手に動いて波風立てるのも得策ではないか。しかし、ここでクリントンの事を報告すると、クリントンは代官役人から降ろされる事になるだろう。

　となると、そこで重税はなくなり、将来俺が殺される要因が一つ減るという事だ。

　ならば良しとするか。ローグベルトへ来た当初の目的は果たせる訳だ。俺はほっと胸を撫なで下ろし、窓から外を眺める。

　村では相変わらず、私兵による略奪行為が繰り広げられている。俺達が先さき程ほどまで居た宿屋にも私兵の手は伸のび、中から悲鳴が聞こえ、リリアが私兵に引き摺ずられながら出てきた。

「ヒュー！　隊長、若い女が隠れてやしたぜ！」

「やめろ！　大切な娘なんだ！　金なら払うからやめてくれ！」

　それに縋すがり付くようにハゲの店主も一いつ緒しよに出てきた。あ、キレた私兵に殴なぐり飛ばされた。

　ふむ、下民らしい実に無様な姿だ。しかし、私兵の口くち振ぶりは盗賊そのものだな、育ちの悪さが窺える。

　己おのが家の紋章を掲げ、私兵による略奪行為、その上村娘の拉ら致ち誘ゆう拐かいか。いやあ、父上への報告内容が増える事増える事。

　俺がホクホク顔でそんな光景を眺めていると、馬車に一人の私兵が近付いてきた。

「なんだ？　随分高価そうな馬車だな。良い金になりそうだ」

　あ？

「おいジジイ、死にたくなけりゃ降りな。中のガキもだ」

　下級貴族の私兵風情が、随分と舐めた口を利きくものだな。こいつもあれか、ライトレスの家紋を知らない口か？　これまで私兵の略奪行為すら涼すずしい顔で眺めていたカルロスの額に青筋が立ち、私兵を睨む。

「退け下げ郎ろう。貴様程度、近づく事すら烏お滸こがましいお方だ」

「んだとお？　こちとらセルペンテ子爵の兵だぞ。そのバックにはなんと、あの暗黒貴族のライトレス家まで付いてんだ。テメェらがどこの誰かなんざ関係ねえんだよ！」

　私兵はそう言うと、剣を抜いて俺とカルロスに向けた。

「分かったら降りろ。その馬車、血で汚よごれたら価値が下がんだろうが」

　私兵が一歩踏み出した直後、その首が地面に転がった。顔はにやついており、死んだ事にすら気付いていない。

　相変わらず見事な剣技だ。カルロスはレイピアに付いた血を振ふるって飛ばす。

「ローファス坊ちゃん、お目汚しを致しました」

「構わん。貴様がやらねば俺がやっていた」

　この私兵、あろう事かライトレスの名を気安く口にした。ライトレスの家紋が刻まれた馬車に乗る我々に対してだ。

　低能もここまで来ると実に滑こつ稽けい。しかし参った、口実が出来てしまったではないか。クリントンを潰つぶす、ひいてはローグベルトを救う口実が。

「貴様！　自分が何をしたか分かっているのか!?」

　怒りの形相でこちらに向かって来る私兵共の長と思しき男。先程、隊長と呼ばれていた奴だな。

「セルペンテ子爵を、あの暗黒貴族のライトレス侯爵を敵に回すという事だな!?　貴様ら、生きて帰れると――」

　俺は無言で手に巨きよ大だいな暗黒球ダークボールを形成し、私兵の頭を消し飛ばした。というかさっきから暗黒貴族ってなんだ。我が家に趣しゆ味みの悪い二つ名を付けるな。

「生きて帰れないのは貴様らの方だ。カルロス、全て殺せ。俺が許す」

「御ぎよ意い」

　カルロスはレイピアを携たずさえ、私兵の集団に斬きりかかる。一対多の不利なぞものともせず、私兵共を次々と斬り裂さき、一いつ騎き当とう千せんの働きを見せるカルロス。

　私兵共は隊長が俺の手に掛かった事に呆あつ気けに取られ、碌ろくに連れん携けい出来ていない。そんな棒立ち同然な奴らなぞ、カルロスからすればカカシと変わらない。

「……まあ、ものはついでだ」

　俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私兵、リリアを押おさえている奴に暗黒球ダークボールを放つ。私兵は反応すら出来ず吹ふき飛んだ。

　自由になったリリアはぼんやりと俺を見ると、凄すごい勢いで頭を何度も下げだした。ハゲの店主も一緒になって下げている。

　見苦しいものを見せるんじゃない。いいからさっさと家にでも入っていろ。そんな事をしている間に、私兵共はカルロスの手に掛かり、瞬く間に駆く逐ちくされていく。

　そんな折、ふと海の方より、戦せん艦かんの汽笛を思わせる何かが聞こえた気がした。ぞわりとした悪お寒かんが背筋をなぞる。まるで海の底にでも引き摺り込まれる様な、そんな感覚。

　これは本当に音が聞こえた訳では無く、潮風に乗って流れて来た魔ま力りよくの片へん鱗りんを感じ取ったが故の幻げん聴ちよう。カルロスも気付いたのか、動きを止めて海の方を見ていた。

　他の者は特に反応を示していない。魔力を持たぬ者では感じ取れぬ程の、微び細さいな魔力。

　しかし、その程度のものでここまでの幻聴を……この海、何かあるのか？　或あるいは、ローグベルト近海に三年後に現れる巨大な魔ま獣じゆうか……？
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　そんな事に気を取られていると、私兵の処理を終えたカルロスが戻もどってきた。その漆しつ黒こくの燕えん尾び服ふくには、返り血一滴てき浴びていない。そしてカルロスは、頭を深く下げた。

「申し訳ありません。二人程ほど逃のがしました」

　ふと、村の入り口を見ると、無数の馬が繋つながれている。私兵共の馬だろう。成る程、今し方の異様な魔力に気を取られている間に馬で逃げられたか。

「逃げ足の速い鼠ねずみが居た様だな。良い、許す」

　気を取られたのは俺も同じ。それに、何も悪い話では無い。逃げ帰かえった兵士から事情を聞いたクリントンは、きっとこの後何かしらの行動に出るだろう。

　これから向かうクリントンの屋や敷しきで、この俺にどんな言い訳を並べるのか。クリントンがどう踊おどって見せてくれるのか、見ものではないか。

　父上は狐きつ狩ねがりをよくやっているが、或いはこんな気持ちだったのだろうか。逃げられる筈も無いのに、手の平の上で無様に踊る様は、見ていてさぞ滑稽であろう。

　詰つまらなそうだったのでいつも誘さそいを断っていたが、今度俺もやってみるのも面おも白しろいかも知れん。

　俺はカルロスを伴ともなって馬車に乗り込み、指示を下す。行き先はクリントンの屋敷。場所はここより馬車で半日程の距きよ離りにある港町。

　今晩はそこに泊とまるとしよう。何せ港町だ、ここよりは多少マシな宿屋があるだろう。

「待ってくれ坊主！」

　馬車が走り出そうとした所で、声が掛かった。額に十字傷のある厳つい男、グレイグだ。私兵共とやり合っていたのか、所々に傷が出来ている。

「追い出すような真ま似ねしたのに、助けてくれるなんてよぅ。俺おれぁ、この恩をどう返したら良いか……」

　何やら長々と語り出した。俺は杖つえで天てん井じようを叩く。無論、出発しろの合図だ。

「……宜しいので？　どうやら感謝の言葉を述べているようですが」

「良いから出せ。これ以上下民の耳みみ障ざわりな声なぞ聞きたくもない」

「御意」

　グレイグの声を無視して、馬車は走り出す。グレイグはそれでも、いや、より声を張り上げる。

「貴族を勘かん違ちがいしてた！　悪かったよ、またローグベルトに寄ってくれ！　次は歓かん迎げいするからよ！」

　うるさい奴だな……！

　こんな辺鄙な田舎の村なぞ、二度と来るものか。煩わずらわしさに耐たえ切れなくなった俺は耳を塞ふさぎ、離れて声が聞こえなくなるのを待った。
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　クリントン・フォウ・セルペンテは、田舎の子爵家の四男坊である。

　灰を被かぶった様なグレーの長ちよう髪はつを後ろで括くくり、切長の目に細身の身体と、その姿はセルペンテ家の紋章と同様に蛇を連想させる。

　ライトレス侯爵家に雇やとわれた、下級貴族のボンボン。そんなクリントンは現在、高速で手て揉もみをしながら俺の前でヘコヘコしていた。

　クリントンの屋敷で、大部屋の中央に支配者の如く座する俺の前で。

　時が遡さかのぼること半刻程。俺とカルロスを乗せた馬車はクリントンの屋敷がある港町に辿たどり着いた。

　それと同時に、クリントンの私兵と思しき集団に取り囲まれた。そしてその集団の中に居たであろうクリントンは、馬車に装飾されたライトレスの家紋を見て驚愕。

　文字通り飛び上がる様に驚いていた。クリントンは私兵に武器を下ろす様に命令すると、馬車の前に両手を突いて土下座した。

「ライトレス侯爵家の馬車を取り囲む等という愚ぐ行こうを犯おかしてしまい、大変申し訳ありませんでした！」

　平ひら謝あやまりするクリントン。俺は静かに馬車から降りると、私兵団の目の前でクリントンの頭を強く踏付けてやる。

　騒そう然ぜんとする私兵団。クリントンは恐きよう怖ふからか、将はた又また屈くつ辱じよくを感じているのか、俺の足の下で肩かたをぷるぷると震ふるわせている。俺は棒立ちの私兵団を睨む。

「おい、何を突っ立っている。死にたいのか」

　俺が手に暗黒球ダークボールを形成させると、クリントンは土下座の姿勢のまま、慌あわてて私兵団を叱しかりつける。

「馬鹿者、急ぎ跪ひざまずかんか！　この御お方かたはライトレス侯爵家の嫡男、ローファス・レイ・ライトレス様であらせられるぞ！」

　それを聞いた私兵団は急ぎ武器を捨て、俺の前に膝ひざを突いて平へい伏ふくする構えを取った。辺境とは言え、流石さすがはライトレス領の役人だ。

　俺の顔を知っているらしい。俺を前に服従の姿勢を取る、都市を治める代官役人とその私兵団。ふむ、実に気分が良い。これだ、これなのだ。

　辺境の田舎いなかだからと半分諦あきらめていたが、俺は、ライトレスとは本来こうあるべき存在だ。この王国でも上位の支配階級なのだからな。

　その後、俺はクリントンに恭うやうやしく屋敷に招かれ、冒ぼう頭とうに至る。カルロスはそんな俺を、終始呆あきれた顔で見ていた。
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「さて、ローグベルトにて、俺は貴様の兵に襲おそわれた訳だが、どういう了りよう見けんか聞かせてもらおうか」

　俺の前で張り付けた様な笑みを浮かべるクリントンに威い圧あつ的てきに問い掛ける。クリントンは額からダラダラと汗あせを流しながら、平伏する。

「は、はい。兵より報告を受けております。どうもローファス様と気付かず狼ろう藉ぜきを働いてしまったようで、大変申し訳なく……」

「貴様の兵は馬車に彫ほられたライトレスの家紋が見えなかったのか？　それとも、よもや知らなかった等とは言うまいな」

　領内で働く者が、領主の家紋を知らないというのはあってはならない事だ。辺境の平民ですら不敬罪と取られかねない。

　それが軍部に属するもの、例えば兵士となれば、その責任は計り知れない。即刻軍法会議に掛けられ、引いては部下の管理不行き届きとしてその上官まで処しよ罰ばつされる案件だ。

　紋章は自軍を示す証であり、それが分からず自軍を攻こう撃げきしました、なんて笑い話にもならないからな。私兵がライトレスの家紋を知らなかった場合、当然その責務は主であるクリントンにも及およぶ。

「知らなかった等、そんなまさか！　ライトレス侯こう爵しやく家の高貴なる家紋を知らない者等、ライトレス領、ひいては王国内に存在する筈はずがございません。碌に見ずに粗相をしてしまった様でして……その兵士は厳げん罰ばつに処する所存でございます」

「ほう？」

　いや、多分知らなかったと思うけどな、貴様の私兵共は。なんだったら、ローグベルトの住民すら、うちの家紋を見慣れていない様子だった。

　だがまあ、この返しは予想通り。責せき任にん逃のがれの為ため、尻しつ尾ぽ切りをするのは自然な事だ。

　その報告したというローグベルトから逃げのびた私兵も、既すでに処理されているかも知れん。下手な証言をされると困るのはクリントンだからな。

「そう言えばローグベルトでな、貴様の兵士が見慣れぬ紋章を掲げていたのだ」

　俺の言葉に、クリントンが固まった。

「あの紋もん章しようは、どこぞの田舎貴族の家か紋もんではなかったかな？」

　雇われ風情の代官役人が、己が家の紋章を掲げる等、言い訳のしようも無い明確な反逆罪だ。クリントンは流れる汗をハンカチで拭ぬぐって顔を上げる。

「そ、それはですね………えー、そ、その兵士達たちは地元から連れてきた者達でして、つい先日まで我が地元、セルペンテの領に居たのです。武器や備品もその時のもので……」

　クリントンは俺の顔色を窺いながら言葉を紡つむぐ。

「それで？」

「そ、それで、ですね。お恥はずかしい話、辺境であまり金銭に余裕がありません。備品の供給が間に合わず……いや、決して反逆の意志がある訳ではないのです」

　がばっと再び頭を床に擦り付けるクリントン。いや、その言い訳は流石に苦し過ぎるだろう。正しく蛇の如き二枚舌だな。

　仮にそれが本当であったとしても、他領の紋章を掲げた時点でアウトだ。俺がにやつきながら聞いていると、側に控ひかえていたカルロスが口火を切った。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、クリントン代官役人。ローグベルトに対する略奪行為、住民に対する暴力行為、住民の拉ら致ち未み遂すい……その暴挙を全て、ローファス様は御ご覧らんになっています。最も早はや言いい逃のがれは出来ませんよ」

　カルロスに畳たたみ掛かけられ、クリントンはわなわなと項うな垂だれた。

　おいカルロス……余計な事を。まあ良いか、即そく席せきの虚きよ実じつで塗ぬり固かためられた程度の低い言い訳を聞くのにも飽あきていたしな。

　終わったと思われたが、クリントンはがっと顔を上げ、俺に詰寄ろうとする。

「わ、私は悪くない！　ろ、ローグベルトの連中が大人しく税を納めないから悪いんだ！」

「此こ奴いつ、まだ戯ざれ言ごとを……」

　カルロスが呆れ気ぎ味みに剣の柄に手を掛けるが、俺はそれを手で制する。

「良い。貴様は事のあらましを書面にでもまとめておけ」

　それと証しよう拠こも押さえろ、とカルロスだけに聞こえるよう小声で指示を出す。カルロスは無言で頷き、静かに退室する。

　この屋敷には後ろ暗い証拠が山程あるだろうからな。放置してクリントンに隠いん蔽ぺいされては面倒だ。それまでに証拠は押さえねばならない。

「ほう、納税を怠おこたったのか。それは興味深いな、話してみろ」

　然さして興味も無いが、カルロスが証拠を押さえるまで、クリントンにはここでお喋りしていてもらおう。

「あいつら、魚が捕れないなんて言い訳しやがるんです！」

「何故なぜ、魚が捕れないんだ」

「海の魔ま物ものが凶きよう暴ぼう化かしただの、大量発生してるだのと戯れ言を！　奴ら、納税せずに私腹を肥やそうとしてやがるんですよ！」

　あ？　魔物の凶暴化？

「おい、魔物が凶暴化しているのか？」

「嘘うそです！　奴らは嘘を吐ついているんです！　納税したくないばかりに！」

　クリントンは嘘だ嘘だと喚くばかりで話にならない。魔物の凶暴化に大量発生……。物語において、そう言った話は確かにある。

　第一章において、【魔ま王おう】が復活した影えい響きようで青い空が赤黒く濁にごり、黒く禍まが々まがしい太陽が昇のぼるのだ。そして世界各国で魔物が凶暴化・大量発生する。

　正に世界の終わりを告げる厄やく災さい。この現象は物語にて《カタストロフィ》と呼ばれていた。だが、今はその時期ではない。

　時系列的には少なくとも三年後の話だ。空の色に変化も無い。しかし、この《カタストロフィ》が起きる前、その前兆として各地で強力な魔物が出現したのだ。

【魔王】の眷けん属ぞく……【四よん魔ま獣じゆう】。そのうちの一体は、正しくローグベルト近海に現れた。【魔王】の眷属であり、小島程の大きさの常じよう軌きを逸いつした巨きよ大だい蛸だこの魔獣。

　超ちよう大おお型がたのクラーケン、海魔ストラーフがまさか、もう出現しているのか？　【四魔獣】の出現は三年後じゃないのか？　やはり、先程海より感じた妙みような魔力は、【四魔獣】のもの？

「いや……違ちがうな」

　前提が違う。そもそもまだ、物語は始まっていない。物語が始まるのは三年後、主人公が魔ま法ほう学園に入学してからだ。それ以前の情報は、物語にはなかった。実は【四魔獣】は物語が始まる前から存在していて、被ひ害がいを出していたという事ではないか？

「クリントン。ローグベルトの住民がその魔物の凶暴化を訴うつたえてきたのはいつだ？」

「それは……確か、半年程前からです！　それまでは大人しく納税していたのに、奴ら急にそんな嘘を！」

　半年前……意外と最近だな。逆に言えば、たったの半年でローグベルトはあそこまで廃すたれたという事か。これ、物語が始まる三年後までローグベルトは漁村として存続出来るのか？

　俺の介かい入にゆうが無ければ、一年も経たたないうちに廃はい村そんになりそうだが。いや、或いは……。

「まさか、【四魔獣】の出現が早まった……？」

　そう考えれば辻つじ褄つまは合う。今より三年後である筈の、物語の夢で見た光景よりも、今のローグベルトの方が廃れていた。

　ローグベルトは魔物の凶暴化、大量発生で魚が捕れなくなり、納税が出来なくなった。そして納税しないローグベルトに、クリントンは略りやく奪だつという形で強制接収をした。

　本来ならば、どれも三年後に起きていた筈の事。流石に荒こう唐とう無む稽けいか？　いや、決して無い訳ではない。

　物語がこれから起きる運命だというならば、俺は謂いわば運命に逆らう世界の異物だ。事実、ローグベルトに介入し、未来を変えようとしている。

　そして未来を変えようとする存在が、俺以外に居ないという根こん拠きよは無い。あの物語の夢を見たのが、俺だけとは限らない。

　そうこうしていると、カルロスが戻ってきた。いや、早いな。カルロスはそっと俺に耳打ちする。

「証拠は一通り押さえました。それと……」

「なんだ」

「規定よりもかなりの重税を課してる様です。ローグベルトに限らず、周囲の村々に。それと、ローグベルトにしていた様な略奪や住民の拉致誘拐は、頻ひん繁ぱんに行われていたようです。被害を受けた町や村はかなりの数に上ります」

　どうやらクリントンは、ライトレスの領地で随ずい分ぶんと好き勝手やっていたらしい。

「……監かん査さはどうなっている」

　代官役人が不正を行っていないか、定期的に監かん査さ官かんが派は遣けんされている筈だ。被害の大きさを聞く限り、隠かくし通せる様な規模を超こえている様に思えるが。

「恐らくは、その監査官も買収されたかと」

「クソだな」

　思えば、辺境の港町にしてはこの屋敷も随分と豪ごう勢せいだ。クリントンは重税の上乗せした税で私腹を肥やしていた訳か。

「随分と溜め込こんでいそうだな」

「はい。地下の金庫にかなりの額があるのを確かく認にんしました」

　もうそこまで見付けたのか？

「証拠は十分です。クリントンはこのまま拘こう束そくし、御ご当とう主しゆ様に連れん絡らくしましょう」

　伝でん書しよ鳩ばとで状じよう況きようを報告し、父上の判断を仰あおぐ、か。確かに、それが一番スマートだ。だが、残念ながら話はそれでは終わらない。

　ローグベルトに【四魔獣】の一角、海魔ストラーフが存在する限り、魚は捕れない。魚が捕れないと、ローグベルトは通常の税すら払えないだろう。

　将来、主人公勢力がどんなイチャモンを付けて俺を殺しに来るか分かったものではない。ここは確実に、根本的な解決が必ひつ須すだ。

　即すなわちそれは、海魔ストラーフの討とう伐ばつ。

「待てカルロス。報告はまだするな」

「はい？　しかし流石にこれ以上は……」

「報告は全てが終わってからだ。俺がローグベルトに来た目的は、まだ済んでいない」

「坊ぼつちゃん……」

「そう、うんざりした顔をするなカルロス。もう少し付き合え」

　不安そうに俺とカルロスを見るクリントン。話し声は聞こえていない筈だが、不ふ穏おんな雰囲気を感じ取っているのか。

　クリントン・フォウ・セルペンテ、か。そうだな、使えるものは使うとしよう。
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　海魔ストラーフは、【四魔獣】の中でも別段強い方ではない。【魔王】の眷属である【四魔獣】は、いずれも巨大である事が特とく徴ちようとして挙げられる。

　その中でも最も大きいのが海魔ストラーフだ。だが、それは強さに直結しなかった。物語では王国軍の援えん軍ぐんで来た戦艦と共きよう闘とうし、勝利を収めている。

　主人公達は凶暴化し、大量発生した海の魔物の侵しん攻こうを抑おさえ、その間に戦艦の砲ほう撃げきを海魔ストラーフに当て続けて勝利を収めた。

　つまり、海魔ストラーフは、砲撃で殺せるという事。島程ほどの大きさでも、所しよ詮せんは軟なん体たい生物という事だ。

　だが今、ここに王国の戦艦は無い。我がライトレス家ならば戦艦くらい用意出来るだろうが、父上にどう説明してもご納なつ得とく頂けるとは思えない。

　物語の、将来俺が殺される夢の説明をするか？　平民が国王に昇り詰めると？　無いな、医者を呼ばれて終わりだ。

　それに戦艦を動かすという事は、軍を動かすという事。幾いくら俺が侯爵家嫡男でも、出来る事と出来ない事がある。だが、ここは港町。金もある。

　やりようは幾らでもあるというものだ。

「クリントン。今、カルロスが貴様の悪行の全ての証拠を押さえたそうだ」

「――なッ!?」

　驚きよう愕がくした様子で狼狽うろたえるクリントン。

　まあ、カルロスが席を外して三十分も経っていない。

　そんなに早く証拠が押さえられるとは思わなかったのだろう。残念だったな、うちのカルロスは優ゆう秀しゆうなのだよ。

「そ、それは何かの間ま違ちがいでは……」

　俺からじりじりと退きつつ、扉とびらの向こうをチラチラと見ている。あからさまだな、まさか逃にげられるとでも思っているのか？

「ああ、隣となりの部屋に控えていた方々なら処理させて頂きましたよ」

　なんでもないかの様に言うカルロス。

「ば、馬鹿な……」

　膝から崩くずれ落ち、項垂れるクリントン。なんだ、伏ふく兵へいを仕し掛かけていたのか。カルロスめ、仕事が早いじゃないか。

　しかし伏兵ね。その程度で俺やカルロスをどうにか出来ると思っていたのか？　全く、舐められたものだ。

「おやおや、父上への報告事じ項こうがまた増えてしまったな。勝手な重税に、民への略奪、誘ゆう拐かい。そして、ライトレス家嫡男である俺に対する……これは、殺人未み遂すいか？　他にも突つつけば色々と出てきそうだな」

　項垂れるクリントンを見下しながら、俺は事実を刺さす様に突き付ける。クリントンはガクブルと身体を震わせるのみで、顔を上げる事すら出来ずにいる。

「これだけあると、貴様個人の罰ばつだけでは済まないだろう。貴様の親も、まさか息むす子こがこんな不ふ祥しよう事じを起こすとは思わなかったろうな」

　暗に、実家のセルペンテ子し爵しやく家にも責任追及する可能性を示すと、クリントンは顔を恐怖に歪ゆがめながら俺の足に縋り付こうとしてくる。

「そ、それだけは、それだけはご勘かん弁べんを……！」

「退さがれ無礼者！」

「あぐっ!?」

　が、それすらカルロスに押さえつけられた。クリントンは上から押さえつけられながらも、うわごとの様に「慈じ悲ひを、慈悲を」と繰くり返している。

　こいつは本当に貴族なのか？　下民にも勝る無様さだな。そんな愚おろか者に、俺は救いの手を差し伸べてやる。

「クリントンよ、貴様にチャンスをやろう」

　人とはどん底に落とされると、判断力が鈍にぶるものだ。それこそ垂らされた糸を無む警けい戒かいに掴つかむ地じ獄ごくの亡もう者じやの様に。クリントンはゆっくりと顔を上げる。

「ちゃ、チャンス……？」

「そうだ、チャンスだ。何せ貴様は貴族、下民とは違う高貴な血筋だ。多少下民から搾さく取しゆしただけで裁かれるなど、おかしいとは思わんか」

　絶望に満ちていたクリントンの顔に、一筋の光が差す。

「……ええ、ええ、仰おつしやる通りでございます。平民など、搾取されて当然の存在。私は、貴族なのですから！」

　息を吹き返した様に立ち上がるクリントン。カルロスは怪け訝げんな目で見てくるが、俺はそれを手で制す。今は黙だまっておけ。

「だが、王国法は絶対だ。このままでは貴様は牢ろう獄ごく行きだろう。俺もこれだけの証拠が揃そろって見て見ぬ振りは出来ん。だから……チャンスをくれてやる」

「お、おお、なんと慈じ悲ひ深ぶかい……して、私は一体何をすれば？」

「貴様が先程話していたローグベルトの魔ま物もの被ひ害がい……それを解決するのだ」

「は……？　しかしそれは住民共の苦くるし紛まぎれの嘘……」

「嘘かどうかは問題じゃないのだ、クリントン。重要なのは、ローグベルトから救きゆう援えん要よう請せいがあり、それに応えたという体てい裁さいだ」

「体裁、ですか」

　俺の言葉に、クリントンは顎に手を当て考える。

「魔物が存在しようがしまいが、クリントン・フォウ・セルペンテが海の魔物を討伐したと、この俺が父上に報告すれば、それが事実となる」

　そう、真実は重要じゃない。全ては俺の言葉一つだ。

「つまり俺の言葉一つで、貴様は民を虐しいたげた罪人にも、ローグベルトを救った英えい雄ゆうにも成り得るという事だ」

「……！」

　クリントンは天てん啓けいを得た様に目を見開いた。

「だが、俺の言葉にも裏付けが必要だ。貴様にも動いてもらうぞ」

「裏付け……私は、何をすれば……？」

「魔ま物もの討とう伐ばつの実績を偽ぎ装そうするとなると、俺の言葉だけでは流石に弱い。だから、貴様には戦力を動かした、という事実を残してもらう」

　俺は羊皮紙にさらさらとメモを書き、クリントンへ放り投げる。クリントンは慌てたようにそのメモを拾い上げた。

「そのメモに記した戦力を今日中に準備しろ」

　メモには人員、大量の火薬、大たい砲ほう、武器、船、……等、海魔ストラーフを討伐するのに必要な物品を書き記した。

　クリントンはメモに目を通すと、その顔を引き攣つらせる。

「ろ、ローファス様……兵士の方は傭兵を掻かき集めればなんとかなりますが、武器や大砲、果ては船とまでなると今日中という訳には……」

　狼狽えるクリントン。しかし、この兵力は最低限必須。架か空くうの魔物ではなく、海魔ストラーフを討伐せねばならないからな。

　妥だ協きようは一いつ切さい許さない。

「駄だ目めだ。今日中に必ず用意しろ。明日出立するからな」

「魔物などいないのです。この戦力はいくらなんでも過か剰じようでは……？」

「その位の戦力を動かさねば説得力に欠ける。それに、明日以降となると父上の介入が入るやも知れん。そうなると流石に庇かばえんぞ」

「う、うーむ……」

　悩なやむように唸うなるクリントン。こいつ、まさか自分に選せん択たく肢しがあるとでも思っているのか？

「そうか。嫌いやなら良いぞ。父上には貴様の事を嘘うそ偽いつわり無く報告するとしよう。次に会う時は法ほう廷ていかも知れんな」

「なっ!?　お、お待ちを！」

「ならば急げ。貴様が培つちかってきた人脈と溜ため込んだ金を全て注そそぎ込んででも準備しろ。ライトレス領の民から随分と絞しぼり取ったのだろう？　出来ないとは言わせんぞ」

「い、急ぎ準備致いたします……！」

　凄んでみせると、クリントンは震えながら部屋から出て行った。

　外からはクリントンが部下に指示を出す声や、ばたついた足音が聞こえてくる。この屋敷は賑にぎやかだな、随分と切せつ羽ぱ詰つまっているらしい。

「逃とう亡ぼうを謀はかる恐れは？」

　ふと、カルロスが目を細めてそんな事を聞いてきた。

「クリントンがか？　無いな。奴やつは今どん底には居ない。垂らされた救済の糸を手た繰ぐるのに夢中だ」

　まあ、確かに逃げる可能性はゼロではない。対策は立てておくか。

「――招魔ラーク」

　俺は手の上に使つかい魔まを召しよう喚かんする。手の平に乗る程の大きさの、黒い毛玉だ。真しん紅くの単眼がぱちくりと瞬まばたきしながら、命令を待つ様に俺を見ている。

「クリントン・フォウ・セルペンテを監かん視ししろ」

　使い魔は俺の言葉を聞くと、手の平の上で跳とび上がり、そのまま霧きりとなって姿を消した。

　クリントンの下へ向かったのだろう。これで何か異変があれば連絡が来る筈だ。
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　さてさて、その日の夜。俺はクリントンの屋敷で豪勢な食事でもてなされた。今晩泊まる部屋も用意してくれている。

　その辺の宿屋よりは質の良い部屋に泊まれるだろう。住民から不正に絞り取っていただけあって、本都の高級レストランにも引けを取らない食事だ。

　港町だというのに、魚料理が少ないのはやはり魔物被害の影響か。クリントンからは、晩ばん餐さんの席で報告を受けた。

　俺の要求したものは全て準備出来たとの事だ。カルロスによると、地下の金がごっそり無くなっていたそうだ。金にものを言わせたか。

「よくやった、クリントン。これで明日には、貴様はローグベルトを救った英雄だ」

「いえいえ、身を削けずった甲か斐いがあるというものです」

　クリントンは若じやつ干かんげっそりしていた。

「大砲や火薬の納品、よく間に合ったものだな」

　火薬は兎とも角かく、大砲や砲ほう弾だんは港町の商人から数を調達するのは難しいと思うが。というより、国内の兵器の売買は王国法で禁止されているからな。

　まあ、だからこそ人脈を使えと言ったのだがな。住民を拉ら致ちしていたという事は、人身売買に手を出していた可能性が高い。

　そう言った闇やみ市いち等にも精通しているだろうからな。

「半数はうちで常備していたものを掻き集めました。残りはあまり大きな声では言えませんが、裏のルートで……」

「ふん、しっかり準備出来たのだ。細かい事を突っ込んだりはせんさ」

　クリントンは深々と頭を下げる。今回はそれのお陰かげで戦力を揃えられた訳だし、今は追求しない。しかし我わがライトレス領に後ろ暗い害虫が巣食っているのはしかと理解した。事が全て済んだら潰すとしよう。

「それと、これをお納め下さい」

　クリントンが合図すると、扉が開いてガラガラと荷台が入ってきた。使用人が荷台に掛けられた黒布を取り払はらう。そこには大量の金貨が積まれていた。

「……なんだ、これは？」

「ローファス様には今回、お慈悲を頂きましたので。無論、この程度でお返し出来るとは考えておりません。今後も私に出来る事があれば、何なりとご命令下さい」

　クリントンは顔に張り付いた様な笑えみを浮うかべる。なるほど、口止め料か。

　今回奴は、俺に弱みを握にぎられた形になった訳だからな。かなりの額だな、どうせ後ろ暗い金だろうに。

「ふん、まあ貰もらっておこう。良い心こころ掛がけだ」

　適当に喜びそうな言葉を掛けてやると、クリントンはほっとしたような笑みを浮かべる。そうして笑っていられるのも今のうちだ。

　どうせ明日、クリントンは海魔ストラーフとの戦いで死ぬ予定なんだからな。
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　早朝、俺は複数の船を率いてローグベルトまで来ていた。船の帆ほには太陽を喰くらう三日月の紋章、ライトレスの家紋だ。

　ローグベルトに辿り着くまでに、何度か海の魔物の襲しゆう撃げきがあった。海の魔物と言っても所詮は雑魚ざこ。

　俺が魔法を振ふるうまでもなく、カルロスによって刺さし身みにされていた。それはローグベルトに近付く程に頻ひん度どが高くなる。

　後ろに続く船ではクリントンの私兵が応戦していたが、ローグベルトに着く頃ころにはかなり疲ひ弊へいした様子だった。連戦とは言え、この為体ていたらくか。

　魔物との戦いに慣れていないのか、練度が低いのか。略奪する時には随分と手慣れた様子だったのにな。本番はこれからというのに、先が思いやられる。

　海魔ストラーフは、眷属の軟体類の魔物を大量に生み出す性質があった。

　物語では、主人公勢力は主に、その無数に襲いくる軟体類の魔物の相手をし、その間に本体のストラーフを砲撃するという戦法で勝利した。

　今ローグベルトで起こっている海の魔物の凶暴化や大量発生は、恐おそらくこのストラーフの眷属の事だと考えられる。

　クリントンに準備させた私兵共には、この眷属共の相手をしてもらおうと思ったのだが……思いの外私兵共は使えそうにない。

　まあ、最悪俺とカルロスが居れば眷属程度なら問題はないだろうがな。

　少し気になる点があるとすれば、先さき程ほどから襲ってくる魔物共の中に、そのストラーフの眷属の姿が見当たらない事か。

　魔物の種類は様々で、全身鱗うろこに被おおわれた半魚人マーマンや、頭の先がナイフの様に鋭するどい剣魚ソードフイツシユ、中には巨きよ大だいなウミヘビである海洋竜シーサーペントの様な大物も出た。

　船員によると、いずれも航海中に時折遭そう遇ぐうする魔物だそうだが、ここまでの頻度で襲撃を受ける事はあり得ないとの事だ。

　そして、襲ってくる魔物の様子を見て幾らなんでも好戦的過ぎる、凶暴化している、と。

　物語の海魔ストラーフ戦において、海で大量発生していた魔物は、ストラーフの眷属である軟体類の魔物であり、通常の海の魔物ではなかった。

　通常の海の魔物が凶暴化していた訳ではなかったのだが。

「ふむ……」

　この、物語との差異はなんだろうか。或あるいはこれは、海魔ストラーフではなく、全くの別の要因で海に異変が起きているのか？

　俺が一いち抹まつの不安を覚えながらも、船は進みローグベルトに辿り着く。因ちなみにクリントンは後続する船に付いて来させている。

　ローグベルトには俺とカルロスだけで降りる事を念話で伝え、船に引きこもってもらう事にする。ここでクリントンを出すと、また村で暴動が起きかねないからな。

　カルロスを伴ともなって船を降りる。そこにいの一番に駆かけて来たのは、額に十字傷のある厳いかつい男、船乗りの頭目をやっているグレイグだった。

「ぼ、坊ぼう主ず!?　こ、こりゃ一体どういう事だ……？」

　その手には銛もりを持っている。まあ、複数の船が貴族の家紋を掲かかげてやってくれば、警けい戒かいもするか。

「どうもこうもない。魔物の討伐に来ただけだ」

「は!?　な、なんで坊主が……？」

「魔物被害が激しいそうじゃないか。それで魚の入りが悪いんだろう」

「あ、ああ……確かにそうだが。じゃあ何か、この船は魔物退治の為に来たってのか……!?」

　船を見て驚愕するグレイグ。

「戦せん闘とうは激しくなる見み込こみだ。ここまで被害が及ぶ危険がある。貴様は村人を避ひ難なんさせておけ」

「なっ!?　そりゃ本当か！　分かった、これから直すぐに――」

　グレイグが踵きびすを返そうとした瞬しゆん間かん、木もく椀わんが俺を目め掛がけて飛んで来た。木椀は後ろに控えていたカルロスが何なく手で払い落とし、海に落ちる。

　木椀が飛んで来た方を見ると、そこにはバンダナを頭に巻いた目付きの悪い少年が居た。見た感じ歳の頃は十四、五歳。敵意剥むき出しで俺を睨にらみつけている。

　カルロスは目を細めて剣に手を掛け、俺おれはそれを制止する。ローグベルトは礼れい儀ぎも知らん蛮ばん族ぞくの村だ、いちいち反応していては日が暮れる。

　グレイグは少年を見ると、目を見開いて怒ど鳴なりつけた。

「フォル！　テメエ何やってる!?　この坊主はローグベルトの恩人だぞ！」

　その恩人で、しかも貴族の俺を坊主呼ばわりはいい加減やめろ。不敬罪だぞ。

「親おや父じの方こそ、なんで貴族なんかの言う事を信じてんだ？　何が避難だ。どうせその隙すきに、無人になった村で略奪する気なんだろ!?」

「馬鹿な事言ってんじゃねえぞフォル！　この坊主はクリントンの奴とは違ちげぇんだよ！」

　なんて品の無い言い合いだ、まるで山やま猿ざる同士の喧けん嘩かだな。因みにそのクリントンならそこの船に居るぞ。

　面めん倒どうな事になりそうだから口にはせんがな。俺が呆れた目で見ていると、フォルとやらは再び俺を睨む。

「よお、お貴族様よ。オレ達が居ない間に村を救ったとか聞いたが、オレは騙だまされねえぞ。観念して本ほん性しよう出しやがれ!!」

　ぎゃーぎゃー喚わめくフォルとやら。随分と貴族に敵意を持った猿さるだな。

「おいグレイグ。あれは貴様の子か？　躾しつけのなっていないガキだな」

「あ、ああ……三人兄弟の末っ子だ。気を悪くしただろ、本当にすまねえ」

「俺おれ達たちが居ない間に、とか言っているが？」

「俺の息子共含ふくめ、村の一部の腕うでの立つ若わかい衆しゆは、定期的に魔物の駆く除じよに出で払はらってんだ。じゃねえと、増えた魔物が村まで来ちまうからな。昨日のクリントンの兵の襲撃は、丁度あいつ等が出てた時のもんでよ」

「ほう……」

　魔物の駆除をしているのか。魔法も扱あつかえぬ下民風ふ情ぜいが魔物を……剛ごう胆たんな事だな。

　俺がフォルを無視してグレイグと話していると、フォルは何処どこからか取り出した木の棒を構え、地面を蹴ける。そして次の瞬間には目の前に居た。

「………は？」

「――無視、してんじゃねえよ」

　突とつ然ぜんの事に呆あつ気けに取られていると、フォルはそんな俺に容よう赦しやなく棒を振るう。が、これを後ろに控えていたカルロスがレイピアで受けた。

「――チッ」

　舌打ちをするフォル。俺を挟はさんでのフォルとカルロスの暫しばしの鍔つば迫ぜり合い。それを遮さえぎったのは、グレイグだった。

「何やってんだてめえっ!!」

「ぐえっ!?」

　怒ど声せいを上げたグレイグがフォルの脇わき腹ばらを蹴り上げ、フォルは放物線を描えがきながら海に落ちた。フォルは海から顔だけ出すと、またぎゃーぎゃー喚いている。

　普ふ通つうなら貴族を殴なぐり付けようなんて言語道断。

　本来なら俺が手ずから処しよ刑けいする所だが、ここローグベルトは言葉も通じない猿が住民の大半を占しめているのは、昨日把は握あくしている。

　これが自分と同じ人間相手なら腹も立つが、言葉も通じぬ畜ちく生しよう相手なら仕方ないと割り切れるというものだ。野生の猿が粗そ相そうをするのも知能の低さ故だからな。

　しかし如い何かに猿と言えど、フォルの動きは目で追えぬ程速かった。平民故魔ま力りよくは無い筈だが、身体能力に秀ひいでているのか？

　流石さすがは魔ま物もの駆く除じよを任されるだけある。

「坊主！　本当にすまねえ！　なんて詫わびたら良いか……！」

　頭を下げるグレイグを、俺は寛かん大だいに許してやる。

「構わん。今いま更さら、貴様等に貴族に対する礼儀なんて期待していない」

「いや、礼儀以前の問題だ。フォルは普ふ段だんは、あんな誰だれ彼かれ構わず人を殴る様な奴じゃないんだが……」

「随分な敵意だな。奴とは初対面の筈だが。俺が貴族だからか？」

「少し前に、フォルの幼おさな馴な染じみがクリントンの私兵に拉ら致ちされてな。助けようとはしたが……以来、貴族を恨うらんでんだ。無理な話だろうが、出来れば悪く思わねえでやってくれ」

「そうか」

　まあ、よくある話だな。特に興味も無いが。

「それでグレイグ、その魔物駆除をしている若い衆とやらは、皆みながあのガキの様に強いのか？」

　クリントンの私兵が思いの外使えそうにないからな。フォルの身体能力は目を見張るものがある。使えそうなら連れて行きたい。

「フォルの奴は別格だが、他の連中も腕が立つぞ。坊主が良ければ連れて行ってくれ、きっと役に立つ」

　話が早いな。

「だが、指示に従うのか？　あんな跳はねっ返り、幾ら腕が立つと言ってもな……」

　あのフォルの様子からして、とても指示に従う様には見えない。他の連中もこんな感じなら、連れて行っても邪じや魔まになるだけだ。

「それは問題ねえ。他の奴らは、坊主の事を悪く思ってねえよ。なんせ、リリアちゃんを助けてくれたんだからな」

　リリア？　……ああ、あの宿屋の娘むすめか。

「ちょいと待っててくれ。今、呼んでくるからよ」

　そう言ってグレイグは村に戻もどり、ぞろぞろと屈くつ強きような男達を率いてやって来た。

　人数は十人程、栄養不足からか皆やや痩やせているが、どれもフォルより背が高く、体格が良い。フォルは別格とか言っていたが、こいつら本当にフォルよりも弱いのか？

　俺を見た男共の反応は様々だが、どれも比ひ較かく的てき好意的なものだ。

「お、その坊主がリリアちゃんを助けてくれた貴族様か！」

「思ったよりちっせえな！」

「兵士共を全ぜん滅めつさせたっつうから、どんな大男かと思ったぜ！」

　やはりというべきか、礼節の欠片かけらも知らん猿共らしい。どういう環かん境きようで育てばこんな知性の感じられない人間が出来るのか。

　駄目だな、やはりここに居ると頭が痛くなってくる。

「おい！　そいつは貴族だぞ!?　何を仲良くお喋しやべりしてんだテメエ等！」

　海から這はい上がって来たフォルが喚きながら近付いて来た。ああ、また頭痛の種が戻って来た。

「テメエは少し黙ってろ！」

　と、ここでグレイグの渾こん身しんの拳げん骨こつがフォルに命中した。涙なみだ目めになり頭を押さえるフォル、それを笑う男共。

「茶番は終わりにしてくれ。魔物討伐の話だ」

　俺の言葉に、グレイグや男共は顔を引き締しめる。

「これより、船団を率いて海の魔物の掃そう討とうを開始する。成功すれば、魔物被害も無くなり、前の様に魚が捕とれる様になるだろう」

　男共は「おぉ」と、感心した様な声を上げる。

「……が、思いの外連れて来た兵士共が役立たずでな。海上での戦いに慣れた貴様等の手を借りたい」

　まあ、別にこいつ等の助けが無くとも魔物を殲せん滅めつする位訳無いが、手が多い方が楽だからな。或いは被害が出る可能性もあるが、別に下民が何人死のうがどうでも良い。

　本当にどちらでも良かったのだが、男達たちの反応は良好だ。

「行くに決まってる！」

「俺達ローグベルトの問題だからな」

「こんな子供に全部任せちゃ、男が廃るってもんよ！」

　口々に意い気き込ごむ男達の中から、一ひと際きわ大きな男が前に出て来た。頬ほおに十字傷のある厳つい顔。グレイグに似ているな、奴の息子か？

「勿もち論ろん行くとも。むしろ手伝わせてくれ、きっと役に立つ。ここらの海は俺達の庭だ」

　握あく手しゆを求める様に図太い手を差し出してくる大男。俺は握手には応じず、じろりと男を見上げる。

「貴様もグレイグの子か？　名乗りもしない無礼な所がよく似ている」

「おっと失礼、田舎いなか者ものなもんでね。頭目グレイグの長子、船乗り共の若わか頭がしらのログだ」

　やはり奴の子か。常じよう套とう句くまで似ているとは、うんざりするな。趣しゆ味みの悪い十字傷まで似せる必要は無かろうに。

「直ぐに立つ。付いてくるなら船に乗れ。ログとやら、貴様は俺と来い」

　ログを連れて船内に入ろうとした所で、グレイグに羽は交がい締じめにされているフォルが尚なおも喚く。

「待てよ！　貴族が平民の為ために魔物退治？　信じらんねえ、一体何が目的だ!?　そんな事して、お前に何の得があるってんだ!?」

　……うるさい下民だな。俺が鬱うつ陶とうしそうに見ていると、ログが頭を下げる。

「悪いな、不出来な身内で」

　ああ、グレイグの長子という事は、フォルは兄弟に当たるのか。

「良い。俺も出来の悪い弟を持っているからな」

　別べつ邸てい暮らしの俺とは違い、まだ十歳の弟は本ほん邸ていで父上、母上と共に暮らしている。魔力量も俺の半分以下、おまけに覇は気きも無い出来の悪い弟だ。

　そう言えば、物語で俺が殺害された後は、弟がライトレス侯こう爵しやく家の後こう継けい者しやとなっていた。そしてあろう事か、主人公勢力に協力する始末だ。

　あんな覇気の無い奴が後こう継けいとなっては、ライトレスに繁はん栄えいは無い。ライトレス家の為にも、やはり俺が継つぐのが正道だ。

「坊ちゃん、大人になられましたな……」

　カルロスがしみじみとそんな事を口走っている。喚く下民を処刑もせずに見み逃のがしているからか？

　ふん、俺だって物の分別も理解できん猿を殺す程短気ではない。しかしそんな俺の思おも惑わくなど知ったことかと、フォルは喚くのを止めない。

「おい、何無視してんだ！　お前だよお前！　澄すまし顔の貴族のボンボンが！　このバカ！　アホ！　……チビ！」

　……あ？　こいつ今、俺の事をチビと言ったか？

「坊ちゃん……？　ちょ、お待ちを、駄目です……！」

「ぼ、坊主!?」

　俺はグレイグに羽は交がい締じめにされたフォルに無言で近付き、その胸むな倉ぐらを掴み上げる。カルロスが縋すがり付く様に止めてくるが、知った事ではない。

　俺の突然の行動に驚愕し、騒そう然ぜんとする外野など無視し、俺はフォルに顔を近づける。

「いいか、俺の背が低いのはまだ十二歳だからだ。少しばかり俺よりも背が高いからと図に乗るなよ下民が」

　意図せず高密度の魔力が身体から溢あふれるが、それに直に晒さらされている筈はずのフォルは涼すずしい顔だ。

「はっ、漸ようやくオレを見やがったな。お貴族様は平民なんて見えないのかと思ったぜ」

　挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべるフォル。かまってちゃんか、救いようのないクズだな。俺は手に特大の暗黒球ダークボールを形成する。

「どうやら死にたいらしいな」

「やっと本性出しやがったか。やっぱり貴族はクソだな」

「挑ちよう発はつしたのは貴様だろうが」

「挑発されても仕方ねえ位に普段からクソな事やってんだろうが」

「そうか。死ね」

　フォルの頭を吹ふき飛ばそうとした所で、カルロスが俺を羽交い締めにしてきた。

「――お止め下さい！　その位置だと他の者まで巻き込みます！」

　フォルを羽交い締めにするグレイグは、青い顔で俺を見ていた。

「……チッ」

　俺は舌打ち混じりに魔ま法ほうを消す。グレイグは安あん堵どするように息を吐はき、フォルは笑う。

「なんだ、ビビってんのか？　貴族とはいってもやっぱガキかよ」

「テメエいい加減にしやがれ！」

　フォルを怒鳴るグレイグ。追つい撃げきする様にフォルに拳骨を喰らわせるログ。涙目になるフォル。……クソガキが。

　俺はいつまでも羽交い締めを止めないカルロスに声を掛かける。

「放せ」

「駄目です」

「もう魔法は使わん。良いから放せ」

「……御ぎよ意い」

　カルロスはあっさり俺を解放した。俺はフォルを睨む。

「おい小こ僧ぞう。貴様が貴族にどんな恨みがあろうが、その背景にどんな事情があろうが、知った事じゃない。もっと言えば興味も無い」

「んだとテメエ！　元はと言えばテメエ等貴族が――」

「知るか。己おのれに降ふり掛かった理り不ふ尽じんを他所よそ様に当たるな。俺はこれから貴様の村を救ってやると言っているんだ、その邪魔をするな」

「……信用出来ねえ。んな事して、お前に何の得があんだよ？」

　俺はそれはそれは深い溜ため息いきを一つ。

「……碌ろくに教育を受けてない猿に言っても仕方無い事だが、説明してやる。いいか、海の魔ま物ものの活性化で被ひ害がいを受けるのはローグベルトに限った話ではない。放っておけば、漁業以外にも船で海を渡わたる商業船が襲おそわれるだろう。そうなれば、ライトレス領が受ける経済的打だ撃げきは計り知れない。そして、その被害はライトレス領に留とどまらず、王国全土に及およぶ可能性もある。魔物が上陸すれば、人的被害も出る」

　俺はおつむの足りない猿の為に、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやる。

「そんなものは少し考えれば分かるだろう。信用がどうとか、そういう話ではないのだ」

「……？」

　俺が捲まくし立てる様に言うと、フォルはよく分かってない様な顔で小首を傾かしげている。……いや、これは半分も理解していないな。

　これだから学も無いのに突っ掛かってくる馬鹿は嫌きらいなんだ。俺は溜め息を一つ吐き、この猿にも分かりやすい様に話を要約してやる。

「これは損得ではなく、利害の話だ。魔物を放っておけば害を受けるのはライトレス領。魔物討伐は貴様等の為ではない。ライトレス領――ひいては俺の為にやっている。勘かん違ちがいするな下民が」

　それだけ言ってやると、フォルは不ふ貞て腐くされた様に顔を背そむけた。

「……最後の下民ってのは気に入らねえが、魔物討伐はお前が自分の為にやるって事だな。オレ達の為じゃなく」

　誰だれがお前だ殺すぞ下民。

「ならまあ、理り屈くつは分かった。その身勝手な所は確かに貴族らしいし、嘘うそじゃねぇんだろう」

「……分かったなら黙っておけ」

　俺はそれだけいうと、今度こそ船に乗り込こむ。後ろからは気まずそうなログを筆頭に、男共がぞろぞろと船に乗り込んでいく。

　俺の後ろに続くカルロスは、ハンカチで汗あせを拭ぬぐっていた。

「よく我が慢まんされましたな。よもやあの若者をあの場で処刑するやもと、肝きもを冷やしておりましたが」

　ああ、俺も今回はマジで殺す所だったよ。だがグレイグごと殺すと、ローグベルトそのものと敵対する事になりかねなかった。

　それは流石に面倒だからな。しかし、物語のローグベルトにフォルなんて奴居たか？

　あれだけ強きよう烈れつな性格で腕が立つような奴なら、海かい魔まストラーフ戦にも出張って来そうなものだが。思い返しても、フォルなんてガキは居なかった筈だ。

　或いは、ここ三年で死ぬか、何かしらの事情でローグベルトから離はなれるのか。いやしかし、フォル？　何処かで聞いた様な気も……。

　そんな事を考えながら男共を連れ、船の甲かん板ぱんに出た所で軽快な足音がドタドタと鳴り響ひびいた。音の方へ視線を向けると、桟さん橋ばし側から人ひと影かげが跳び上がる。

　人影はそのまま、甲板の中央に着地し、すとんとあぐらをかいて座すわった。フォルだった。

「魔物討伐が本当なら、オレも行くわ。お前等だけじゃ頼たよりねえしな」

　腰こしに下げた愛用の舶刀カツトラスを床ゆかに投げ出し、その場にくつろぎだすフォル。

　驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やく力りよくだとか、どんな運動能力だとか、色々と思う所はあったが、それよりも苛いら立だちが先に来たのは仕方の無い事だろう。

　俺はローグベルトを指差し、フォルを睨む。

「降りろ」

「ヤだよ。お前言ってたろ、利害ってヤツだよ」

「さっき知ったであろう言葉を、然さも当前の様に使うな猿が」

「誰が猿だ!?　お前の方がチビだろうが！　チビ！」

「……殺す」

　俺はフォルに掴み掛かった。




　そんなこんなで、甲板で勃ぼつ発ぱつした俺とフォルの殴り合いをカルロスや男共が総出で止めに入ったり、ログがフォルに強烈な拳骨をぶちかました後、俺にフォルの強さや有能な点をプレゼンしたりと一波乱あった。

　グレイグは村に残り、住民の避ひ難なん誘ゆう導どうに当たっている様だ。何故なぜフォルを押おさえておかなかった、あの役立たずめ。

　こうして、生しよう涯がい忘れる事が出来ない航海が始まったのだった。







03　魔の海域







　ローグベルトを出航し、北に向けて半日程ほど船を進めた。海の魔物の襲撃は過激さを増し、後続する船のクリントンの私兵共はかなり疲弊している様子だ。

　比べてローグベルトから連れて来たログ率いる船乗り共はどこ吹く風かぜだ。手慣れた様子で淡たん々たんと魔物を処理していく。

　船乗り共は敢あえて戦力を分けず、俺の乗る本船に留めている。

　クリントンの私兵と共きよう闘とう出来るとは思えないし、何より船室に隠かくれているとは言え、クリントン本人とかち合うと面倒な事になるからな。

　当のクリントンからは、念話で弱音が飛んでくる。

『ろ、ローファス様ぁ！　ま、魔物が、魔物がこんなに……！　撤てつ退たいしましょう、今直ぐに！』

「何を今更……」

　まさか本当に魔物が凶きよう暴ぼう化かしているとは思わなかったらしく、襲撃の頻度が増してくるのにビビっているらしい。戦っているのはお前の私兵だけどな。

　取り敢えず、逃にげ帰かえるならそれでも良いが、その時は俺が魔法で貴様の船を沈しずめると脅おどしておいた。

　貴様に残された道は英えい雄ゆうか死か、そう説いてやると泣きながらやる気を出してくれたよ。使えない私兵共の管理は任せるとしよう。

　ポーションもかなりの量を買い込ませたし、海魔ストラーフに辿たどり着くまでに全滅する事は無い筈だ。

「おい、少しはお前も手伝えよ」

　持ち前の舶刀カツトラスで剣魚ソードフイツシユを撫なで斬ぎりにしながら、フォルがそんな事を言ってくる。

　俺は船内からソファを甲板の日ひ陰かげに運ばせ、そこでくつろぎながら戦う船乗り共を眺ながめていた。俺の直ぐ横にはカルロスが控ひかえている。

　船乗り共の獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくもあり、カルロスは暇ひまになっていた。たまに討うち漏もらした魔物が近付いて来た時に斬きり伏ふせる位なものだ。

「手は足りている様に見えるが？」

「こっちは必死こいて働いてんのに、なんでお前だけダラダラしてんだよ」

「はっ、それが貴族と平民の在り方だ。また一つ勉強になったな下民」

「んだとテメエ！」

　フォルはこんな感じでたまに絡からんでくる。実にうざったいが、魔物を最も多く殺しているのもフォルだ。

　その持ち前の身体能力で、瞬またたく間まに魔物を切り刻んでいる。グレイグが言っていた別格というのは本当だったらしい。

　しかしこの航海もそろそろ終わりだ。物語では海魔ストラーフは、ローグベルトから北に半日船を進めた場所に居た。

　そろそろ遭遇してもおかしくない頃だが……姿が見えんな。と、ここで顔色を変えたログが舵かじ取とりに指示を出し始める。

「待ってくれ、これ以上進むのは駄だ目めだ。引き返してくれ」

　あ？　ログめ、一体何をやっている？　船が進路を変え始めた所で俺が止めた。

「おい、何を勝手に進路を変えている。元の航路へ戻れ」

「駄目だ。ここから先は魔の海域だ。戻れなくなる」

「魔の海域だと？」

　見ると船乗り共は怯おびえた様子で北に広がる水平線を眺めている。

「船乗りの伝承だ。この先の海域は船を喰らう悪あく魔まが巣食ってる。魔の海域に入った船は二度と帰って来れねぇんだ」

　ログは神しん妙みような顔で北の海を見ている。

「所しよ詮せんは御おと伽ぎば話なしだろう。それとも貴様等は、その船喰いの悪魔を見た事があるのか？」

「いや、それは無い……そもそも、俺達船乗りは魔の海域には近づかねぇんだ」

　歯切れが悪くそう言うとログは目を逸そらした。他の船乗り共も目を合わせようとしない。

「坊ぼつちゃん。伝承が事実かは置いておいて、ここら一帯の海域が危険とされているのは事実です。それ程ほど距きよ離りの無いステリア領との交易が出来ないのはそれが理由ですので」

　カルロスがそっと耳打ちして来た。

　北方のステリア領、か。北の国境に面した、海と雪の山脈に囲まれたステリア辺境伯はくの領地だな。確かあそこは、四天王の一人である【竜りゆう駆がり】のヴァルムの故郷でもある。

　ライトレス領とはそう遠くなく、十分に交易出来る距きよ離りだが、その魔の海域とやらの所為せいで航路が確保出来ていないのか。

　魔の海域の、船喰いの悪魔ね。超ちよう大おお型がたの船喰いクラーケンである海魔ストラーフこそが、正しくその悪魔なんじゃないか？　出現するのも、丁度魔の海域らしいしな。

「進路変へん更こうは無しだ。どうやら魔物の活性化は、その悪魔とやらが原因らしい」

「……本当なのか？」

　困こん惑わくするログ、船乗り達の顔色も良くない。そんなに魔の海域が恐こわいのか？

「事実だ。それを討とう伐ばつする為に、これだけの戦力を用意したのだからな」

「いや、待ってくれ……俺達は魔物の討伐と聞いて……。まさか、魔の海域の悪魔と戦うなんて……」

　顔を青くし、狼狽うろたえるログ。見た事も無いものをそこまで恐がるとはな。図ずう体たいがでかい割に、肝の小さい男だ。

「なあおい。船喰いの悪魔を殺せば、前みたいに魚が捕れるようになんのかよ？」

　舶刀カツトラスを肩かたに担かついだフォルが、そんな事を問うてきた。

「最初からそう言っているだろう」

　そう返してやると、フォルは拳こぶしを鳴らし、好戦的な笑みを浮かべる。

「そうか、ならやるしかねえよな――悪魔殺し」

「ま、待て、馬鹿かフォル！　三百年前から魔の海域に居い座すわる船を喰う化物だぞ!?　勝てる訳ねえだろう!?」

　ログが止めようとするが、フォルに恐きよう怖ふの色は無くどこ吹く風だ。

「ああ？　兄貴もテメエ等も、伝承如きにビビり過ぎなんだよ。そのでけぇ図体は飾かざりか？」

「フォル！」

　また山猿同士の喧嘩か、とその言い合いを眺めていると。船が――否、海が大きく揺ゆれた。

　大きく波立ち、そして巨大な柱が何本も出現し、本船を囲むように並び立つ。その柱の数は六本。

　巨大な吸きゆう盤ばんが無数に付いたそれを、軟なん体たい類の触しよく手しゆと認にん識しきするのに然さ程ほど時間は掛からなかった。間も無く巨大な触手は、本船を包み込むように迫せまってきた。

「――ッカルロス！」

「分かっています！」

　俺の呼び掛けに即そく座ざに反応したカルロスは、マストまで駆け上がると迫る触手に向けてレイピアを振るう。

　魔力の乗った剣は空を切り、飛ぶ斬ざん撃げきと化す。カルロスは無数の飛ぶ斬撃を放ち、触手の一本を切断した。

「――《暗黒鎌ダークサイス》」

　俺は手の中に暗黒の大鎌を生み出し、触手に向けて振るう。巨大な漆しつ黒こくの斬撃が触手を飲のみ込み、二本の触手をまとめて両断した。残る触手は三本。

　触手二本を失っても、構わず振り下ろされる三本の巨大な触しよく腕わん。

「――《暗黒壁ダーククリフ》」

　俺は続けて、本船を覆おおうように、巨大な暗黒の壁を作り出した。膨ぼう大だいな魔力を注いで作り出された暗黒の壁は、容易たやすく三本の触手を弾はじき返した。

　弾はじかれた触手は、諦あきらめたように海の中へ引っ込む。

「うああああ！」

　遅おくれて発せられる船乗り共の悲鳴。混乱と恐怖に駆られた船乗り共。この様子では、俺がどれだけ指示を出しても届かないだろう。

　貴族とはいっても、奴やつらからすれば俺は外と様ざまだからな。俺は船の隅すみで踞うずくまっているログを魔力で強化した腕わん力りよくで引っぱり起こし、その顔面を引っ叩ぱたく。

　驚おどろいたように俺を見るログ。一いつ瞬しゆんだが、恐怖が薄うすれた。やはり恐怖を忘れさせるには、痛みを与あたえるのが最適だな。

「おい貴様、若頭なんだろう。死にたくなかったら男共をまとめろ。今混乱した状態が続けば貴様を含め皆死ぬぞ」

「――う、わ、分かった」

　冷静さを取り戻したログは、男共のまとめに走った。続いて腰を抜ぬかしてへたり込んでいるフォルの尻しりを蹴り上げてやる。

「んぎゃ!?　て、てめ、なにしやがっ……!?」

「悪魔殺しはどうした、下民。ビビっている暇があったら剣でも構えておけ。直ぐに次が来るぞ」

「び、ビビってねえ、ビビってねえぞ!?　ちょっとだけビックリしただけだ！」

　と、ここで、海から飛び上がり、俺に向けて突つっ込んできた剣魚ソードフイツシユをフォルが舶刀カツトラスで払はらい除のける。

「ちっ、魔物もいやがんのかよ」

「……意外だな。貴様が俺を守るとは」

「ああ、命の恩人だな。生しよう涯がい懸かけて感謝しろよ」

　更さらに海から飛び出てフォルに襲いかかる半魚人マーマンを、俺は暗黒球ダークボールで消し飛ばしてやる。

「困ったな、俺も命の恩人になってしまった。何だったか、生涯懸けて感謝するんだったか？」

「ああー！　嫌いやみな奴だな！」

　フォルは喚きながらも、次々と船に上がってくる魔物を斬り伏せる。怯え混乱していた船乗り共も、ログの指揮の下、少しずつ魔物への迎げい撃げきを始めている。
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　まだ怯えから立ち直れない者も居るので、たまに魔法で援えん護ごしてやる。全く、使えん下民共だな。

　いっその事このまま見捨ててやろうか。その後も船に巻き付こうと海から現れる巨きよ大だいな触手を、俺の魔法とカルロスの剣けん技ぎで切り飛ばしていく。

　この巨大な触手、一体何本あるのか。既すでに七、八本は切っているのに、次々と海から出てくる。タコは八本、イカは十本とかじゃなかったか？

　そうこうしていると、クリントンから念話が届く。

『ろろろ、ローファス様！　これはどういう事ですか!?』

「どうもこうも無い。魔物の襲しゆう撃げきだ。魔法で対処しろ」

『む、無理です！　こんな化物が居るなんて、聞いていない！』

「騒さわぐな。仮にも貴族ともあろう者が情けない」

『兎とに角かく、我々は撤退しますので！』

「……貴様、この状じよう況きようで逃げると？　俺が手ずから沈めてやろうか？」

『……そんな余よ裕ゆうがおありで？　私の事よりも先まずは、ご自身の身を案じられては？　命あっての物種ですので。それではこれにて失礼します』

　クリントンはそう言い残すと、一方的に念話を切った。後続の船を見ると、本船を残して既にかなりの距離まで撤退しているのが見えた。

「ちっ」

　苛立ちから舌を鳴らす。クリントンめ、安あん全ぜん圏けんに入ってから念話してきたか。

　船の撤退も、巨大な触手に気を取られて気付かなかったな。というか、奴に付けている使い魔は何をしているのか。どいつもこいつも使えんな、クソが。

「……やられましたな」

　カルロスが魔物を斬り伏せながら言う。

「あのゴミの処分は後だ。今はこの軟体生物の処理をする」

「これが船喰いの悪魔……正体はクラーケンでしたか」

「……どうだかな」

「坊ちゃん？」

「いや、仕留めれば分かるだろう」

　俺は触手の追撃が止やんだタイミングで、船の上空に暗黒の巨大な槍やりを作り出す。暗黒槍ダークランスは中級魔法だが、俺の膨大な魔力を注そそぎ込めば規格外の威い力りよくを生む。

　その威力は、下手な上級魔法をも凌しのぐ程だ。船の下にそこそこ大きい魔力を感じる。

　触手の魔物の本体はそこだな。俺は甲板で魔物と戦う男共に向けて声を張り上げる。

「総員！　これより魔法を放つ、死にたくなければ衝しよう撃げきに備えろ！」

　俺おれは言うだけ言って、海の底に居座る本体目め掛がけ、槍を放つ。

　槍が本体に命中した手応えを感じると同時に、命中時に生じた魔ま力りよく爆ばく発はつの衝撃が巨大な波となって船を大きく揺るがした。

　魔物のものと思われる雄お叫たけびが海の底より響き渡る。そして押し寄せる船が横転しそうな程の衝撃。

「加減を知らねえのか馬鹿！　船が沈むぞ!?」

「坊ちゃん!?　流石にやり過ぎでは!?」

　フォルとカルロスから批難の声が飛び、それに俺は怒声で返す。

「奴の全容が見えんのだ！　確実に仕留める必要があるだろう!?　それに加減はした！」

　加減を知らんだと？　失礼な、加減していなかったらこの船は破は片へんすら残らず消し飛んでいるぞ。

　これだけ接近されてはこの程度の威力に留める他なかったし、かと言ってこれ以上威力を落とすと碌なダメージも与えられないだろう。

　海魔ストラーフは、何百何千の砲ほう撃げきで漸く死ぬ程の驚異的な耐たい久きゆう力りよくを誇ほこる。下手に威力の低い魔法を当てれば、奴にとっては蚊かに刺さされるのと同義だ。

　船が大きく揺れた事で、甲板に上がってきていた魔物は軒のき並なみ海に投げ出された。そして幾いく人にんかの船乗りも、ついでの様に放り出される。

　……衝撃に備えろと言った筈なんだがな。俺は自分の影かげから複数の暗黒の手を伸のばし、投げ出された船乗り共を掴つかみ取る。

　暗黒腕ダークハンド。本来なら扉とびらを開けたり、小物を持ち運ぶ程度の雑用に使われる下級魔法だが、俺おれ程ほどともなれば複数の人間を持ち上げる事も可能だ。

　その気になれば、頭を握にぎりつぶしたりといった攻こう撃げき手段にも転用する事が出来る。

「あ、ありがとう、ございます」

「死ぬかと……」

　暗黒腕ダークハンドに逆さ吊づりにされ、間ま抜ぬけにもそんな事を口走る船乗り共を甲板に投げ返す。

「貴様等！　警けい戒かいを緩ゆるめるなよ、この程度であれが死ぬ筈がないからな！」

　船の揺れが収まり、警戒が緩み掛かっている船乗り共に檄げきを飛ばす。

「嘘だろ、まだ生きてるのか……」

「あの馬鹿げた威力の魔法を喰らって……？」

　船乗り共の間に動どう揺ようが走り、ログやフォル、カルロスは顔を引き締める。

「来るぞ」

　再び揺れ動く船。周囲に走る緊きん張ちよう。徐じよ々じよに海面が盛り上がり、巨大な何かが海底より浮ふ上じようしてくる。漸く本体の登場だ。

　荒あら波なみを立てて海面に浮上したそれは、恐おそろしく巨大。本船よりも二回り程大きな丸みを帯びた真しん紅くのそれは、正しく巨きよ大だい蛸だこの頭。だが、これは……。

「……いや、死んでね？」

　フォルが呟つぶやく。

　巨大蛸の頭、その中央には大きな風穴が開いていた。魔ま力りよくの残ざん滓しから見ても、間ま違ちがい無なく俺が先さき程ほど放った暗黒槍ダークランスで貫つらぬいて出来たもので間違い無いだろう。

　巨大蛸の濁にごった瞳ひとみに生気は無く、ぴくりとも動かない。ああ、これは完全に息絶えている。

「確かに、死んでいるな」

　死んではいる、が……。

「……やはり、ストラーフじゃないな」

　こいつは、海魔ストラーフではない。確かにこいつは巨大だ。過去に確かく認にんされたクラーケンは、最大の個体でも胴どう体たい、触手を含ふくめて約三十メートル弱。

　それと比ひ較かくしても、見積もり最低でも五十メートルを超こえるであろうこいつは、規格外の大きさと言って良い。

　或あるいは、三百年前から魔の海域に居座るという船喰いの悪魔の正体は正しくこいつの事なのだろう。だが、【四よん魔ま獣じゆう】の一角、海魔ストラーフではない。

　ストラーフの大きさは正しく小島。それは浮上した頭の大きさではない。触手も胴体もあまりにも巨大過ぎて、海底から頭が海面に飛び出す程だった。

　まあ、弱点である頭をわざわざ海上に晒しているので、そこを砲撃し続けるだけで殺せてしまうのだがな。

　それが【四魔獣】最大の体たい躯くを持ちながら、そこまで強くないとされる所以ゆえんだが。しかし、この特大クラーケンの頭に見られる真紅の体表に、虎とらを思わせる縞しま模も様よう。

　正しく海魔ストラーフの特とく徴ちようと一いつ致ちする。或いは、こいつは海魔ストラーフのベースとなった魔物なのかも知れない。

【四魔獣】が出現するのは三年後、物語が開始されてからだ。その間に、何かしらの要因で巨きよ大だい化かし、海魔ストラーフとなったとは考えられないか？

　例えばそう、第一章のラスボスの【魔ま王おう】ラース、奴の介かい入にゆうがあった、とかな。

　元より【四魔獣】は【魔王】の眷けん属ぞくとされていたし、その誕生に【魔王】は何かしら関与していると考えるのが自然だ。

「すっげーんだな、魔法って。船喰いの悪魔が一発かよ……」

「おいフォル！　落ちるぞ、戻もどって来い！」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　すげーぜ、兄貴も来いよ！」

　見るとフォルが特大クラーケンの死体に乗り移り、まじまじと見ながらはしゃいでおり、それをログが窘たしなめている。

「やった、遂ついにやったぞ！」

「貴族の坊ぼう主ずが悪魔を倒たおした！」

「流石さすが貴族！　いや、お貴族様だ！」

　船乗り共も安堵する者や歓かん喜きする者で溢れている。全く、現金な奴らだ。

「お見事です。ローファス坊ちゃん」

　カルロスもレイピアを鞘さやに納め、労ねぎらいの言葉を掛けてくる。警戒を緩めるな、と言いたい所だが、特大クラーケンを倒してから、どういう訳か魔物の気配も無い。

　どうやら、終わったらしい。終わったのか………本当に？

「………」

　海魔ストラーフは居なかった。俺の仮説が正しければ、まだ存在すらしていなかった。

　ならば、ここまで出向いた事の発ほつ端たん――魔物の凶暴化、大量発生の原因はなんだったんだ？　魔物の数は魔の海域に近い程多くなっていた。

　魔の海域に原因があると見て間違いは無いだろう。では魔の海域に三百年も前から居座るという船喰いの悪魔――特大クラーケンが原因か？

　だが、三百年も前から居るのに、今になって急に魔物の凶暴化、大量発生の原因になるだろうか。パズルが噛かみ合わない様なこの感覚……。

　まさか、何か重大な見落としがあるのではないか……？

「あん？　んだこれ……」

　フォルが特大クラーケンの死体を見ながら、怪け訝げんな声を上げる。

「なんだこれ、何かに喰われたのか……？」

　喰われた……？　俺は足に魔力を通し、一息に特大クラーケンに跳とび移る。

「どれだ？」

「うわ!?　ビックリした！」

　一々うるさい奴だ。フォルに並び、特大クラーケンの全容を見る。改めてよく見ると、丸みを帯びた頭は、一部が大きく欠けていた。

　それこそ、フォルが言うように、まるで何かに喰われたかの様に。暗黒槍ダークランスで開けた風穴は一つで、この欠けは俺がやったものではない。

　それに、傷はある程度塞ふさがっており、昨日今日出来たようなものではない。

「恐らくですが、ここまで大きくなる以前に、外敵に付けられた傷でしょう。このクラーケンを喰らう様な捕ほ食しよく者しやが居るとは考えられません」

　後から付いてきたカルロスがそう見解する。ふむ、まあ、そうだよな。普ふ通つうに考えたらそうだ。だが……。




「………!?」

　なんだこれは……。

　俺の魔力探知範はん囲いに、まるで網あみを食い破るように侵しん入にゆうしてきた何かが居る。怖おじ気けが走る程に高密度で、膨大な魔力反応。

　それが猛もうスピードでこちらに迫ってくる。

「おい貴様等！　何かが――」

　言いかけた所で、魔力反応が俺おれ達たちの真下を通り過ぎた。

「は……？」

　素す通どおりした……？

　思わず通り過ぎた方向を見る。間も無くして、退たい却きやくした筈のクリントンから念話が届く。

『ローファス様ぁ！　これは一体!?　お助け――』

　それだけ言い残して通信が切れた。それと同時に、クリントンに付けていた使い魔からの救難信号が一瞬だけ届き、直後に使い魔の反応が完全に消失した。

「………」

　なんだ、一体何が起きた？　嫌な汗が流れる。

「急にどうした……って、すげえ顔してるぞ」

「顔色が悪いですな、どうされました？」

　フォルが俺の顔を覗のぞき込み、カルロスが心配そうに声を掛けてくる。

「貴様等、直すぐに武器を構えろ。まだ何も終わっていない！」

　水平線の向こうより、戦せん艦かんの汽笛を思わせる物々しい嘶いななきが響き渡る。直後、俺でも顔を顰しかめる程の高密度の魔力波が押し寄せてきた。

　魔力に当てられた船乗りの半数が気絶して倒れ臥ふし、もう半数が吐いたり、その場に蹲うずくまっている。ログは何とか意識を保っているが、かなりキツそうだ。

　フォルとカルロスは顔を青くしつつも、武器を構える余裕はあるらしい。

「なんだ、一体何が……」

「坊ちゃん、これは……？」

「知るか。こっちが聞きたい位だ」

　何が起きているのか、マジで俺にも分からん。

　ただ言える事は、ヤバい何かが現れたという事。取り敢えずログを力ずくで無む理り矢や理り立たせ、気付け用のポーションを口に流ながし込んでやる。

「ぐぼっ!?」

　目を見開き、むせ返るログ。下民には勿もつ体たい無ない高級品だが、出し渋るものでもない。俺はログに指示を出す。

「男共を船室内に。それと、船が大破する事も考えておけ」

「な!?　まさか、そんな……」

「やれ」

「――う、うすっ」

　短いやり取りだったが、ログは急ぎ足で船乗り共を抱かかえて船内に運び始める。そして俺は、フォルとカルロスを見み遣やる。

「貴様等、死ぬ覚かく悟ごは出来ているか」

　俺の問い掛けにフォルは好戦的に笑い、カルロスは目を鋭するどくする。

「死なねえよ。生きて皆みなで帰るんだからな」

「ローファス坊ちゃんのご命令とあらば、この命は迷わず捨てましょう」

　各おの々おのの回答に、俺は鼻で笑って返す。

「ふん、精々足を引っ張るなよ」

　ここで再び、汽笛を思わせる魔物の嘶きが響き渡る。先程の様な魔力波は来ないが、海上にその姿を現した。

　海上に跳び上がるように出現した巨大なそれは、そのまま落下せず、宙に留まった。巨大なヒレを翼つばさのように広げ、その巨きよ体たいはまるで海を泳ぐように空を舞まう。

　かなりの距離があるというのに、その巨大さが容易に窺うかがえる程の体躯。エメラルドグリーンの双そう眸ぼうが、ギョロギョロと俺達を睥へい睨げいしている。

　その姿は、常じよう軌きを逸いつする程に巨大な鯨くじら。

「……なんだあれは。知らんぞ、あんなもの……！」

【四魔獣】を遥はるかに超える圧力。この距離でもひしひしと感じる馬鹿げた魔力。どういう事だ。

　こんな化物、物語には居なかったぞ……！




＊




　空を舞い泳ぐ巨大な鯨の魔ま物もの――【魔ま鯨げい】。何処どこかで聞き覚えのある雄叫び、そしてこの異様な魔力。

　成る程、以前ローグベルトで感じた魔力の正体はこいつだったか。

【魔鯨】は翡ひ翠すいの双眸でこちらを睥睨し、短くひと鳴きし、先程と同様の高密度の魔力波を再び放った。

「……クソが」

　俺はそれに対し、こちらも魔力波を放ち返す。俺と【魔鯨】の魔力波同士が海上でぶつかり合う。

　度を越こした魔力波のぶつけ合いは、大気を歪ゆがませ、空間を軋きしませる。俺は更に魔力放出量を上げていく。

　暫しばしの睨にらみ合いの末、魔力波の押し合いに勝利したのは俺だった。【魔鯨】より発せられた魔力波は霧む散さんし、俺の魔力波が【魔鯨】を襲おそう。

【魔鯨】は不快気に目を細めると、その翡翠の瞳はギロリと俺を捉とらえた。

「ふん、漸ようやく俺を見たか。多少魔力が多いだけの鯨が」

　同格の魔ま術じゆつ師し同士の戦いにおいて、魔力波のぶつけ合いなんてものは基本しない。

　する意味が無いからだ。高い魔力を持つ者ほど、魔力に対する耐たい性せいが高い。

　高位の魔術師からすれば、魔力波をぶつけられた所で不快感はあれど、ダメージは無いに等しい。

　魔力波を放つ意味があるとすれば、それは圧あつ倒とう的てきな格下を相手にした時。魔力が低い者程、魔力による影えい響きようを大きく受ける。

　高密度の魔力波を受ければ、魔力を持たない者はそれだけで動けなくなる程だ。

　それこそ、先程船乗り共が気絶した様に。【魔鯨】程の魔力であれば、大たい概がいの敵は魔力波を放つだけで行動不能に陥おちいらせる事が出来るだろう。

　だが、今回はこの俺、ローファス・レイ・ライトレスが居る。

「一瞬でもこの俺を下に見た事、後こう悔かいさせてやる」

　俺は本船の上空を埋うめ尽つくす程の無数の暗黒球ダークボールを生み出した。下級魔ま法ほうの暗黒球ダークボールも、俺が使えばその威力は中級魔法上位の威力まで引き上げられる。

　これだけの数の暗黒球ダークボールならば、適当な岩山を消し飛ばせる程度の威力はあるだろう。暗黒球ダークボールの弾だん幕まくを、あの巨体では避よける事も不可能だ。

「消し飛べ」

　無む尽じん蔵ぞうに生み出された暗黒球ダークボールが、【魔鯨】を襲う。【魔鯨】は避けようともせず、大量の暗黒球ダークボールが命中し、魔ま力りよく爆ばく破はによる轟ごう音おんが響ひびく。

　フォルとカルロスは、それを見てポカンとしていた。

「……お前、死ぬ覚悟とか言ってたよな？」

　フォルが半目でそんな事を言ってくる。馬鹿が、これで終わりな訳ないだろうが。

　カルロスは無言で爆ばく煙えんに飲まれた【魔鯨】を見たまま、構えを崩くずさない。爆煙が晴れる。そこには何事も無かった様に、先程と変わらぬ【魔鯨】が漂ただよっていた。

「なんと……」

「……マジかよ」

　カルロスとフォルが驚きに目を剥むく。あの弾幕を、まさか無傷で凌ぐとはな。俺はすかさず、特大の暗黒槍ダークランスを生み出し、【魔鯨】に向けて放つ。

　総火力なら暗黒球ダークボールの弾幕に劣おとるが、一点突とつ破ぱ力なら暗黒槍ダークランスの方が圧倒的に高い。

　放たれた暗黒槍ダークランスは凄すさまじい速度で【魔鯨】に迫る。

　そして【魔鯨】に命中する寸前、半はん透とう明めいの膜まくが現れ、暗黒槍ダークランスを防いだ。凄まじい魔力爆破が起きるが、【魔鯨】には届いていない。あの膜は……。

「魔ま法ほう障しよう壁へき……？」

　高位の魔術師なら誰だれもが纏まとう、持ち前の魔力で作られた全身を覆う壁。

　俺も魔法障壁は常時展開しているし、【魔鯨】レベルの魔力を持つなら魔法障壁があるのは何も不思議な話では無い。驚くべきはその強度。

　俺の魔法障壁でさえ、完全に防げる魔法は中級魔法レベルが限度で、上級魔法を受ければ歪みが生じるか、最悪突破されるだろう。

　当然、暗黒球ダークボールは単発ならまだしも、弾幕なぞ喰らえば余裕で耐たい久きゆう限界がくるだろうし、暗黒槍ダークランスに至っては普通に許容オーバーだ。それをあの【魔鯨】は……。

「俺の魔法を、魔法障壁だけで防いでたのか……？」

　そこらの防護魔法でも完全に防ぐのが困難な俺の暗黒槍ダークランスを、魔法障壁だけで防ぐとは。

　俺が呆あつ気けに取られていると、【魔鯨】は海面を揺るがす程の咆ほう哮こうを放つ。凄まじい音量に、思わず耳を塞ぐ。

　警戒していた魔力波が来る様子は無いが、響き渡わたる咆哮に魔力が宿っているのを感じる。ただの咆哮ではないな、一体何を……？

　暫しの沈ちん黙もくの後、船付近の海面が大きく揺らぎ、無数の魔物が飛び出てきた。剣魚ソードフイツシユを筆頭に、半魚人マーマンや針蛙ニードルフロツグ、雷電鱓エレキサーペント等の多様な魔物が船の甲かん板ぱんに上がって来た。

「このタイミングで魔物かよ!?」

　フォルが喚わめきながら半魚人マーマンに回まわし蹴げりを食くらわせて海に落とした。このタイミング？　いや、この魔物共は明らかに【魔鯨】により意図的に送られたものだ。

　今の咆哮で魔物を呼んだのだろう。それにこの魔物の様子は……。魔物は一様に目が赤く光っており、何より恐ろしく好戦的だ。

　この特徴は正しく、《カタストロフィ》で凶暴化した魔物そのもの。この【魔鯨】と、【魔王】が復活した際の《カタストロフィ》、何か関係があるのか？

　何いずれにせよ、海の魔物の大量発生と凶暴化に、【魔鯨】が関わっているのは確かだな。

「坊ちゃん、退却しましょう……！」

　俺に近づく魔物を切り飛ばしながらカルロスが進言してくる。

「無理だな」

「坊ちゃん！」

「別に意地を張っている訳ではない。この船であれを振ふり切るのは無理だと言っている」

　今でこそ空を優ゆう雅がに漂っている【魔鯨】だが、かなりの距離まで退却していた筈はずのクリントンの船に瞬く間に追い付く速度を奴は持っている。

　この船の全速力なぞ、【魔鯨】からすれば止まっているようなものだろう。応戦するしか道はない。幸いにも、フォルが良い働きをしている。

　この数の魔物の対処はカルロスだけでは骨だったろう。想定していた海魔ストラーフ戦とは違ちがう形になったが、これで俺も魔法に専念できる。

【魔鯨】め、大量の魔物を呼んで自分は高みの見物をする気なんだろうが、こちらも手勢が揃そろっている。

　暗黒槍ダークランスで駄目なら、それ以上の魔法を使えば良いだけの話だ。この程度で勝った気になられては……。

「……あ？」

　今正に新たな魔法で攻撃を仕し掛かけようと【魔鯨】を見上げると、奴の周囲に雪の様なものが舞っていた。きらきらと青白く輝かがやく雪は、寄り集まって槍を形成していく。

　複数の巨大な氷の槍が、【魔鯨】の周囲に形成された。あれは紛まぎれもなく……

「魔法だと……！」

　この俺が見み間ま違ちがえる筈も無い。あれは紛まがう事無き魔法。

　魔物は基本的に魔法を使えない。使わないのではなく、使えないのだ。魔ま法ほう陣じんの理解や、詠えい唱しよう等、魔法の行使には高い知能を要する。

　魔法を扱あつかえるのは、人間や精せい霊れい、魔物でも高位の竜りゆう種しゆと言った極ごく々ごく一部だ。

「あんな鯨が、高位の竜種と同等だというのか……？」

　少なくとも、魔法を扱えるだけの高い知能を持つのは間違いない。しかもあれは、中級の氷結魔法、氷結槍ブリザードランス。

　俺と同様に、馬鹿げた魔力を注ぎ込こんだのか、その大きさは通常の比ではない。一いち撃げき一撃が、上位魔法並の破はか壊いり力よくを持つであろう氷結槍ブリザードランスが、十本以上。

　尚なおも数が増していく。あれが一いつ斉せいに放たれるとしたら、この船に逃にげ場ばは無い。

　一発でも当たれば沈ちん没ぼつは免まぬがれないだろう。

「自分で呼んだ魔ま物もの諸もろ共ともやる気か……」

　魔法を扱えるだけの高い知能はあっても、倫りん理り観かんは皆かい無むか。実に魔物らしい事だ。

「おい、あれヤバくねえか!?」

　フォルが【魔鯨】を見て、顔を引き攣つらせる。俺の暗黒槍ダークランスの威力を目まの当あたりにしているフォルからすれば、あの数の魔ま法ほう槍やりはさぞ脅きよう威いだろう。

「貴様は目の前の魔物に集中しろ。あれを気にするのは俺だけで良い」

　気にした所で、貴様には逃げる事も防ぐ事も出来ん。まあ、そういう俺も防護魔法は苦手な方だ。

　あのレベルの氷結槍ブリザードランスだと、一発なら兎も角、二発以上を防ぐのは暗黒壁ダーククリフでも厳しそうだな。ならば、より上位の防護魔法を使うしか無い。

　俺は懐ふところからナイフを取り出し、自らの指を軽く切る。そして流れ出た血を、己おのれの影に垂らした。これから発動するのは神話の時代より現存する古代魔法だ。

「――《生者を拒こばむ禊みそぎの門》」

　魔法の発動と同時に、【魔鯨】が無数の氷結槍ブリザードランスをこちらに向けて放った。直後、本船と【魔鯨】を挟はさんだ海上に、巨大な禍まが々まがしい門が出現する。

　どす黒い瘴しよう気きを放つそれは、迫る氷結槍ブリザードランスの衝しよう突とつと、連続する激しい魔力爆破を物ともせず、そこに存在し続けた。

　まさか最上級の防護魔法を、切り札の一つを切らされるとはな。古代魔法を行使するなど二年ぶりだぞ。

　しかもそれを、連続して行使する羽目になるとは。俺は続けて指を深く切り、影により多くの血を流し落とす。

「――《命を刈かり取る農夫の鎌》」

　俺の手に、俺の背せ丈たけと変わらない程ほどの漆黒の大鎌が現れる。中級魔法の暗黒鎌ダークサイスよりも小こ振ぶりだが、内包する力は比較にならない。

　暗黒鎌ダークサイスの元となった、ライトレス家に伝わる古の魔法だ。俺が使える攻こう撃げき魔ま法ほうの中でも最大級の攻こう撃げき力りよくを誇る。その一いち撃げきは正しく、万ばん物ぶつを斬きり裂さく。

「ライトレスの〝地じ獄ごくの門〟に、〝死の鎌〟まで……」

　カルロスが畏い怖ふを孕はらんだ目で呟いた。これらの魔法をカルロスの前で使うのは初めての筈だが、よく知っているな。それも魔法に付けられた異名まで。

　流石、祖父の代からライトレスに仕えているだけはある。

「さて、終しまいにしよう」

　俺は【魔鯨】に向け、漆黒の鎌を振り下ろした。暗黒鎌ダークサイスの様に、黒い斬撃が飛ぶ事もない。ただただ静せい寂じやくに、鎌の刃やいばの先にあった物全てが音も無く斬れた。

　射線に入った魔物、海、大気すらも。この鎌の前には距きよ離りも、障害物も、魔法すらも全てが無意味。

【魔鯨】の強固な魔法障壁はバターの如く容易く両断され、その先の【魔鯨】の巨きよ躯くを切り裂いた。寸前で身体を捻ひねったのか、胴体を両断するつもりが、片側の胸むなビレのみが斬れ、海に落ちた。

　溢あふれ、流れ落ちる鮮せん血けつ。初めて出る、【魔鯨】の絶ぜつ叫きようとも言える苦痛の叫さけび。

「……勘かんの良い奴だ」

　或いは生き汚ぎたない、か？　本来なら、胴体を両断して終わりだったのだが、まさか避けられるとはな。まあ、避け切れずに片ヒレを失っている訳だが。

　それに、《命を刈り取る農夫の鎌》は一ひと振ふりで終わりの安い魔法じゃない。魔力消費が莫ばく大だいな分、威力も然さる事ことながら、複数回振るう事が出来るのだ。

　俺は再び、漆黒の鎌を振りかぶる。と、ここで苦く悶もんの叫びを上げていた【魔鯨】に動きがあった。

　片ヒレを切り落とされる瞬しゆん間かんまで余裕の雰ふん囲い気きを出していたが、今では明確な敵意を孕んだ目で俺を睨んでいる。

　そしてただでさえ巨大な口を大きく開け広げると、その口内に白い光が集まっていく。

　誰が見ても分かる。あれはどう見ても、ブレスか何かを放つ為ための溜ためだ。身体に流れる血の一滴てき一滴が警けい鐘しようを鳴らしている。あれはヤバい、と。

「――《生者を拒む禊の門》！」

　再び現れる瘴気を放つ禍々しい門。あらゆる攻撃を無に帰す、最高の防護魔法だが、それでも不安は拭ぬぐえない。

　更に俺は、本船を覆う様に暗黒壁ダーククリフを五重に生み出し、ブレスに備えた。そして、【魔鯨】の口から白く輝く熱線が放たれる。

《生者を拒む禊の門》は、白熱線の衝突にギシギシと悲鳴を上げる。俺は更に、魔力を追加で注ぐが、焼石に水だ。

　数秒抑おさえるのが精せい一いつ杯ぱいで、白熱線は門のど真ん中を突き破やぶり、風穴を開けた。続いて白熱線は、五重の暗黒壁ダーククリフを紙の様に穿うがちながら、本船へ迫せまる。

「くっ……」

　俺は咄とつ嗟さに、迫る白熱線に《命を刈り取る農夫の鎌かま》を振るった。白熱線と、死の鎌の斬ざん撃げきの衝突。

　凄まじい衝撃が海上に吹ふき荒あれ、それと共に白熱線の射線がほんの僅わずかに逸それた。本船のど真ん中への直ちよく撃げきはギリギリ免れた。

　船体は一部が消し飛び、看過出来ないレベルの損害を負うだろうが、これで少なくとも全ぜん滅めつは無い。

　だが、逸れた白熱線の射線の先には、魔物を相手取るフォルの姿があった。

　ああ、駄だ目めだな。これは間に合わない。いかなる魔法も、あの白熱線は止められない。

「………ぁ」

　ぼんやりと迫る白熱線を眺ながめるフォル。避けようとすらしていない。当然か。魔物に集中しろと命じたのは他でも無い俺だ。【魔鯨】を気にするのは俺だけで良い、とも……。

「……」

　……なんだ、それは。

　自信満々に【魔鯨】の相手をすると意い気き込ごんでおいて、攻撃一つまともに止められていない。挙げ句の果てに、その被ひ害がいを俺の命令通りに動いている奴やつに出すだと？

　ふざけるのも大概にしろ。俺はローファス・レイ・ライトレスだぞ。

　ライトレス侯こう爵しやく家次期当主であるこの俺が、そんな愚おろかな失態を犯おかせるものか……！　俺は足に魔力を流し、力任せにフォルの下へ跳ちよう躍やくする。

「――は!?　おま、なんで!?」

　俺は驚おどろくフォルを無視して首根っこを掴み、魔力で強化された膂りよ力りよくに任せて船の中央へ投げ飛ばす。

　そして迫る白熱線に向け、再び《命を刈り取る農夫の鎌》を振るう。

「――《暗く昏くらく闇くらき者、冷れい酷こくなる神の御使――》」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようし、追加で膨ぼう大だいな魔力を鎌に注ぎ込んで斬撃の威力を底上げする。

「《――眼がん窩かに映るは深き淵ふち――》」

　更に呪文詠唱を続ける。俺の背後に暗黒球ダークボールや暗黒槍ダークランス、暗黒鎌ダークサイスをありったけの数生み出し、全てを白熱線に放った。

　くそ、この俺が詠唱なんて無様な真ま似ねをさせられるとはな。だが、詠唱ありきの魔法の威力は、詠えい唱しよう破は棄きした時よりも遥かに上だ。

　暗黒の魔力と、純白の魔力が海上でぶつかり合う。一時的に拮きつ抗こうする力。しかしそれでも、敗れたのは暗黒魔法だった。

　ここまでやって尚、白熱線の方が上だったのだ。いや、そもそも白熱線は見る限り光か、或いは炎ほのお系統の属性だ。

　光や炎属性に対し、暗黒魔法は絶望的に相あい性しようが悪い。本来なら、真正面から対たい抗こう等すべきでは無いのだ。

　だがそれでも、白熱線の軌き道どうを更さらに逸らす事が出来た。白熱線の軌道は僅かに上に逸れ、船を僅かに掠かする程度だろう。だが……。




「――ローファス坊ぼつちゃん!!」

　迫る白熱線の発する轟音の最中、カルロスの悲鳴の様な声が響いた。そして、俺の視界は白一色に染まる。

　……流石に完全に逸らすのは無理だったらしい。間も無く俺は、白と熱の奔ほん流りゆうに飲のみ込まれた。




＊




　――ちゃん

　――坊ちゃん！




　朦もう朧ろうとする意識の中に木こ霊だまする声。誰のものかなど知れた事。俺の事を坊ちゃん呼びする輩やからは、この世界にただ一人。

「――ローファス坊ちゃん！」

　叫びに近い声に、呼び起こされる意識。ぼやける視界。

　そこには俺を抱だき寄せ、悲ひ壮そうと僅かな安あん堵どがごちゃ混ぜになった様な顔のカルロスと、少し離はなれた所に顔を真っ青にしたフォルが居た。

　そうだった、俺は【魔鯨】の白熱線を受け切れずに……なんて無様な。

「……どれくらい、寝ねていた？」

「ほんの数秒です」

「そうか」

　起き上がろうとするが、力が入らず、カルロスに抱き起こされる。激痛を通り越して、最も早はや感覚の無い箇か所しよすらあるな。

　ふと、血の気の引いたフォルの視線が俺の左側に向けられているのに気付く。

「……お、お前、左手が……」

「あ？」

　言われるままに左手を見る。左手は……肘ひじから先が、無かった。傷口は焼けた様に黒く、出血は殆ほとんど無い。

　いや、身体の損傷は左ひだり腕うでだけではない。左半身が全体的に黒く焦こげており、左足は失ってはいないが、殆ど力が入らない。今思えば、左目も全く見えていないな。随ずい分ぶんと派手にやられたものだ。

「……はぁ」

　普通なら、左腕を失えば発はつ狂きようしたりするのだろうか。俺位の歳ならば、あまりの痛みから我を失い、混乱してもおかしくはないのだろう。

　だが、俺は夢とは言え、幾千幾万回と殺された。俺からすれば、この程度、だ。

　ただ左半身を焼かれただけだ。ただ左腕を失っただけだ。首を切られた訳でも、心臓を貫かれた訳でもない。致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。

　痛みはあるが、慣れというのは空そら恐おそろしいものだ。だが、カルロスやフォルのこの反応が、本来ならば正しいものなのだろうな。

　俺おれの左半身を焼いた張本人である【魔鯨】を見ると、忌いま々いましげにこちらを睨んでいた。俺を殺しきれなかった事が余よ程ほど気に入らないのか。

　そして、俺が《命を刈り取る農夫の鎌》で切り飛ばしてやった片ヒレだが、どういう訳か元通りになっていた。切った筈のヒレに出血は無く、傷きず痕あとすら残っていない。

「……どういう事だ」

　常軌を逸した再生力、まさか治ち癒ゆ魔ま法ほうではないだろうな。治癒魔法は神聖魔法に分類される。神聖魔法は少し特とく殊しゆな魔法で、魔力だけではなく信しん仰こう心しんが必要だ。

　主に教会勢力が扱う神聖魔法だが、魔物が行使出来るとは到とう底てい思えない。あの態なりで、神を信しん仰こうする敬けい虔けんな信徒なら別だがな。

　ならば異常な再生力か？　ライトレス家相伝の古代魔法で漸く貫けるレベルの魔法障壁を持ちながら、負った傷も即そく座ざに再生か。悪い冗じよう談だんだ。

　――撃うてぇぇぇい！

　船内から響く号令と、その直後に無数に鳴り響く砲ほう声せい。船から放たれた大たい砲ほうは、見事【魔鯨】に命中している。

　魔法障壁に防がれてはいるようだが、構わずに砲ほう撃げきは繰くり出されている。

「ログか……！」

　船乗り共に指示を出して砲撃してくれているらしい。事前に対ストラーフ戦の説明と、砲撃に関する説明はしていたが、何とも良いタイミングでやってくれたものだ。

　この船には対ストラーフ戦を想定し、大量の砲ほう弾だんが積つみ込まれている。全て撃ち尽くすまでにはかなりの時間を要するだろう。

　ストラーフ戦であれば問題なかっただろうが、相手は【魔鯨】。砲撃の全てが魔法障壁に止められ、それでもやはり気に障さわるのか、【魔鯨】は鬱うつ陶とうしそうにこちらを睨む。

　そして、先程と同様に大口を開き、口内に光が収束していく。

「……また、〝あれ〟か」

　白熱線の溜め動作だ。というか、あの威い力りよくで連発できるのか。あの威力の割に、余よ程ほど魔ま力りよく効率が良いのか？

　或いは、俺と同様に規格外の魔力の持ち主か。何れにせよ、相性の悪い暗黒魔法であれを正面から受けるのは得策ではないな。

「坊ちゃん、力及およばず、申し訳ありません……」

　カルロスが絶望した顔でそんな事を言ってくる。いやいや、何を諦あきらめている馬鹿者が。

「諦めている暇ひまがあったら治癒魔法を掛かけろ」

「し、しかし」

「喋しやべるのもきつい。何度も言わせるな……」

「ぎょ、御ぎよ意い……！」

　カルロスは俺を抱えたまま、治癒魔法を俺に施ほどこす。神官職でも無いカルロスは、治癒魔法の中でも初級レベルのものしか行使出来ないが、無いよりはましだ。

　流石に一人で立てもしない状態では戦えないからな。そして、【魔鯨】を呆ぼう然ぜんと見るフォルに、影かげから伸のばした暗黒腕ダークハンドで拳げん骨こつを喰くらわせてやる。

「あたっ!?」

　驚いたようにこちらを振り返るフォルの頬ほおを、更に暗黒腕ダークハンドで平手打ちする。

「ぶへっ!?　――て、テメエ何しやがっ……!?」

　声も絶え絶えに涙なみ目だめで頬を押おさえるフォルに、俺は冷ややかな目を向ける。

「サボるな。貴様はさっさと魔物を掃そう討とうしろ」

「はぁ……!?　だって、さっきのあれがまた……」

　あれとは、白熱線の事を指して言っているのだろう。

「二度も言わせるな。あの鯨の相手は俺がする。貴様は魔物だけを気にしていろ」

「でもっ――あむ!?」

　それでも顔を赤くして詰つめ寄よってくるフォルの両頬を、暗黒腕ダークハンドで鷲わし掴づかみにした。

「……左手があれば手ずから殴なぐっていた所だ。何の為に生かしてやったと思っている。庇かばわれた事に少しでも負い目を感じるなら、船に這はい上がってくる魔物くらいは狩かり尽くしてみせろ」

「――っ分かったよ！」

　フォルは舶刀カツトラスを手に、船に上がってくる魔物の下へ走った。

「貴様もだカルロス」

「駄目です、まだ……」

　治癒魔法を止めようとしないカルロスを振り払はらう。そして俺は、両足で立ってみせた。

「良い。最低でも立って歩けるまでは回復したからな」

「しかしまだ、左腕が……！」

「貴様程度の治癒魔法ではどうにも出来んだろう。さっさと行け」

　四し肢しを再生させるとなると、最上級の治癒魔法が必要だ。教会でも最高位の神官でないと、そんな魔法は使えない。

　当然だが、初級レベルの治癒魔法ではどうにもならない。歩けるレベルまで回復しただけで十分だ。

　うだうだと治癒魔法を続けようとするカルロスを蹴けって魔物の下へ向かわせて、俺は【魔鯨】に向き直る。

【魔鯨】は相変わらず口内に光を収束させているが、一発目よりも随分と溜めに時間が掛かっているな。

　回復する時間を得られたのでこちらとしては好都合だが、やはり次じ弾だんを放つには一定のクールタイムがいるのか？

「いや、これは……」

　違うな。【魔鯨】の口には、一発目の時以上の光の収束と魔ま力りよくを感じる。

　成る程、先さき程ほどは攻こう撃げきを逸らされたから、次は逸らす事すら出来ない程の強力な一撃を放とうという訳か。

　そして光の収束と同時に、ついでの様に無数の氷結槍ブリザードランスが形成されている。同時に放つ気か？　念入りな事だ。

　さて、【魔鯨】が今にも放とうとしている氷結槍ブリザードランスと白熱線だが、これらは魔力を消費して生み出されているものだが、その本質は異なる。

　氷結槍ブリザードランスは魔法であり、詠唱や魔法陣、術式等を用いて生み出す魔力を使った技術だ。魔法は技術である為、一定の高度な知能を持たないと扱えない力だ。

　対して白熱線（そう呼こし称ようしているだけで正式名めい称しようではないのだが）、これは魔法ではない。

　魔力を持つ生物――魔物がその生体機能によって生み出す固有能力だ。有名なものだと、竜種の《ドラゴンブレス》や、バジリスクの石化の《魔眼》等が挙げられる。

【魔鯨】の白熱線も、こう言った魔物の持つ固有能力に類するものと推察出来る。

　そしてこの固有能力だが、魔物だけが持つものでは無い。

　魔力を多く保有する人間も、特有の能力を持つ場合がある。王国上級貴族の中でも、極ごく一部だけが持つ選ばれた力。

　魔物の使う固有能力とは区別され、固有魔法と呼ばれるこの力は、当然俺も持っている。ライトレス家に伝わる固有魔法――《影かげ喰ぐらい》をな。

　物語第二章において、四天王として猛もう威いを振るったこの力。二つ名【影かげ狼ろう】の由来となった力だ。俺は船の横に小山の如く浮うかぶ大型クラーケンの死体、それを見ながら呟つぶやく。

「――《喰らえ》」

　俺の影から、無数の目を持つ不定形の何かが伸びる。何処かスライムにも似たそれは、大型クラーケンの死体を飲み込むように黒く染め上げた。

　不定形の影は、周囲の海面に無数に浮かぶ魔物の死体もついでの様に飲み込んでいく。黒く染まった魔物の死体は、無数の目をぎょろつかせながら動き出す。

　死体が負っている傷も、影が覆おおう事で塞ふさがっていく。斬られた胴どうは繋つながり、巨きよ大だいクラーケンの暗黒槍ダークランスによって貫つらぬかれた大穴も塞がった。

　これは謂いわば、死体を俺の使い魔として支配下に置く事が出来る力だ。影の使い魔は俺の魔力が続く限り、傷は再生し、死んでも復活する不死の軍勢となる。

　物語第二章では、この力で大量の狼おおかみ型の魔物を使し役えきし、戦力として運用していた。尤もつとも、魔力効率は良くないので、あまり頻ひん繁ぱんに使いたい力ではないがな。

　物語にて俺が主人公勢力に負けたのも、魔力の大半を大量の影の使い魔に費ついやしていたお陰かげで、強力な魔法が使えなかったのが主な要因だろう。

　使い魔化した海の魔物を、フォルとカルロスの援えん護ごに向かわせる。海の魔物に襲いかかる、無数の目を持つ暗黒の魔物。

「うおおお!!?　なんだこいつ等!?」

　すわ新手か、と強こわ張ばるフォルをカルロスが宥なだめる。

「これは……ご安心を、坊ちゃんの魔法です」

「魔法!?　これが、魔法!?　襲って来ないんだろうな!?」

　フォルは影の使い魔を見ながら実に疑わし気だ。失礼な奴だ、確かに見た目は多少不気味ではあるが。

　巨大クラーケンの使い魔は船の下に潜もぐらせ、大型の魔物の処理をさせる。そうこうしていると、準備ができたとばかりに【魔鯨】の口が太陽の如く輝き始めた。

　溜めた光を解き放つ数秒前、といった所か？

　先程は避けようの無い状じよう況きようと、半分意地で真正面からやりあったが、俺がそんな脳筋戦法しか取らないと思われているならば心外だ。

　魔ま法ほう使つかいの強みは、魔力に応じた高い火力と、数多あまたの魔法による多様な戦術の幅はばにある。俺はもう油断しない。

【魔鯨】よ。不本意だが、貴様を対等な敵として認めてやる。

「――」

　俺は惜おしみなく呪じゆ文もんを詠唱する。とくと味わえ、この俺が放つ完全詠唱の上級魔法だ。

「――《光無き世界ライトレス》」

【魔鯨】により、白熱線と無数の氷結槍ブリザードランスが放たれると同時。船を中心に、全てを漆しつ黒こくに染め上げる暗黒が生み出された。

　この、我わが家名を冠かんした魔法に、直接的な攻撃能力は無い。一定の空間を暗黒に染め上げる、ただそれだけの魔法だ。

　迫り来る白熱線は勿もち論ろん、無数の氷結槍ブリザードランスを防ぐ力は無い。白熱線は溜めただけあって、一撃目よりも圧倒的に強力だ。

　その太さは倍以上、威力はそれ以上かもしれない。だが、正直に受けてやる謂いわれは無い。

　この《光無き世界ライトレス》は、全ての暗黒魔法の性能を格段に向上させる力がある。

「避けろ、ストラーフ」

　俺の命令に、《光無き世界ライトレス》で活性化した巨大クラーケンの使い魔――ストラーフが触しよく腕わんで船を包み、白熱線の範はん囲い外がいへ移動させた。

「うおおお!?」

　多少の衝しよう撃げきがあり、フォルが投げ出されそうになっているが、まあ些さ細さいな事だ。

　因ちなみにカルロスはしっかりと対ショック姿勢で船に掴つかまっていた。相変わらず要領の良い奴だな。

《光無き世界ライトレス》は凄まじい速度でその範はん囲いを広げて行き、遂ついには【魔鯨】すら飲み込んだ。

「――入ったか。これで奴は砂すな浜はまに打ち上がった鯨も同じだ」

　暗くら闇やみの中、【魔鯨】の嘶いななきが響く。

《光無き世界ライトレス》の付属効果として、光や炎と言った発光する系統の属性の威力が減退し、そして暗黒魔法を扱えない全ての者に、慣れる事の無い暗闇を与あたえる。

　視覚的には勿論、魔力による探知すら碌ろくに出来なくなった。つまり【魔鯨】は、碌に前が見えない暗闇に飲まれ、俺おれ達たちの位置すら把は握あく出来ない状態に陥っている訳だ。

　無論、術者である俺には、【魔鯨】の位置は手に取るように分かるがな。俺は右手の指を噛かみ切り、暗闇に溶とけた自身の影にその血を流し落とす。

「――《命を刈り取る農夫の鎌》」

　完全詠唱の古代魔法だ。

　その上、《光無き世界ライトレス》によりその威力は青あお天てん井じように引き上げられる。音も無く振り下ろされた死の鎌は、【魔ま鯨げい】の強固な魔法障壁を容易たやすく切り裂き、その胴どう体たいを真っ二つに断ち切った。【魔鯨】から漏もれる、叫びにもならない苦悶の声。

　肺やら諸もろ々もろの臓器ごと真っ二つだ。得意の雄お叫たけびなど、出来る筈もない。しかしこれで即そく死ししないとは、ゴキブリ並の生命力だな。【魔鯨】は胴体が真っ二つになり、海に落下する――筈だった。

【魔鯨】は忌々し気げに一鳴きすると、落下する事なく空中に留とどまった。それどころか、真っ二つに両断した筈の傷は、まるで時が巻き戻もどる様に瞬またたく間まに塞がった。

「……は？」

　そこには暗黒の中、宙を漂う傷一つ無い【魔鯨】。両断した胴体すら再生だと？　しかも恐おそろしく速い速度で。

　この不死身とも呼べる程の再生速度、伝承で聞く吸きゆう血けつ鬼きの真祖を彷ほう彿ふつとさせるな。

　だが、それもアンデッドだからこそ出来る離はなれ業わざであり、生命体であの再生速度はあり得ないのだが。少なくとも、俺が知る限りでは。

　しかしそんな生物が目の前にいる以上、考えるだけ無む駄だか。【魔鯨】が俺の常識の外に居る魔ま物ものなのは理解した。

　だが、あれだけの巨きよ体たい。再生にも相当な量の魔力を消費している筈だ。俺は即座に、《命を刈り取る農夫の鎌》の第二撃を振るう。

　先程と同様に容易く斬れる【魔鯨】の胴体。しかし、今度は先程よりも再生速度が速い。斬られた先から再生していき、両断すら出来なかった。

　続いて三撃、四撃を立て続けに振るう――と、ここで全て撃ち尽くした《命を刈り取る農夫の鎌》が消えた。しかし結果は同様。斬れた先から傷は再生された。

　致命傷レベルの負傷をこれだけ回復しておいて、魔力の衰おとろえを全くと言って良い程感じない。それどころか傷を負う毎ごとに再生速度が増してる様にも感じる。

　これだけの巨体で、これだけ常じよう軌きを逸いつした速度で傷を再生させるなんて、魔力効率云うん々ぬん以前の話だ。俺が言うのもなんだが、正しく底無しの魔力総量。

　俺の魔力もライトレス家歴代最高と称しようされる位には膨大だが、それでも限界はある。魔力が尽つきるまでに殺し切れるか……？

【魔鯨】は嘶きを上げると、怒いかりの形相でギロリとこちらを睨にらんだ。

「……チッ」

　流石さすがにこれだけ魔ま法ほうを放てば、その射線から船の方向位は推測されるか。奴からすれば、正確な位置が分からずとも、方向さえ分かれば良い。

　なにせ、自身の直線上にある物を全て滅ほろぼす白熱線がある。案の定、【魔鯨】は口を大きく広げ、白熱線をこちらに向けて放った。

「……っ速い」

　今度は殆ど溜めが無かった。逃がさない為か。だが溜めが無いと威力も落ちる。規模も威力も、幾いく分ぶんか小規模。

　更に、《光無き世界ライトレス》の効力で白熱線の威力は暗黒に削けずられて減退する。それでも……。

「く、ストラーフ！」

　俺の声に反応したストラーフが、触腕で船の位置を少しずらした。直後、船の真横を白熱線が通り抜ぬけた。船に当たればそれだけで木こっ端ぱ微み塵じんだな。

　溜め無し、《光無き世界ライトレス》により弱体化してもこの威力か。

《光無き世界ライトレス》の中では、光や炎等の発光系属性の中級魔法は発動すらままならず、上級魔法すら威力が半減するのだがな。

　白熱線は威力が高過ぎて、焼け石に水か。その上、【魔鯨】は癇かん癪しやくを起こした様に溜め無しの白熱線を連発し始めた。

　決まった方向ではなく、四方八方あらゆる方向に。時折飛んでくる白熱線を、ストラーフの触腕で躱かわすが、これではこちらから攻撃するどころではない。

　一撃でも貰もらえば終わりなのだ。しかも、この白熱線の連射……。

【魔鯨】からすれば自や棄けになっているのか、それとも苛いら立だっての行動かは知らないが、《光無き世界ライトレス》の攻こう略りやく法ほうとしては最適解だ。

　広こう範はん囲い攻こう撃げきを連続で繰り出されては、こちらも逃げに徹てつする他無いし、何よりこの白熱線が《光無き世界ライトレス》からするとかなり痛い。

《光無き世界ライトレス》は暗黒を霧きり状じようにして空間を満たす魔法だが、その暗黒の霧きりが白熱線の連発でかなり削られる。

　少しずつだが、白熱線を放たれる度に《光無き世界ライトレス》の範囲も狭せばまって来ている。

《光無き世界ライトレス》が消えれば終わり、か。

　それまでに【魔鯨】を殺し切るのは、あの出で鱈たら目めな再生力では、まあ無理だろうな。そもそもあれだけ白熱線を連発されては碌に攻撃も出来ん。業ごう腹はらだが、このままでは敗北は必至か。……詰つみ、とも言える。

「……カルロス」

　俺の呼び掛けに、カルロスは静かに跪ひざまずいた。

「は」

「貴様にこの船を任せる」

「……どうされるおつもりで？」

「《初代の御み業わざ》を使う」

　俺の言葉に、カルロスはがばっと顔を上げた。

「……!?　ここは海上ですよ!?」

「ああ、だからこの船を任せる。少しでも遠くへ離れろ」

「……確かにそれならばこの状況は打開出来るやも知れません……が、それでは坊ちゃんがただでは済みません」

「貴様の言う通り、俺の身が危険だ。だから、必ず助けに来い。万が一俺が死ぬ様な事があれば、亡ぼう霊れいとなって貴様を地獄へ誘さそうからな」

　カルロスは項うな垂だれるように顔を手で覆った。

「……老い先短いというのに、まさかこのような局面に立たされようとは」

「はっ、隠いん居きよなぞ出来ると思うなよ。貴様には命尽きるその瞬間まで、この俺に仕えてもらう予定だ」

「それが今日でない事を、祈いのるばかりです……ご武運を」

　カルロスがレイピアを納め、最敬礼を取る。俺は鼻を鳴らし、大型の暗黒腕ダークハンドを生み出し、その手の平に跳とび乗った。

　暗黒腕ダークハンドは使用者の影から伸びる。地面に投とう影えいされる影から伸ばす事が多く、その場合は地面から離れる事は出来ないが、俺自身の足裏や、外がい套とうの内側にも影はある。

　外套の内の影から伸ばした大型の暗黒腕ダークハンドは、俺を起点に自在に動く。当然、俺を乗せて宙に浮く事も出来る。本来の用よう途ととは大きく変わるが、要は使い方だ。

　態わざ々わざ魔ま力りよく効率の悪い飛翔魔法フライを使う必要は無い。暗黒腕ダークハンドは俺を乗せたまま飛ひ翔しようし、船から離れていく。

　そして俺は、詠唱を開始する。ライトレス家に伝わる禁きん忌きの魔法――《初代の御業》を発動する為の呪文の詠唱を。

「《天の果て地の――」

　ふと、詠えい唱しようを妨さまたげる様に、俺の背後にすとんと軽快な着地音が響ひびいた。

　暗黒腕ダークハンドから直接感じる、明らかに人一人の重量が増えた感覚。咄嗟に詠唱を止めて振ふり返ると、俺を見上げる形でフォルがあぐらをかいて座すわり込んでいた。

「よっ」

　悪戯いたずらが成功した様な勝ち気な笑えみを浮かべるフォル。俺は苛立たし気に船を見る。

　幾いくばくか離れ、小さくなった船からカルロスがあんぐりと口を開けてこちらを見ていた。跳躍してきたとでもいうのか？　この距離で？

「……運動神経の良さでは説明がつかんだろうが」

　苛立ちが独り言として漏れるが、フォルは大して気にした様子も無く、暗黒腕ダークハンドの指の隙すき間まから下を眺めている。

「お前、空も飛べんのな。貴族は皆んな飛べるのか？」

「観光気分なら直すぐに降りろ、邪じや魔まだ」

「降りねえよ。つーか、お前の方こそだろ」

　フォルは立ち上がり、生意気にも指を差してくる。

「なんで一人で行こうとしてんだよ。お前、左手無いんだぞ……！」

「……だったらなんだ」

「あのカルロスとかいう執しつ事じ、あいつもあいつだ。なんで納なつ得とくしてお前を一人で送り出してんだよ」

　苛立ったように髪かみを掻かき毟むしるフォル。馬鹿の馬鹿げた行動に苛いら々いらしているのはこちらだぞ。何故なぜ貴様の方が苛立ちを見せている。

「貴様よりは物事が見えているからだろう。あの鯨くじらと俺の魔法の応おう酬しゆうを見ていなかったのか？　貴様等に介かい入にゆう出来る次元ではない」

「見てたよ、全部な。それでも、いやだからこそだ。お前立ってるのもやっとだろ。一人でなんて行かせる訳ねえだろ……！」

　鬼き気き迫せまるように訴うつたえるフォル。だが、そうこうしている間にも、《光無き世界ライトレス》は白熱線によって削られている。

　その機能が失われるのも残り僅か。こんな奴の相手をしている暇はない。

「……では聞くが、この期に及んで、貴様程度に何が出来ると？」

「あんま、オレを見くびってんじゃねえよ」

　フォルは俺の左側に付くと、肩かたから抱き支えるように寄り添そってきた。

「……!?　貴様、何を勝手な――」

　反射的に振り払おうとしたが、左腕が無い状態では大した抵てい抗こうにはならなかった。いや、それよりも、だ。フォルに抱き抱かかえられてから温かい光に包まれたのだ。

　それは負傷した痛みが和やわらいでいく癒いやしの光。この感じ、この力は……。

「治ち癒ゆ、魔法……？」

　カルロスが使っていたものと同等か、それ以上の出力の治癒魔法が、フォルから発せられていた。

「お。思った通り出来たな」

　そんな事を言っているフォル。

「貴様、やはり魔力持ちだったか……!?」

　魔力持ち。読んで字の如く魔力を持つ者。平民の中にも、突とつ然ぜん変異的に魔力を持つ者が生まれる場合がある。

　物語における主人公も、そうした魔力持ちの一人だ。それと同様に、フォルも平民でありながら魔力を持つ存在らしい。

　驚きよう愕がくはしたものの、やはりと言ったように元々疑ぎ惑わくはあった。常軌を逸した身体能力、俺の魔力を浴びても平然としている胆たん力りよく。

　或あるいは、と。そもそも魔力により身体強化をしているカルロスと同等かそれ以上の身体能力を有していた時点で疑問には感じていた。

「あ？　やっぱこれ魔力なのか？」

　当のフォルは首を傾かしげている。なんだその反応は、まさか今の今まで気付いていなかったとでもいうのか？

「今いま更さら何を惚ぼけている。治癒魔法まで使っておいて」

「いや、惚けてねえよ！　なんか出来そうな気がしたからやっただけで！」

　俺は深い溜ため息いきを一つ。

「………話す気が無いなら良い」

　魔力を持っている事を今まで知らなかったのなら、治癒魔法を行使している説明がつかない。ともあれ、今はこんな問答をしている暇はない。

　これから行使する《初代の御業》は、発動までにそれなりの時間を要する。

「もう良い、好きにしろ。俺はこれから呪文詠唱に入る。邪魔だけはするな」

「おう。いざという時は壁かべくらいにはなってやるよ」

　生意気に口角を吊つり上げて言うフォルに若じやつ干かんの苛立ちを感じ、小さな暗黒腕ダークハンドを外套から伸ばしてデコピンしてやった。

　何やらフォルから抗こう議ぎの声が上がるが、俺は無視して詠唱を再開する。

「《天の果て地の底、万ばん物ぶつ封ふうずる無の水すい晶しよう。奉ほうずるは我が血、望むは裁き――硬かたく硬く硬く硬く、現うつ世しよ全ての魔まを受け入れる程ほどに硬く――》」

　俺を中心に、上空に浮かび上がる膨大な量の魔ま法ほう陣じん。だがここで、《光無き世界ライトレス》の暗黒の霧が白熱線の乱発により薄うすまり、【魔鯨】の姿が露あらわになる。

【魔鯨】の翡ひ翠すいの双そう眸ぼうは即座に上空に浮かぶ俺達を捉とらえた。向けられる開かれた口。今にも放たれる白熱線。

「――ちっ、ストラーフ！」

　俺の呼び掛けに、大量の魔力を注ぎ、生前よりも遥はるかに巨きよ大だい化かしたストラーフが海上より現れる。

　ストラーフの巨大な無数の触腕が【魔鯨】を襲おそい、それに気を取られたのか白熱線の照準がズレた。影の使い魔にした海の魔物も、総動員して【魔鯨】を襲わせる。

　ふむ、こんな怪かい獣じゆう大戦争みたいな内容の映画を、昔王都で父上と見た事あるな。そんな感想を抱きつつ、今のうちに魔法陣と術式の構築に集中する。

　ストラーフと影の使い魔共を総動員して、保ったのはものの数秒だった。【魔鯨】の白熱線が無数の細い光の線となり、ストラーフと影の使い魔共全てを貫いた。

　そんな使い方も出来るのか、白熱線は。魔力を更に注げば再生するが、魔力効率が恐ろしく悪いので再生はさせない。

　よって、ストラーフや影の使い魔達はそのまま霧む散さんしていく。【魔鯨】の双眸が、苛立たし気にこちらに向けられる。

　かなりの魔力を消費したが、稼かせげた時間はものの数秒。だが、その数秒で、準備は整った。

「《――それは万ばん物ぶつを封ふうずる鳥とり籠かごにして無色の器。それは神をも殺す白き極光、常とこ世よを染める滅びの大火》――展開。無属性魔法《天晶宮殿クリスタルグランデ》！」
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【魔鯨】を囲うように、クリスタルの如き魔力の壁がドーム状に展開される。光を反射し、きらきらと煌きらびやかなその様は、正しくクリスタルの宮きゆう殿でん。

【魔鯨】は、これまで俺が行使してきた暗黒魔法とは雰ふん囲い気きの異なる《天晶宮殿クリスタルグランデ》に若干の警けい戒かいを見せる。が、即座に白熱線を俺に向けて放った。

　クリスタルの天てん蓋がいごと、俺を消し飛ばす腹積もりか。

「お、おい!?」

　フォルが顔を真っ青にして俺の壁になろうとする。迷わず肉壁になるべく動いたその覚かく悟ごは褒ほめてやるが、白熱線を前に壁になろうとも大して意味は無いだろうが。

　諸もろ共とも蒸発して終わりだ……当たったなら、な。

「無駄だ」

　白熱線は大気を穿うがちながら突つき進すすみ、クリスタルの天蓋に命中。しかしクリスタルの天蓋を貫く事は無かった。

　天蓋には傷は疎おろか、魔力の綻ほころびすら無い。【魔鯨】はやや驚おどろいたように目を剥むく。白熱線がここまで明確に防がれるのは初めてか？

　まあこれだけの高密度の魔力放出、防ぐ手段等中々無いだろうが。

「防い、だ……？　うっそ……」

　フォルも腰こしを抜かしている。おい、治癒魔法が途と切ぎれているぞ。まあ、この期に及んではもうどうでも良いが。

　俺は更に呪文を詠唱する。詠唱に応じるように、クリスタルの宮殿の中央に、巨大な暗黒の球体が出現した。これが、この魔法の要。《黒き太陽》だ。

【魔鯨】は《黒き太陽》に警戒を見せるが、その口の矛ほこ先さきは俺に向けられている。まあ、一度防がれた程度では諦める訳も無いな。

【魔鯨】は口に光を収束させていく。長い溜ため……高威力の白熱線を放つ気だな。不安そうに俺の外套を握にぎり締しめてくるフォルを無視し、俺は詠唱を続ける。

《黒き太陽》は、俺が詠唱を紡つむぐごとに、その大きさを収縮させていく。時間を掛け、ゆっくりと。

　そんなに悠ゆう長ちようにしていては、当然だが最大に溜められた高威力の白熱線が【魔鯨】から放たれる。これまでで最大の威力と目される極ごく太ぶとの白熱線。

　クリスタルの天蓋に衝しよう突とつし、悲鳴にも似た空間の軋きしみが響き渡わたる。大気越ごしに伝わる振しん動どうと衝撃。しかし、そこまでしてもクリスタルの天蓋に傷は無かった。

　目を見開く【魔鯨】。フォルも驚愕している。

「お前、こんな凄すごいのあるなら最初から使えよ！」

　何も知らずに勝手な事を。《初代の御業》はそう気安く使える魔法ではないのだ。

　俺はフォルを無視して詠唱を続け、《黒き太陽》はその大きさを当初の十分の一程度にまで収縮させていた。と、ここで俺は詠唱を終える。

「で、こっからどうすんだよ」

「気安く肩に手を掛けるな」

　俺は肩に掛けられた手を振り払い、一歩前に出る。そして【魔鯨】を見下ろす。

「この《天晶宮殿クリスタルグランデ》はな、敵の攻撃を防ぐ為ための魔法ではない。無論、敵を閉とじ込こめる為の檻おりでもない。いずれも、結果的にそう結びついているだけで、本来の用途は別にある」

「あん？　じゃあ、なんの為に……」

　小首を傾げるフォル。【魔鯨】は《光無き世界ライトレス》にしたように、デタラメに白熱線を連発している。あらゆる方向に、クリスタルの壁の中の守りの薄い部分を探すかのように。

　そして、収縮する《黒き太陽》にも攻撃を仕し掛かけている。無論、《黒き太陽》の周囲にもクリスタルの壁が展開されており、傷一つ付けられていないが。

【魔鯨】は、それら全てが無駄と悟さとったのか、次の行動に移る。天に向け、口を大きく広げた。そして【魔鯨】の上空に、まるで《黒き太陽》と対を成すように巨大な白い光の球体が形成されていく。

　クリスタルの天てん蓋がい越しにでも分かる身み震ぶるいする程の高密度で膨ぼう大だいな魔力。【魔鯨】め、まだこんなものを隠かくし持っていたのか。

「お、おい。これ、流石にヤバくねえか……」

　白光球から発せられる魔力に当てられたのか、顔が真っ青のフォル。差さし詰ずめ、【魔鯨】の奥おくの手てと言った所か？　だが、奥の手ならばこちらも既すでに発動している。

「言っただろう。無駄だ、と」

【魔鯨】の生み出した白光球は、溜めと共に膨ふくれ上がる。

　収縮する《黒き太陽》とは正しく対照的だな。《天晶宮殿クリスタルグランデ》の中で、【魔鯨】の魔力は際限無く高まり、白光球は太陽の如くその輝かがやきを増す。

　そして、その小さな太陽は、限界まで肥大化した後、【魔鯨】を飲のみ込む形で爆はぜた。文字通り太陽の如き光と、膨大な魔力の奔ほん流りゆうが《天晶宮殿クリスタルグランデ》内を満たす。

　クリスタル越しに伝わる爆ばく音おんと衝撃。あまりの威力に、ドーム状のクリスタルの壁全面に罅ひびが入った。額に浮かんだ冷ひや汗あせを拭ぬぐう。少し、焦あせった……。

【魔鯨】の奥の手、白光球。想定外の威力だった。まだ未完成とは言え、まさか《天晶宮殿クリスタルグランデ》に罅を入れられるとは。

　爆ぜた光が晴れ、そこには黒く焦こげた【魔鯨】が、それでも宙を舞まっていた。【魔鯨】の黒く焼け爛ただれた表皮は、持ち前の高速治ち癒ゆ力りよくで瞬く間に再生していく。

　しかし、《天晶宮殿クリスタルグランデ》に入った罅も、同様に高速で修復される。いや、正確には修復ではないな。《天晶宮殿クリスタルグランデ》は俺おれの魔力を湯水の如く吸い取り、完成に近づいているだけだ。

　再生し、完治した【魔鯨】は、罅の消えたクリスタルの壁を見ると、忌々し気に俺を睨む。俺はそんな【魔鯨】に向けて、高笑いを上げて称しよう賛さんしてやった。

「良い余興だったぞ。褒めてやる。貴様は俺が知る中でも、間ま違ちがいなく最強の敵だった」

　結局、この【魔鯨】が何なのかは分からない。だが恐ろしく強かった。或いは、俺を殺し続けた主人公とその仲間達たちよりも。

　きっと、第一章にて復活した【魔ま王おう】ラースよりも、第二章にて王国に反逆した【第二の魔王】レイモンドよりも、単純な力ならば【魔鯨】の方が上だろう。

「そんな貴様に敬意を払い、俺が今から何をするか、教えてやろう。魔法が扱あつかえる程の知能があるのだ、人の言葉位理解出来るのだろう？」

　上位の竜りゆう種しゆは人語を理解する。【魔鯨】も人語よりも遥かに難解な魔法を扱えているのだから、理解していても不思議では無い。

　まあ、話せるかは別問題なのでこちらから一方的に喋る。

「先程も少し触ふれたが、この《天晶宮殿クリスタルグランデ》はな、本来は敵の攻撃を防ぐ魔法でも、拘こう束そくする魔法でもない。……その本質は、己おのれの攻撃を防ぐ為のものだ」

　フォルは理解が追いつかない様子で眉まゆを顰ひそめる。対して【魔鯨】は、一いつ瞬しゆん放心した様に固まると、その双眸をぎょろりと《黒き太陽》に向けた。

「ほう、察しが良いではないか」

　そしてこの反応、やはり人語を理解しているらしい。と、ここで、極限まで収縮した《黒き太陽》は、その表面に青白い罅が入り始めた。

　同時に、《天晶宮殿クリスタルグランデ》が俺の魔力で満たされ、クリスタルが青白く発光し始める。【魔鯨】は異変を察知し、口を開いて再び光の球体を作り始める。

「長らく待たせたな、たった今魔法が完成した。ああ、それはさっきの技か？　無駄だ。完成した《天晶宮殿クリスタルグランデ》を破は壊かいするなど、神にすら不可能だ」

　だが【魔鯨】は、先ほどの様に光の球体を爆ばく散さんさせず、そのままぱくりと飲み込んだ。

　そして【魔鯨】の口の中で光の球体は収束し、一点に集中された威い力りよくが熱線となって放たれる。

「なんだ、それは……」

　そんな器用な真ま似ねが出来るのか。あの白光球の威力が一点集中されたなら、凄すさまじい威力なのは想像に難かたく無い。再び響く凄まじい衝しよう突とつ音おん。

　だが、青白く輝くクリスタルには傷一つ付けることは出来なかった。

【魔鯨】の目に、初めて焦りが浮かぶのを感じる。俺は口角を吊つり上げ、高らかに魔法を説明してやる。

「冥めい土どの土産みやげに教えてやろう。この魔法にはなんともふざけた逸いつ話わがあってな。なんでも、俺の先祖が大気を暗黒魔法で圧縮して遊んでいて出来た魔法なんだとか。なあ鯨よ、貴様は大気が圧縮され続けるとどうなるか、知っているか？」

【魔鯨】は俺の言葉に反応し《黒き太陽》を見ると、狂くるった様に白熱線を乱射し始めた。そこには理性も何も無く、それはまるで、荒あれ狂う獣けものだった。

　そして終しまいには、まるで逃のがれようとするかの様に、クリスタルに自ら体当たりをし始める始末だ。

　お得意の白熱線でも、切り札の白光球でも傷一つ付かなかったというのに、体当たりなどで破れる筈はず無いだろうが。

　この様子、まさかこれからどうなるかを知っているのか？　想像力が豊かなのか、或いは純じゆん粋すいに野生の勘かんから危険を察知したのか。

「ど、どうなるんだよ……」

　フォルが、恐ろし気に尋たずねて来た。俺は本船が離はなれているのを確かく認にんする。まあ、これだけ離れていれば流石に大だい丈じよう夫ぶか。

《黒き太陽》……暗黒魔法で包まれた大気は、俺の膨大な魔力により力任せに極限まで圧縮されている。それが解き放たれた時、この世の理を壊こわす程の破壊を生む。

《天晶宮殿クリスタルグランデ》は、その破壊を押おし留める為に《黒き太陽》に紐ひも付けされた魔法だ。

　余談だが、破壊を生む《黒き太陽》よりも、その破壊を防ぐ為の《天晶宮殿クリスタルグランデ》の方が魔力消費が圧あつ倒とう的てきに多いというのは実にお粗そ末まつな話だ。

　俺は【魔鯨】を見下ろし、静かに呟く。

「圧縮された大気は……神すら殺す、白き火を吹ふくのだ」

《黒き太陽》が罅ひび割われ、直後、《天晶宮殿クリスタルグランデ》の全てが極光に包まれた。視界は全て白に塗ぬり潰つぶされ、鳴り響く轟ごう音おんに鼓こ膜まくが破れたと錯さつ覚かくする。

　世界を滅ぼし得る白き火が、海上で産うぶ声ごえを上げた。暫しばらくして、《天晶宮殿クリスタルグランデ》内の光が晴れる。中には何も残されていなかった。

【魔鯨】の肉にく片へん一つ、海水の一滴てきすらも。《天晶宮殿クリスタルグランデ》が役目を終え、霧散する。漏れ出た高音の熱風が、魔の海域を駆かけ抜けた。

《天晶宮殿クリスタルグランデ》と《黒き太陽》。これらの魔法は術式的に紐付けされており、二つで一つの魔法として、《初代の御業》と呼ばれている。

　大いなるこの魔法の欠点は二つ。一つは、発動までにかなりの時間を要する事。そしてもう一つは……。




「……え、おい？」

　俺はフォルに力無くもたれかかり、身体を預ける。唯ゆい一いつ見える右目の視界すら霞かすんできた。もう一つの欠点は、常軌を逸した魔力の消費量。

　ライトレス家にて俺は、歴代最高の魔力総量を持つと言われている。そんな俺の、膨大な魔力総量の約半分という常軌を逸した魔力を消費する《初代の御業》。

　ただでさえ魔力消費の多い古代魔法の連発に、上級魔法の行使。魔力効率の悪い固有魔ま法ほう影かげ喰ぐらいの使用による、大量の影かげの使い魔の使役。

　そして、中級から下級魔法を文字通り湯水の如く使用した。お陰で魔ま力りよくは底を突いてすっからかんだ。

　この脱だつ力りよく感、所謂いわゆる魔ま力りよく枯こ渇かつという現象が起きている証しよう拠こだ。暫くは碌に動けないだろう。魔力枯渇なんて、生まれてこのかた初めての事だ。

　魔力不足になるであろう事は事前に想定していたから、カルロスには助けに来るように伝えてはいるが、よもや魔力枯渇に陥おちいるとは。しかも下は海。

　生きて還かえれるかは、良くて五割と言った所か？　とは言え、幸か不幸かフォルがいる。これが吉きちと出るか凶きようと出るか……。

　こいつは貴族を嫌きらっていたし、見捨てられるかもな。

「……少し、寝ねる」

「は!?　こんな時に何言って……」

　フォルの返答を待たず、足場の暗黒腕ダークハンドすら維い持じ出来ずに霧散する。海へ落下していく俺とフォル。フォルの甲かん高だかい悲鳴を聞きながら、俺の意識は闇やみに溶けた。







04　漂流と人の温もり







　高温で蒸発した大量の海水は上じよう昇しよう気流となり、海上の天候を容易く変える。

　その上、くり抜かれる様に失われた海水を補う様に、そこには周囲から大量の海水が流ながれ込む。必然的に波は荒れ狂い、追い討うちを掛かけるように横よこ殴なぐりの雨が降る。

　快晴だった天候は、暴風荒れ狂う嵐あらしへと塗り替かえられた。

　これは術者であるローファスの誤算。ライトレス家の奥おう義ぎ《初代の御業》が、海上で使用されたのは歴史的に見ても今回が初めての事。

　経験的にも知識的にも、魔法一つでここまで天候が荒れるとはローファスにも予想出来なかった。だが、ローファスにとっての誤算はもう一つ。

　意図せず付いてきたフォルの存在。船乗りとして幼少より海で育って来たフォルにとって、泳ぐ事は呼吸するが如く容易い。

　それこそ、人一人を抱えて泳ぐ事など造作もない。だが、嵐となれば話は変わる。場所は魔の海域。近くに陸地は無く、船も無い。

　大自然の前では、人一人の力など無力に等しい。それは、魔力を持ち、多少身体能力が底上げされていても同じ事。

　フォルは、荒あら波なみに揉もまれながらも意識の無いローファスを抱え、必死にもがく。荒れ狂う波の中、なんとか海面に顔を出して酸素を取り込む。

「おい！　お前、起きろ！　死ぬぞ!?」

　どれだけ呼び掛けようと、ローファスは死んだ様に動かない。それもその筈。魔力枯渇を引き起こしているローファスは、深い眠ねむりについている。

　どれだけ呼び掛けようと、仮に手足を切り落とされようとも目を覚ます事は無い。だが、魔力枯渇を知らないフォルは、必死に呼び掛け続ける。

　そうこうしている内、一ひと際きわ大きな波に飲み込まれた。フォルは荒波に揉まれ、息いき継つぎも碌に出来ないまま流される。最も早はや、意識の無いローファスを抱えている場合ではなかった。

　このままでは、ローファスは疎かフォル自身の命さえ危あやうい。しかしフォルは、ローファスを離さなかった。

　まるで見捨てるなどという選せん択たく肢しは最初から存在しないかの様に。そこには悪あく魔まの囁ささやきも、刹せつ那なの葛かつ藤とうすら無かった。

　ローファスは貴族だ。それもフォルの嫌いな貴族像を体現したかの様な、絵に描かいた様な悪徳貴族だ。

　態度も大きく横おう柄へいで、平民である自分達を下民と呼び見下す。気に入らない事があれば魔法を行使して脅おどす事も厭いとわない。全くもって、嫌いやな貴族だ。

　それでも、クリントンとは違ちがった。ローファスは嫌な貴族だが、決して最悪ではなかった。口こそ悪いが、ローグベルトの住民に乱暴を働かないし、攫さらおうともしない。

　それどころか、ローグベルトを苦しめていた魔物の討とう伐ばつに乗り出し、その魔物の力がどれ程強大だろうと逃にげず、正面から立ち向かった。

　平民である船乗りの若わかい衆しゆを使い潰す様な真似もせず、それどころか攻こう撃げきから身を挺ていして庇かばい、隻せき腕わんとなっても怯ひるまずただ一人で船員を守り続けた。

　事実としてローグベルトから参戦した船乗りに、犠ぎ牲せい者しやは一人として出なかった。それは、フォルの知る貴族像から掛け離れた行いだった。

　そこまでされて、見捨てられる筈が無い。だからこそ、荒波に揉まれながらも、フォルは絶対にローファスを離さない。

　ローファスはきっと、それら全ての行こう為いは断じて平民の為などではなく、己おのが為のものだと言うだろう。勘かん違ちがいするな身みの程ほど知しらずが、と悪態をつかれるかも知れない。

　だが、結果としてローグベルトを脅かしていた凶きよう悪あくな魔物は討伐され、その上船乗り達も誰だれ一ひと人り欠けず生き残っている。フォルにとっては、それが全てだった。

　だから、ローファスを一人に出来なかった。何よりローファスは、自分を庇って左ひだり腕うでを失う重傷を負ったのだから。

　ローファスの傷を癒したい一心で、何の奇き跡せきか治ち癒ゆ魔ま法ほうまで発動させた。

　魔力持ちである自覚が無かったフォルの魔法行使は、才能があったとしても度を越した奇跡だ。だが、それでもこの荒波の中ではどうする事も出来ない。

　でも決して離さない。たとえこのまま共に溺おぼれて死ぬとしても、フォルはこの自分よりも小さな貴族を絶対に離したりはしない。

　その強い意志が天か、或いは神に通じたのか、更さらなる奇跡が起きる。

　フォルの視界の端はしに、青白く光るタツノオトシゴが見えた。

　まるで荒波の影えい響きようを受けていないかの様に優ゆう雅がに泳ぐタツノオトシゴ。フォルは一いつ瞬しゆん魔ま物ものかと疑うが、襲って来る気配も、敵意を向けて来る様子も無い。

　それどころか、まるで先導でもする様に、すいすいとフォルの前を泳いで先に進んでいく。

　時折こちらを振り返る様子は、まるで付いて来いとでも言っているかの様だ。ローファスを抱えるフォルは、少し考え、付いて行く事にする。

　何かしらの罠わなである可能性はあるが、このままではどうせ溺れ死じぬ。それにこの青白いタツノオトシゴからは、治癒魔法に似た雰囲気の温かい力を感じる。

　確証はないが、とても悪いものには見えなかった。タツノオトシゴを追い掛けていく内、荒あら々あらしかった海は徐じよ々じよに静まっていき、肌はだを刺さす様に冷たい海水は温かみを帯びていく。

　そして張り詰めていたフォルの意識は、徐々に薄れていった。




＊




「……ッ！」

　目を覚ましたフォルはがばっと身体を起こす。純白の砂に、穏おだやかに押し寄せては引いていく波。どうやら何処どこかの島の砂すな浜はまに打ち上げられたらしい。

　周囲を見回すと、フォルの直ぐ横にローファスが横たわっていた。ほっと胸を撫なで下ろし、ローファスの肩に手を掛ける。

「おい、いい加減起きろよ……あ？」

　しかし一転し、フォルの顔から血の気が引いていく。ローファスの身体は恐ろしく冷たく、呼吸すらしていなかった。

「おい……おい冗じよう談だんだろ……」

　フォルは急いでローファスを仰あお向むけにし、海水を吸って重たい外套を脱ぬがせ、胸に耳を当てる。

　微かすかだが、心音が聞こえた。だが、その脈は酷ひどく弱く、心こころ許もとないものだ。

「動いてる……まだ間に合う……！」

　フォルはローファスに馬乗りになり、心臓マッサージを始める。幼少より船乗りとして育ったフォルは、蘇そ生せい措そ置ちの知識に明るかった。

　溺れた者を救出し、何度か実じつ践せんした事もある。大事なのは、名前を呼び続ける事だ。

　死の淵ふちに立たされた者の名を呼び、意識をこちらの世界に呼び戻もどさなければならない。

　溺れた先の闇の中に巣食う磯いその魔ま女じよは、甘あまい言葉で溺れた者の意識を引き止める。

　だからこそ、溺れた者の名を呼び、こちらの世界に引き戻さねばならない。少しでも意識が戻るのが遅おくれれば、磯の魔女に魂たましいを喰くわれてしまう。

　これはローグベルトの船乗りに古くから伝わる伝承であり、フォルも父のグレイグより耳にタコが出来るほど聞かされた話。

　フォルからしても話半分だが、名前を呼び掛ける事が重要なのは理解していた。

「おい……おい、ロー……」

　フォルは名前を呼ぼうとして固まる。

　はて、この小さな貴族の名前は、なんと言ったか……。

　フォルは気付く。お互たがいに未いまだ、自己紹しよう介かいは疎おろか、名前で呼び合ってすらいない事に。

　執事がたまに呼ぶのを聞いていたが、〝坊ぼつちゃん〟と名前を省略して呼ぶ事の方が多かった為、思い出せない。

　これでは呼び掛けができず、死の淵から意識を呼び戻せない。このままではローファスが磯の魔女に魂を食われてしまう。

「……くそ、迷めい信しんだあんなもん！」

　フォルは自分に言い聞かせるように頭を振る。

「はは……オレ、こいつの事何も知らねえじゃん……」

　命まで助けられておいて、と自じ嘲ちよう気味に笑いながらも、フォルは懸けん命めいに心臓マッサージを続ける。だが、ローファスの意識は戻らない。呼吸も戻らないままだ。

「ああ、くっそ……後で文句とかいうなよ！」

　フォルはローファスの鼻を塞ふさぎ、口から口へ空気を送おくり込む。

　後で不敬罪だなんだと文句を言われそうではあるが、死ぬよりは良いだろうと、フォルは人工呼吸と心臓マッサージを繰くり返す。

　暫く続けた所で、ローファスが口から大量の海水を吐はき出し、酷く噎むせ返る。海水を吐き出した事で無事に呼吸が戻ったのを確認し、フォルは一息付く。

　だが、意識は戻らない。

「なんで起きねえ……まさか、磯の魔女に……」

　フォルが顔を青ざめさせていると、視界の端で浮うかぶ、青白い何かがちらついた。

「お、お前は……」

　荒れ狂う波の中、先導する様にこの浜はま辺べに導いたタツノオトシゴだった。タツノオトシゴは海中でも無いのに、ふわふわとまるで水に揺ゆられる様に浜辺を漂ただよっている。

　ここでふと、フォルは疑問に思う。フォルとローファスが投げ出されたのは、間違い無なく魔の海域だ。

　だが、確か魔の海域周辺に島は無かった筈だ。少なくとも古くよりある海図には、一いつ切さいの島が無かった。

　中ちゆう継けい地点に出来る島が無く、方向感覚すら狂う全方位見み渡わたす限りの水平線、そして止めの様に現れる船喰いの悪魔。これが魔の海域と呼ばれる所以ゆえん。

　だからこそ、この浜辺はなんだ。たとえ荒れ狂う嵐と言えど、海域を越こえるほど流されるとは考え難にくい。

　フォル自身が溺れ死んでいないという事は、それ程長い間漂流した訳ではない筈である。

　フォルが答えの出ない疑問に頭を悩なやませていると、タツノオトシゴは再び先導するように宙を泳ぎ始める。行き先は、浜辺沿いにあるごつごつとした岩場。

　その岩場の一角にぽっかりと空いた洞ほら穴あながあった。タツノオトシゴはこちらを気にかける様に時折振り返りながら、洞穴の中に入っていった。

「……付いて来いってか？」

　フォルはローファスを背負い、タツノオトシゴを追い掛ける。

　ここが何処どこなのかは分からないが、少なくとも今生きているのはこの島に導いてくれたタツノオトシゴのお陰かげだ。

　そのタツノオトシゴについて行くのに、躊ちゆう躇ちよは無かった。

　タツノオトシゴを追って洞穴に入ると、そこには目を疑う光景が広がっていた。

　洞穴の広い空間の中央に、魔ま獣じゆうの毛皮と思われる物が寝ね床どこの如く敷しかれ、端には積み上げられた流木、そしてついでの様に置かれた火打石と、焚たき火びの跡あと。

　まるで何者かが暮らしていたかの様な、最低限の居住空間。フォルは訝いぶかしげにタツノオトシゴを見る。

「お前の住居……な訳無いか」

　水中に棲せい息そくする筈のタツノオトシゴが、こんな人間染じみた生活空間で暮らす訳も無い。

　フォルは警戒する様に周囲を見回す。

　周囲に人の気配は無く、よく見れば焚き火の跡も最後に使われてから大分時間が経過している様に見受けられる。

　フォルは一ひと先まず、ローファスを毛皮の布ふ団とんの上に寝かせ、火打石を手に取る。

「まだ使えそうだな……」

　次に流木を見る。湿し気けている様子は無く、十分に乾かん燥そうしており薪まきとして利用出来るだろう。これならば、問題無く火を起こせそうだ。

　あまりにも至いたれり尽つくせりな状じよう況きように、一いち抹まつの不安を覚えるが、一先ずは火打石を打って火花を散らす。

　流木を薪として積み上げ、少し時間は掛かったが薪に火を灯ともす事が出来た。

「魔ま法ほうなら一瞬なんだろうがな……」

　火を付ける位は慣れたものだが、何も無い所から一瞬で水や火を生み出す魔法は、やはり平民からすれば畏い敬けいと畏い怖ふの対象だ。

「そういやオレも、魔力持ちなんだっけ……？」

　少なくとも、ローファスはそう言っていたし、見み様よう見み真ま似ねで治癒魔法まで発動させた。

　視線を感じ、ふとタツノオトシゴを見ると、まるで目的は達したとでもいうかの様に、ふわふわと洞穴を漂っている。

　結局このタツノオトシゴの目的は不明だが、助けられたのは事実。

「助かったよ、ありがとうな」

　フォルが礼を言うが、聞こえているのかいないのか、特に反応を示さず漂うのみだ。横たわるローファスは、未だ目覚めない。

　焚き火により、洞穴内は仄ほのかな温もりに包まれている。濡ぬれた服も脱がし、温かみのある毛皮に包まれている。

　ローファスの冷えた身体も、多少はましになっている筈だと、フォルは改めてローファスの肌に触れてみた。

「……え」

　ローファスの身体は冷たいままだった。

　呼吸はあるが、心無しか先さき程ほどよりも顔の血の気が引いている様にも見える。

「なんで……」

　フォルは焦る。フォルには分からない。何故、ローファスの容体が改善に向かわないのか。ローファスは魔力枯渇により、体力が著いちじるしく低下している。

　それこそ、体温調節すら碌ろくに自力で出来ない程に。だが、それはフォルの知るよしの無い事だ。そんな中、フォルは考える。

　こんな時、どうすれば良いのか。経験と記き憶おくを辿たどり、そして思い出す。過去、父のグレイグより教わった事を。




『人命救助の続きだが、身体が冷え切って体温が元に戻らねぇ場合がある。そうなりゃ殆ほとんど手て遅おくれだ。一思いに海に返してやれ。あ？　助ける方法？　まぁ、そうだなぁ……人ひと肌はだで一晩でも温めてやりゃ、運が良けりゃ助かるかもな。因ちなみに温めるのは、男よりは女が良い。女の方が体温高いからな。余談だが、若い頃ころに溺れた俺を母ちゃんが一晩温めてくれた結果ログが生まれ……ぐぼ!?　何しやがる！　俺は至し極ごく真面目な話をだな……』




「……ああー、下らねえ事も思い出したが……人肌、か……」

　これはまた、ローファスが目覚めた暁あかつきには不敬罪だなんだと喚わめきそうなものだが、そんなものは目覚めてから考えれば良い。

「絶対死なせねえ」

　フォルに迷いは無かった。

　ローファスのこれまでの人ひと柄がらを見る限り、万が一にも無いとは思うが、これで目を覚ましたローファスが激げき昂こうし、処しよ刑けいと称しようして魔法で殺されたとしても、それはそれで良いとすら感じた。何もせずに死なれるよりはずっと良い、と。

　フォルは身につけている半乾きの服を全て脱ぎ、呟つぶやく。

「女の方が体温が高い、ね………なら、女で良かった」

　男に扮ふんする為、胸に縛しばっていたさらしを解き、僅わずかに震ふるえるローファスの冷えた身体に、温もりを分ける様に身を寄せる。

　その上から毛皮で包み込み、暖を取っている内、フォルは夢に誘さそわれる様に眠りについていた。洞穴に漂う青白いタツノオトシゴは、その光景をただじっと見つめていた。
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　ローファス曰いわく、物語の主人公勢力。

　主人公を筆頭に、複数のヒロイン達で構成された、一人一人が一いつ騎き当とう千せんの力を持つ少数精せい鋭えいの一団。

　物語第一章のストーリーの一つ、漁村ローグベルト近海に現れた海魔ストラーフ討伐の際に、仲間に加わるヒロインが居た。

　ファラティアナ・ローグベルト。男おとこ勝まさりな、貴族嫌いの女船乗り。クリントンの私兵により、幼おさな馴な染じみを拉ら致ちされた過去を持つ。

　それ故に貴族を酷く嫌っており、特に仇かたきであるクリントンが仕えているライトレス家に対し、強い憎にくしみを抱いだいている。

　第二章の対四天王戦において、ライトレス家の嫡ちやく男なんである【影かげ狼ろう】のローファスと対たい峙じした際には、執しつ拗ように罵ば倒とうし、他の誰だれよりも憎しみを持って攻撃を加えていた。

　しかしそれは、あくまでもシナリオ通りに進んだファラティアナの話。

　シナリオから外れた道筋を辿った今回、ファラティアナは――否、フォルは、主人公ではなく、あろう事かローファスに救われてしまった。

　ローファスからして、ファラティアナを救う意図は欠片かけらも無かった。

　そもそも幾千幾万もの死を経験したローファスから見て、毎度誰だれよりも苛か烈れつに攻撃を仕掛けて来たファラティアナに対する印象は最悪と言って差し支つかえ無いだろう。

　フォルを、男に扮したファラティアナと気付けなかったのには、物語開始よりも三年前という事もあり、年ねん齢れいから女性的特とく徴ちようが幾いく分ぶんか乏とぼしかった事が要因だ。

　故に、ローファスがファラティアナを助けてしまった事は決して意図したものでは無かったが、将来シナリオ通りに殺されない事を目的として動いていたローファスにとって、悪くない展開と言える。

　しかし、この世界にはそれを善しとしない者も存在する。ローファスが繰り返し殺され続けて未来の死を恐おそれた様に、貴族に対する、ライトレス家に対する恨うらみを燻くすぶらせている存在が居た。

　それは、ファラティアナの内に存在する、魂とも呼ぶべき存在。ファラティアナの魂は、フォルがローファスを命いのち懸がけで助けようとしている事実を許容出来なかった。

　何な故ぜならばローファスは、人類を裏切った怨おん敵てきの一人であり、幼馴染を人身売買した人で無し共の元もと締じめである。だからこそ、フォルの精神は呼び寄せられた。

　ファラティアナの精神世界に。フォルを、〝説得〟する為に。
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　見渡す限り白色が広がる空間で、フォルは目を覚ます。目の前には、地面に横たわる意識の無いローファス。そして、自分の手には切れ味の良さそうなナイフが握られていた。

『その男を殺せ』

　フォルの頭に、声が響ひびいた。まるでそれは、自分の声の様。どことなく不快に感じ、ナイフを捨てようとするが、柄つかが手に吸い付くように離れない。

「何故なぜ？」

　問い掛けると、再び声が響く。

『その男は、最低の貴族。ノルンが奴ど隷れい商に売られたのも、全てはその男の所為せい』

　ノルンとは、半年前にクリントンの私兵に拉致された幼馴染の名前である。

「何言ってんだ。悪いのはクリントンだろ。こいつは確かに貴族だが、関係ねえ」

『違う。そいつはクリントンとグルだ。何故ならそいつは、ローファス・レイ・ライトレス。ライトレス家の嫡男だ』

「……は？」

　フォルは頭が真っ白になる。ライトレスと言えば、ここら一帯の領土の元締めの大貴族だ。クリントンの私兵が、よく脅し文もん句くを口にしていた。

　俺おれ達たちに手を出したら、ライトレスが黙だまっていないと。もしも逆らえば、ライトレス侯こう爵しやく家が大軍を率いて村を潰しに来ると。

　謂いわばライトレスは、憎きクリントンの親玉に当たる存在。悪政の元げん凶きよう。

「こ、こいつが、ライトレス……？　そんな……だってこいつは、アタシ達を、ローグベルトを助けてくれて……」

『騙だまされるな。そいつの本ほん性しようは邪じや悪あくそのもの。そいつは他人の事など何一つ考えていない。その行いの全ては、己の薄うす汚ぎたない欲望の為だ』

「……そう言えば、出航前にそんな事言ってたな」

　確かにローファスは、ライトレス領の為と、ひいては自分の為だとも言っていた。

「そうか……こいつ、ライトレスだったんだな」

　自然と握にぎるナイフに力が籠こもる。その刃やいばの切先を、ローファスの首筋に近づける。頭に響く自分の声は、喜び高こう揚ようする。

『そうだ！　刺し殺せ！　そいつはノルンの仇だ！』

　ファラティアナの幼馴染ノルンが奴隷商に売られた後、再会したのは第三章《錬れん金きん帝てい国こく編》での話。

　再会と言っても、ノルンは奴隷として売られた後、帝てい国こくにて無理な人体実験を繰り返され、主人公勢力に発見された時には変わり果てた姿になっていた。

　その時点で、元凶とされるライトレス家嫡男のローファスは、四天王として討伐された後であり、行き場の無い怒いかりと悲しみがファラティアナを襲おそう事となった。

　だが、その未来シナリオを、今のフォルは知らない。フォルは、刃を首に突つき刺す寸前で止め、ナイフを力任せに投げ捨てた。

『……あ？　な、何やって……』

　突とつ然ぜんのフォルの行動に困こん惑わくする声。何処から響くとも知れぬ声に対し、フォルは鋭するどく睨にらむ。

「ノルンは連れ去られたが、死んでねえ。何をテキトーほざいてやがる」

『いや、違っ、それは未来の話で……』

「何を訳の分からねえ事を……やっぱライトレス云うん々ぬんも出で鱈たら目めか？」

『違う！　その男、ローファスは間違い無くライトレスだ！　姑こ息そくな卑ひ怯きよう者もの、アタシの……アタシ達の敵だ！』

「……姑息？　卑ひ怯きよう？　誰だか知らねえが、お前があいつの何を知ってる!?」

　今のフォルにとってのローファスは、どれだけ強大な敵にも背を見せなかった。それどころか、身を挺して左腕を犠ぎ牲せいにしてでも自分を庇ってくれた。

　フォルからすれば、ローファスは故郷を救い、自分をも救ってくれた恩人である。それを不当に貶けなされては、心中穏やかではいられない。

『お前はまだ会って日が浅いから奴やつの本性を知らないだけだ！』

　確かに、フォルとローファスは出会ってから半日程ほど。だが、フォルからすれば、その短い期間の中で十分過ぎる程の結果と、人間性をローファスに見せ付けられた。

「お前が何をほざこうと、アタシはこいつに救われた」

『ローグベルトを、アタシ達を救うのは、アベルだ……そんな奴じゃない』

　頭に響く何処か悔くやしさの滲にじんだ声を、フォルは冷たく一いつ蹴しゆうする。

「ローグベルトを救ったのはこいつだ。そんな奴は知らない」

　途と端たん、白い空間に罅が入る。ひび割れ、崩ほう壊かいしていく白一面の世界。もう、自分の声は語り掛けて来なかった。




　ふとフォルが目を開けると、毛皮の中でローファスの細い首を絞しめる様に両手で掴つかんでいた。急いで首から手を離し、首に絞め跡が出来ていないのを確認してフォルは胸を撫で下ろす。

「なんだ今の夢……夢む魔まの類か？」

　内容はよく覚えていないが、あまり気分の良い夢ではなかった。

　フォルは、先程よりもローファスに温もりがある事に気付き、安あん堵どからローファスの胸に顔を埋うずめる。

「お前、本当にライトレスなのか……？　名前は、ローファスで合ってるのか……？」

　意識の無い相手に、投げかける質問。

　答えが返って来ないのは承知の上の、独り言に近い呟きだ。ローファスは、普ふ段だんの高圧的な態度から大きく見えていたが、意識の無い今はとても華きや奢しやで、小さく感じた。

　こうして見ると、年相応に可愛かわいげのある子供にしか見えない。こんな子供相手に、貴族だからと突っ掛かり、暴言を浴びせ悪態を吐つき……そしてそんな子供に、故郷と自分自身を救われた。

「ほんと、何やってんだアタシ……」

　フォルは罪悪感を紛まぎらわす様に、ローファスに寄り添そい、その身を重ねた。
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　酷い気分だ。身体からだ中じゆうが痛いし、頭痛も激しい。左腕も無いし、ついでに左眼も見えない。

　ここまで最悪の気分になったのは、幾千幾万と殺され続ける夢を見て以来だ。意識が戻っても、当然の様に身体は動かない。

　上半身を起こす事すら出来ない為ため、目を動かして周囲を見る。視界に映るのは、燃ゆる焚き火と、ゆらめく灯あかりに照らされる岩いわ肌はだだ。

　近くからは絶えず聞こえてくる波の音。ここは浜辺付近の洞穴か何か？

　幸いにも命は助かった様だが、海図を確認した限りだと、魔まの海域付近に手て頃ごろな島など無かった筈だ。ならばここは何処なのか。

　漂流している所を何処ぞの島の住民に助けられたのか？　一いつ緒しよにいた筈のフォルはどうしたのか。共にこの島に漂ひよう着ちやくしているのか？

　まあ、色々と疑問はあるが、一先ずは助かった事を喜ぶとしよう。

　しかしカルロスめ。直すぐに助けに来る様に言い含ふくめていたというのに、目覚めた時に近くに居ないとは何事か。

　次会った時には灸きゆうを据すえてやらねばなるまい。ふと、悪お寒かんの様な嫌な気配を感じ、洞穴の端を見る。

「――!?」

　そこには……青白く光るタツノオトシゴがふわふわと漂っていた。俺おれはこの存在を、知っている。

「ルーナマールだと!?　貴様が何故こんな所に……!?」

　青白く輝かがやくタツノオトシゴ――ルーナマール。こいつは、まるでタツノオトシゴの様な姿をしており、宙に浮かんでいるが、魔ま物ものでは無い。

　こんな小さな形をして、膨ぼう大だいな魔力を内包する存在。海を司つかさどる、水の上位精せい霊れいだ。そして物語において、ルーナマールには、常に一緒に行動する存在がいた。

「貴様がここに居るという事は――ぐっ!?」

　無理に身体を起こそうとするが、左半身が酷く痛み悶もだえる。

　幾千幾万と殺された事で痛みには多少の耐たい性せいはあるつもりだが、それでも痛いものは痛いし、動かないものは動かない。

　だが動かねばならない。ルーナマールがここに居るという事は、近くに奴がいる可能性があるのだ。

「ぐ、ぬぬ」

　俺が一人痛みに悶えていると、俺に掛けられていた毛布――と呼ぶには些いささか薄汚い獣けものの毛皮が、むくりと動いた。

　毛皮がはだけ、中から出てきたのは、肌に一糸纏まとわぬ姿の少女だった。少女は俺を見ると、どこかやつれた顔に安堵を浮かべる。

「目、覚めたんだな……」

　それを見て俺は、目を剥むいて仰のけ反ぞる。俺はこの少女――いや、この女を知っている。

　今は物語開始よりも三年前の為、当時よりも幼さはあるが、この金きん髪ぱつに翡ひ翠すいの瞳ひとみは忘れようも無い特徴だ。

　何より、水の上位精霊ルーナマールが共に居る時点で間ま違ちがい無い。

　物語におけるヒロインの一人。主人公勢力の中で、俺に対して最も強く、執拗に敵意を向けてきた女。

　水の上位精霊ルーナマールを相棒とする、精せい霊れい憑つきの女船乗り。

「ファラティアナ・ローグベルト……！」

　俺は反射的に上体を起こし、手の中に暗黒球ダークボールを形成しようとして――それが出来ずに血を吐いた。

「――かはっ」

　くそ。魔力枯渇の影響か、魔法を行使するだけの魔力が足りず、身体が拒きよ絶ぜつ反応を起こしたのだ。

　まさか、下級魔法一つ行使する魔力すら回復していないとは……。通常に比べ、魔力の回復が遅おそ過ぎる。

　く、フォルの奴は何処に行った。こんな凶悪な女と二人きりなど冗談では無いぞ。マジで殺される。

「――ッ!?　おま、大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

　俺が吐と血けつした事に驚おどろき、背中をさすってくるファラティアナ。どういうつもりだ。なんだその心配そうな声は。

　貴様は俺に対して理り不ふ尽じんな罵倒しか口にしないイカれ女だろうが。そもそも何故、ファラティアナがこんな所に居る。

　まさか、幾千幾万と殺され続けた夢の続きではないだろうな。

「離はなれろ……！　貴様、俺を殺す気なんだろう……！」

「は、はあ!?　……あ、首を絞めた事か？　意識、あったのか……あれはすまん、変な夢を見たというか、寝ね相ぞうが悪かったというか……」

　胸やら下半身やらを隠かくしもせずにも目を逸そらしながら言い訳をするファラティアナ。まずは前を隠せ、羞しゆう恥ち心しんとか無いのか貴様は。

　というかこいつ、俺が寝ている間に首を絞めて殺害を試みたらしい。やはりこの殊しゆ勝しような態度は俺を油断させる為の演技か。

　しかしだ、ならばどうしてそのまま殺さなかったのか。絶好のチャンスだった筈はずだ。

　まさか、俺が魔力枯渇である事を知っていて、魔法を使えず、碌に抵てい抗こう出来ない状態の俺を痛め付けて殺す為に……？

　残ざん忍にんなファラティアナの事だ、十分にあり得る。何かされていないだろうなと、自身の身体を確かく認にんする。

「あ、うん……？」

　どういう訳か、俺の身体には不器用ながらも治ち療りようされた様な跡があった。身体中に施ほどこされた、包帯代わりに巻かれた破られた布。

　そして、失った左腕――肘ひじの傷口は、見覚えのあるバンダナで縛られていた。見み間ま違ちがえよう筈がない。

　この平民感丸出しの古びたバンダナは、フォルがしていたものだ。よく見れば身体に巻かれた布も、フォルが着ていた衣服を破って作られた物に見える。

　これは、どういう事だ。この治療をしたのはフォルで、当のフォルは治療した後にファラティアナを置いて姿を消したのか？

　まさかファラティアナが、フォルの衣服を用いて治療するなんて事は流石さすがに無いだろうが。分からん、何がどうなってこの状況になったというのか。

　俺が警けい戒かいを解かずにいると、ファラティアナは今いま更さらながらに己おのれが裸はだかである事に思い至ったのか、毛皮を俺から引ったくる様に奪うばうと、抱く様にして前を隠した。

　そして僅かに顔を赤らめ、鋭い目付きでこちらを睨みながら一言。

「あんまじろじろ見んな……」

　……見てない。なんだその普段気の強いヒロインが主人公にのみ見せる照れと羞しゆう恥ちが混ざり合った様な顔は。

　色気付くなよイカれ女が。あれだけ人の事を罵倒し、執拗に殺し続けておいて、今更そんな態度見せられてもマジで何も感じんぞ。

「つか、オレ――いや、アタシの本名知ってたんだな……」

「あ？」

「今さっきファラティアナって呼んだろ。兄貴……いや、親おや父じに聞いたのか？　言えよな。知ってたなら男のフリなんかする事無かったじゃんか」

「兄貴に、親父？　男のフリだと……？　貴様、さっきから何を言って……」

　ファラティアナが何を言っているのか分からず、暫しばし奴の顔を見み据すえる。いや、待て。よく見るとこの顔、どこかフォルに……。

「――はっ？」

　そして思い至る。今の今まで、疑いすらしなかったその可能性に。よく見ればこの刺す様に鋭い目付き、そしてこの細身で小こ柄がらな背せ丈たけ。

　フォルの特徴と一致していないか？

「――き、きさッ……貴様ッ………そんな、そんな馬鹿な事が……！」

「いや、何をそんな驚いてんだよ……」

　俺はあまりの衝しよう撃げきに天を仰あおぐ。嘘うそだろ。確かにフォルは、体格の良い男共の中でも、随ずい分ぶんと華奢な身体つきだとは思っていたが。

　それは若さ故と、特に疑問は抱かなかった。というか、フォルはどう見ても男にしか……平民のやんちゃな悪ガキにしか見えなかった。

　いや、目まの当あたりにした今でも信じられん。何かしらの見間違いだったのではないか？

　俺は毛皮の端を持ち、ファラティアナ――フォルの身体を確認するべく捲まくり上げる。

「うあああ!?」

　フォルの絶ぜつ叫きように近い悲鳴と共に、直ぐに振ふり払はらわれてしまった……が、その身体はしっかりと確認できた。

　乳ち房ぶさがあり、下半身に男根は無く、貧ひん相そうながらも女性らしい身体つき。ああ、どう見ても、誰が見てもこいつの性別は女だ。

「な、何しやがる!?　裸で一緒に寝ねてたのはそういう事じゃ……これは冷えたお前の身体を温める為で……！」

「ああ……？」

　ふと、俺は自身の状態と、周囲の状況を改めて見る。魔ま力りよく枯こ渇かつで海に晒さらされ、衰すい弱じやくしていたであろう俺。

　そして一糸纏わぬ姿で、まるで暖をとるかの様に寝床を共にした様子のフォル。

　ふと、昔父上の書しよ斎さいで読んだ有名冒ぼう険けん家かが書いた航海日誌に、似た展開があったのを思い出す。航海中に海難事故に遭あい、無人島に漂着する。

　そして近場の洞どう窟くつで、相棒の女冒険家と裸で身体を温め合い、命を繋つないだ、と。今の状況は、正にそのベタな展開そのものではないか？

　俺は色々と状況を察し、深い溜ため息いきを吐く。

「……成る程、随分と世話を掛かけた様だな」

「な、なんだよ、急に改まって」

「……しかし分からんな」

「あん？」

　分からん、こいつの目的が。こいつは貴族を嫌きらっていた筈だ。にも拘かかわらず、文字通り、その身を使ってでも貴族である俺を助けた。

　まだ男も知らん様な小こ娘むすめに見えるこいつが、裸で親しくもない男と寝床を共にするなど、普ふ通つうであれば考えられん。

　そもそもこいつはフォルだが、その正体はあの残ざん忍にん極きわまり無いファラティアナだ。確かに俺は、よくよく考えれば、まだこいつに恨まれる様な事はしていない。

　物語で殺され続けたとは言え、今この段階で殺される理由は無い筈だ。いや、そもそも当の物語上でも殆ど八つ当たりに近い憤いきどおりをぶつけられていたのだがな。

「貴様は、貴族を嫌っていた筈だ。そこまでして俺を助けた目的はなんだ？　見返りの金銭を期待しての事か？」

「いや、何言ってんだ。助けるだろ普通に。金はまあ欲ほしいけど、これで貰もらうのは違ちがう気がするな」

　真顔でそんな事を言われてしまった。金銭目的でも無いだと？　しかも普通ってなんだ、なんで俺が下民風ふ情ぜいに倫りん理りを説かれるような感じになっているんだ。

「普通、だと？」

「お前だってアタシを助けたろ？」

　それはまさか、【魔ま鯨げい】の白熱線の事を言っているのか？　あれは寧むしろ、【魔鯨】の攻こう撃げきを防ぎ切れなかった俺の方に落ち度があった。

　その落ち度の責任を他者に支し払はらわせるのが、貴族として、ライトレス家の嫡男として我が慢まんならなかっただけだ。

「……お前はどう思ってるか知らねえけどな、アタシは命を助けられ、あの魔物を討とう伐ばつしてくれた事で、きっとローグベルトも救われる。そんな大がつく程の恩人が死に掛けてるってのに、助けない訳ねえだろ」
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「……」

　真まっ直すぐに向けられる、混じりっ気無しの好意的な感情。こんな事を言われたのは、生まれてこの方初めての事だ。

　俺は、それをどう受け止めたら良いものか分からず、目を逸らした。

「……勘かん違ちがいするな。貴様ら下民の為にやったんじゃない」

「お前がそう言うだろうってのは分かってるよ。だから、これはこっちが勝手に感謝してるだけの話だ。お前は黙って助けられとけよ」

「なんだ、それは」

　身も蓋ふたもあったものではない。フォルは毛皮で前を隠したまま、俺の顔を覗のぞき込こむ様に近寄って来た。

「ロー、ファス」

「は？」

「名前。ローファス、で良かったよな？」

「……当たり前だろう」

　こいつは今更何を言っているのか。まさか今の今まで知らなかったのか？　まあ、確かに名乗った覚えはないが。

「ローファス、身体が冷えてるぞ。ったく、折せつ角かく温めてやったのに」

「貴様が毛皮を取ったからだろうが」

　そう返すと、フォルは毛皮を広げて俺と彼かの女じよの身体を包み込む。

「そのまま動くなよ」

　毛皮の中で肩かた同士が触ふれ合う程に身体を密着させてくるフォル。

「……何のつもりだ」

「海辺の夜は冷えるからな。こうでもしないと凍とう死しするんだよ」

「……いつまでそんな格好でいる気だ」

「服は、お前の治療に使ったんだよ……」

　ああ、そうだったな。フォルの服は破られ、俺の包帯代わりに使われていたのだった。

「治療の魔法も、なんでか使えなくなってるし……」

　治ち癒ゆ魔ま法ほうが使えなくなっただと？　原因は魔ま力りよく不足か？　或あるいは神への信しん仰こう心しん不足？　ふむ、分からん。

「あんまこっち見んなよ」

　だから見てない。

「俺の外套コートはどうした？」

「あー……」

　フォルは言いづらそうに目を伏ふせた。

「ここに運ぶ前に浜辺で脱ぬがして、後で取りに行ったら無くなってた。多分、波に流された……すまん」

「……そう、か」

　では外がい套とうの懐ふところに入れていた各種ポーションも一緒に海の藻も屑くずか。ポーションがあれば少しは体力や魔力の回復の足しになったのだが、まあ無いものは仕方が無い。




　そこからは色々な話をした。話したと言っても、フォルの奴が終始話し続けるのを、ただ黙って聞いていただけだが。

　その都度、興味無いと一蹴しても特に気にした様子も無く次の話題を持ち出してくるメンタルには、呆あきれるものがあったが。

　ファラティアナと名付けたのは、幼い頃に病気で亡なくなった母親で、お姫ひめ様さまの様に綺き麗れいになって欲しいという願いを込めて名付けられたそうだ。

　確かに、平民には似合わぬ大おお仰ぎような名前とは思ったが。

　その母親はいたくフォルを可愛がっていた様で、将来きっと運命の騎き士し様が迎むかえに来てくれる、なんて話をよくされていたそうだ。

　がさつなグレイグの妻とは思えぬ、脳内に花でも咲さいていそうな女だな。

「あ、そう言えば、あの鯨くじらと戦うローファスは勇ゆう敢かんで、まるで騎士様みたいだったぞ」

　などと揶揄からかう様にフォルは言ってきた。何故王国の上級貴族であるこの俺が、より階級が下の騎士として見られなければならないのか。

　馬鹿にしているのかと怒おこると、何故か笑われた。なんだこいつは。

　他にも、幼少の頃に長ちよう兄けいのログと次じ兄けい、そしてフォルの三人で海辺を探検し、海から迷まよい込んだハグレ半魚人マーマンを兄弟で協力してどうにか撃げき退たいし、後でその危険行こう為いがバレてグレイグに手て酷ひどい拳げん骨こつを食くらった、とか。

　小さな頃から一緒に育った幼馴染の少女との思い出の話とか。本当に、どうでも良い話を延々と。後から思えば、俺を寝かさない為に話を続けていたのだろう。

　雪山で遭そう難なんし、眠ねむる事が死に直結するように。雪山程ではないにしろ、この洞穴の中も思いの外冷える。

　焚たき火びを灯しているとは言え、洞穴の奥おくが何処どこかに繋がっているのか、出口から時折、磯いそ臭くさい寒風が吹ふき抜ぬけている。

　冷えた洞ほら穴あなで二人、温ぬくもりを分け合いながら、夜が更ふけていった。




＊




　――ちゃーん！

　――坊ちゃーん!!




　聞き慣れた呼び声に目を覚ます。この声は間違えようも無い、カルロスの声だ。声は洞穴の外から聞こえて来ている。

　寝ない様にしていたつもりが、どうやらフォルのどうでも良い話を聞いている内に意識を手放していたらしい。

　魔力を集中し、手のひらに小型の暗黒球ダークボールを生み出してみる。ふむ、どうやら魔力は、全快には遥はるかに程ほど遠とおいが、多少は回復したらしいな。

　これならば最低限の下級魔法ならば問題無く扱あつかえるだろう。【魔鯨】と繰くり広げた様な戦せん闘とうは、当然無理だがな。

　俺の隣となりでは、フォルが俺の肩を枕まくらにする様にもたれ掛かり、すうすうと寝ね息いきを立てていた。

「おい起きろ。迎えだ」

「ム………んあ!?」

　声を掛けると、フォルは暫し寝ね惚ぼけたように俺を見つめ、驚いた様に飛び起きた。

「嘘っ、寝てたのかアタシ!?」

　ああ、寝ていた。

「ローファス生きてるかお前!?」

「当たり前だろうが」

　誰が起こしてやったと思っているんだこいつは。

「それよりもここを出るぞ。漸ようやく迎えが来たようだからな」

　毛皮をフォルに押おし付け、ふらつきながらも立ち上がる。フォルは俺が押し付けた毛皮を投げ捨て、慌あわてたように俺の肩を支えて来た。

「おい、無理すんなよ」

「魔力は多少回復したから問題無い。随分と殊勝な心こころ掛がけだが、しかし貴様は……まさかその格好のまま出て行く気か？」

「……ぁ」

　一糸纏わぬ姿のフォルは、急いで毛皮を拾い上げ、肌はだを隠すように包くるまった。全く、何の為に毛皮を渡わたしてやったと思っている。

　魔力を身体に通し、歩行状態も問題無い。フォルを連れて洞穴を出ると、近海に付けられた本船と、浜はま辺べを散策する船乗り共とカルロスが目に入った。

　カルロスはこちらに気付くと、凄すさまじい勢いで駆かけてきた。

「ローファス坊ちゃーん！」

　号ごう泣きゆうしながら縋すがり付いてくるカルロス。その手には、ここらの近海で漂ただよっているのを拾い上げたのか、びしょ濡ぬれの俺の外套が握られていた。

「よくぞ、よくぞご無事でえええ！」

「触るなカルロス、鼻水が付くだろうが」

　泣き縋って来るカルロスを鬱うつ陶とうしく思っていると、他の船乗り共も集まって来た。

　俺とフォルの無事な姿を見て、歓かん喜きの声を上げる船乗り共。そんな船乗り共を掻かき分け、現れたのは一ひと際きわ大おお柄がらなログだ。

「無事だったか！　フォルも！」

「触んじゃねえ！」

「え――ぐぼっ!?」

　抱き着こうとしたログは、フォルに躱かわされ、蹴けりを入れられていた。勢い余って、倒たおれ込むログ。そして唸うなりながら砂に塗まみれた顔を上げたログは、目を剥いた。

「え」

　どうやら、フォルが羽織る毛皮の下が裸である事に気付いたらしい。ログはじっとフォルを見つめ、ぎぎぎと首を回しながらその視線を俺に移す。

　フォルは睨む様にログを見下ろしながら、その身を隠す様に俺に寄り添って来た。

「……えっ」

　間ま抜ぬけなログの声が響く。こいつ、間違いなく何か妙みような勘かん繰ぐりをしているな。

　そんな一幕がありつつも、そのまま俺達は本船に保護され、無事にローグベルトへ帰き還かんする事が出来た。

　ローグベルトへの帰路の道中、ログの奴が俺とフォルとの関係性やらあの洞穴で何があったのかやらを頻しきりに聞いて来たが、俺が何かを答える前にフォルから回まわし蹴げりを喰くらっていた。

　カルロスの奴も、フォルが女である事には驚きを隠せていなかったが、それ以上の反応は無かった。

　ログの様に何かを言げん及きゆうして来る事も。因ちなみに、俺とフォルが漂着したあの島だが、なんと魔の海域にあったらしい。

　地図に載のっていない、発見されていない島なんだとか。魔の海域は、古くから伝わる船喰いの悪あく魔まの伝説から、立ち入る船も少なく、未知の部分も多い。

　発見されていない島があっても不思議では無いが、今回はそれに助けられた様だ。そう言えば、水の上位精霊ルーナマールだが、いつの間にかその姿を消していた。

　フォルに聞いてみたが、フォル自身もよく分からないそうだ。

　そもそも、ルーナマールを目にしたのも今回が初めてで、《初代の御み業わざ》が引き起こした嵐あらしの中、あの無人島に導いてくれたらしい。

　ふむ、物語ではルーナマールは、ファラティアナの相棒として常について回っていたのだが……流石に、どういう経けい緯いで相棒になったかまでは知らない。

　しかし、《初代の御業》が天候を変え、嵐を呼んだのは想定外だったな。フォルが居なければ、確実に死んでいただろう。

　その嵐もあり、俺達の捜そう索さくが難航して発見に時間が掛かったとカルロスが土下座しながら謝罪していた。

　嵐は俺の行いによる所が大きいので、寛かん大だいな心でもって不問にしてやったがな。




　さて、そんなこんなで漸くローグベルトへの帰還である。人生初の航海がまさかこんな最悪なものになるとは思わなかった。

　左ひだり腕うでを失い、ついでに左目の視力も失った。魔力枯渇になり、無人島で遭難までした。だが生きて帰って来れた。それだけでも僥ぎよう倖こうと言えよう。

　帰って来たローグベルトでは、グレイグを筆頭に住民達たちがむさくるしく出で迎むかえ――る事は無かった。漁村ローグベルトは、どういう訳か漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうを纏った集団に、占せん領りようされていた。







05　宴







　ローグベルトの桟さん橋ばしに着けた本船は、漆黒のフルプレートアーマーを纏った騎き士しの集団に出迎えられる形となった。

　漆黒の騎士は皆みな、同様の甲冑を纏ってはいるが、武器に関してはそれぞれが独自の得物を持っており、統一性を感じられない。

　ローグベルトの浜辺に横並びに整列する漆黒の騎士。代表の様に桟橋に上がって来たのはハルバードを持った騎士だった。

　それを本船から見た船乗り達は、一様に警戒を露あらわにする。

「なんだあいつら……親父は、村の皆は何処どこだ」

　険しい顔で呟つぶやくログ。

「クリントンの手下共め、アタシ達の留守を狙ねらいやがったか!?」

「落ち着け馬鹿者」

　正に飛び出して単身突っ込む寸前だったフォルの首根っこを掴んで止めた。

「な、放せよローファス！　あいつら、ただじゃおかねぇ！」

「騎士の掲かかげる旗を見ろ」

　騎士が掲げる旗、そして騎士が纏うマントに装そう飾しよくされた太陽を喰らう三日月の紋もん章しよう。

「貴様らも覚えておけ。そして決して忘れるな。あれが貴様らの支配者たるライトレス家を象しよう徴ちようする紋章だ」

　俺は足に魔力を通し、外套をはためかせながら単身桟橋に降り立った。それに続くように、カルロスも降りて来る。出迎えた騎士は、俺の姿を見ると即そく座ざに跪ひざまずく。

　それを合図にするかの様に、浜辺の騎士達も一いつ斉せいに跪いた。漆黒の騎士――こいつらは我わがライトレス侯こう爵しやく家が保有する固有の戦力だ。

　一いつ般ぱん騎士の中から選せん抜ばつされた、一人一人が当千の力を持つ実力者達。ライトレスの象徴である、暗黒色の鎧よろいを身につける事を許された――人呼んで暗黒騎士。

　その折り紙付きの実力から、単独任務の多い奴らが、こんなにもわらわらと集まりお出迎えとはな。

　俺の目の前で跪く、ハルバードを持つ暗黒騎士は、フルフェイスの兜かぶとを脱いだ。端たん整せいな顔立ちの、白い長ちよう髪はつの男だった。

「ご無事で、若様」

「やはり貴様か、アルバ」

　一人一人が当千の力を持つ暗黒騎士の中でも、一際高い実力を持つ男。

　ライトレス家当主である父上の近衛であり、懐ふところ刀がたな。暗黒騎士筆頭――アルバ。

「貴様が動いたという事は、父上の指示か。何故なぜ俺おれがここに居ると分かった？」

「……旦だん那な様さまが痛く心配されておりました。直ぐに本都へお戻もどりください」

　アルバの、質問の答えになっていない返答に、俺は鼻を鳴らす。

「答えになっていないな。この俺を舐なめているのか貴様」

「滅めつ相そうもございません。ただ、あまりカルロス様に無理を言わぬ様にと、旦那様より言こと伝づてです」

　アルバの言葉に、俺はカルロスを睨む。カルロスめ、出で掛かける前に父上宛あてに置き手紙でも残してきたな。出立前、父上への報告は事後に俺が行うと言った筈だがな。

「カルロス。貴様、余計な真ま似ねを……」

「……申し訳ありません」

　カルロスはただ平に頭を下げ、謝罪の言葉を口にする。俺はそれに、舌打ちをする。全く、本当に余計な事をしてくれたものだ。

「若様、カルロス様も若様を思っての事――」

「黙だまれ。貴様、俺とカルロスの間に入るとは何様のつもりだ。次、許可無く言葉を発してみろ。その腹に風穴を開けてくれる」

「……御ぎよ意いに」

　不届にもカルロスをフォローしようとしたアルバを黙らせる。これは俺とカルロスの間の事こと柄がらだ。

　たとえ父上の近衛だろうが、騎士筆頭だろうが、貴様程度が割って入れると思わぬ事だ。

「それよりも、だ」

　俺は暗黒騎士に占領されたローグベルトを見て言う。

「これはどういう事だ。住民の姿が見えんが」

「……住民に若様の居場所を尋たずねた所、少々話が通じず、何故なぜか暴動が起きた為、止やむを得えず鎮ちん圧あつしました」

　ローグベルトの住民は、グレイグを筆頭に貴族に属する兵士に対して良い感情を持っていなかった。

　クリントンの私兵に度たび々たび略りやく奪だつや拉ら致ちを繰り返して行われていたのだ。

　暗黒騎士の見た目は、質の良い装備からどう見ても野盗の類では無く、王国軍部――兵士に属する者達だ。

　こんなタイミングで、兵士と思おぼしき完全武装した集団が来れば、警戒を通り越こして即そく迎げい撃げき態勢に入ってもおかしくない。

「殺したのか？」

「いえ。暴れる者は拘こう束そく、そうで無い者は村の一角に集め、収容しています」

「そうか……」

　もしも村人に犠ぎ牲せいが出ていれば、フォル――ファラティアナとの関係に亀き裂れつが入っていただろう。

　ライトレスの手の者が、ローグベルトの住民を殺害……ライトレスに対して敵対感情を抱いだくには十分な理由だ。

　俺が左腕を犠牲にしてまでやった事が、全て無む駄だになる所だった。俺は優やさしくアルバの肩に手を置く。

「……それは良かった。もしも一人でも手に掛けていれば、たとえ騎士筆頭の貴様だろうが、この俺が手ずから殺していた所だ」

　俺がそういうと、終始澄すまし顔だったアルバの頬ほおに汗あせが流れる。

「それは……」

「喋しやべるな。それ以上の発言は許可していない。いいか、村の連中を即そつ刻こく解放しろ。あの船の連中が暴動を起こす前にな」

　本船に乗る船乗り達の視線に気付いたアルバは、静かに頭を下げる。

「……御意に」

　アルバの行動は早かった。テキパキと他の暗黒騎士に指示を飛ばし、拘束され、収容された住民達は瞬またたく間まに解放される。

　解放され、いの一番にこちらに駆けて来たのはグレイグだった。

「テメェら！　よく無事で帰って来やがったなこの野や郎ろう共め！」

　グレイグはログに抱きつき、若わかい衆しゆ一人一人に抱きついて回り、そしてフォルには逃にげられていた。

　ひとしきり再会のハグをした後、グレイグは俺とカルロスに向き直る。

「無事で何よりだ、坊ぼう主ず！　魔物は討伐出来たのか？」

　グレイグが俺を坊主と呼んだ瞬しゆん間かん、周囲の暗黒騎士が殺気立った。剣けんの柄つかに手を掛ける者までいる。俺はそれに、手を出すなと睨にらみを利きかせる。

「思いの外手て強ごわかったが、何とかな。詳くわしくはログかフォルにでも聞け。これで凶きよう暴ぼう化かした魔ま物もの被ひ害がいも収束し、少しすれば魚も獲とれるようになるだろう」

　グレイグは感激した様に目に涙なみだを浮うかべる。

「ああ、感謝しかねぇ。俺おらぁ、坊主に何を返せば良いんだぁ」

「いらん。下民に何かを返される程ほど、落ちぶれてはいない。それよりも、うちの手の者が手間を掛けたな」

「いや、こっちこそすまねぇ。てっきりクリントンの手下が性しよう懲こりも無く来たのかと暴れちまった……坊主の所の兵士だったんだな」

　暴れたと言っても貴様等は何も出来ずに即そく鎮ちん圧あつされた様だがな。まあ、うちの暗黒騎士はその辺の兵団を単身で殲せん滅めつできる程の実力者がごろごろいる腕うで利ききの集団だ。

　こんな寂さびれた漁村の村人による暴動に手間取る事があろうものなら、それは即解体ものの不ふ祥しよう事じだ。

「怪け我がをした者が居たら言え。うちのに治療させる」

「はっ、心配いらねぇよ。ちょいと小こ突づかれた位で怪我する程、うちの連中は柔やわじゃねぇ」

　そう言い、豪ごう快かいに笑うグレイグ。そこで、カルロスが口を挟はさんで来た。

「談だん笑しよう中の所、申し訳ありません。坊ぼつちゃんは少々お疲つかれでして、何処か休める場所をご用意頂けませんか」

「お？　まぁ、確かにこんな所で立ち話もなんだな。それなら……」

「――うちに来いローファス。うちなら、診しん療りよう所じよも近い」

　グレイグが言い終わる前に、フォルが遮さえぎる様に出て来て俺の外套を申し訳程度に掴つかみ、誘ゆう導どうする様に引いて来る。俺はそれに、溜ため息いき混じりに応じて付いて行く。

「お、おい、フォル？」

「こっちだ」

　困こん惑わくするグレイグを無視し、グイグイと引くフォル。だが、まるで俺を気き遣づかう様に、その歩みは随分とゆっくりだ。

　全く、変な気を使いおって。フォルは、俺にだけ聞こえる様に小声で話しかけて来る。

「馬鹿、親父の相手なんかしてる場合じゃないだろ」

「誰だれが馬鹿だ」

「立ってるのだってやっとだろ……なのに、格好付けて船からあんな飛び降り方しやがって」

「格好付けてなどいない。それに、魔力があるのだから、立って歩くのに支障は無い」

「魔力あっても傷が治る訳じゃねえだろ。強がんなよ」

「強がってない」

　こいつ、どういうつもりだ。この俺に説教じみた真似などしおって。そんな俺とフォルのやり取りを、近くでじっと見ていたカルロスが、ぼそっと一言。

「失礼ですが、本当に何も無かったのですよね？」

「貴様まで何を言っている!?」

「何も無いに決まってんだろ！」

　木こ霊だまする俺とフォルの絶叫。

　後ろからぞろぞろと続く、ログは神しん妙みような顔で「やはり……」なんて意味深に呟き、グレイグは「えっ……フォルと、坊主が？　はぁ!?」なんて驚きよう愕がくした顔を見せている。

　我ながら思う。何だ、この愉ゆ快かい極きわまり無ない喜劇の様なやり取りは。各おの々おの好き勝手言いおって、ふざけるのも大たい概がいにしろよ貴様ら。

　そんな中、終始無言で付いて来ていた騎士筆頭のアルバが、後ろに付いていたカルロスの警戒をすり抜け、音も無く俺の横に来た。

「……！」

　カルロスが目を剥むいて驚いている。カルロスすら捉とらえきれぬ程の、気配を消した動き。

　裏を返せば、こいつが暗殺者であればカルロスはそれを止められなかったという事だ。アルバめ、騎士筆頭の名は伊達だてでは無いという事か。

　アルバはじっと、無表情に俺を見つめ、ぼそりと呟く。

「……発言の許可を」

　ああ、そう言えば許可の無い発言を禁じていたな。

「良いだろう。カルロスを抜いた褒ほう美びだ。発言を許してやる。言ってみろ」

「では……先さき程ほどより、若様の足取りに、やや違い和わ感かんがございます。それにその……若様とやけに親し気なその者の先程からの発言。まさか、お怪我をされているのですか？」

「そうだな。確かに俺は、浅く無い傷を負っている。アルバよ、良い観察力だな、褒ほめてやるぞ」

　流石は、ライトレスの騎き士し団だんの長の座をカルロスから引き継ついだ者だけあるな。

「それに、これは推測ですが……若様、よもや片目が……左目が見えていないのではありませんか？」

「そんな事まで分かるのか？」

　何故、そんな事まで分かるのか。身体の大半を外套で覆おおい隠かくしている以上、外見からは傷を負っているのは分かりにくい。

　本来であれば歩く事すら厳しいが、魔力を通して無む理り矢や理り歩いている状態だ。

　恐おそらく、歩行から感じた僅わずかな違和感と、フォルが俺を気遣う発言から怪我をしていると予測したのだろう。

　これはまあ、優すぐれた観察力があれば気付かれてもおかしくは無い。だが、左目が見えない事がバレた理由が分からない。

　無意識に片目が見えない仕草でもしていたのか？　というか、片目が見えない仕草ってどんなだ。

　驚おどろきを通り越して、最も早はやドン引きだ。気持ち悪ささえ感じるぞ。アルバはあまり表情を変えないタイプだが、この時は刺さす様な目でカルロスを見た。

「カルロス様……貴方あなたがついていながら……」

　殺意すら感じる程の低い声。その目に浮かぶのは、カルロスへの怒いかりと、そして失望。カルロスもそれには、目を伏せるのみだ。

「この傷は俺が、俺自身の責任で負ったものだ。これ以上は言わせるなよ」

「……は。出過ぎた真似を致いたしました」

　俺の言葉に、アルバは潔いさぎよく引き下がる。

「……終わったか？　もう直すぐそこだから、早く行こうぜ」

　痺しびれを切らしたフォルが指差す先には、丘おかの上に立つ木造の平屋があった。期待していた訳では無いが、良くも悪くも下民らしい家だ。

「ボロいな。隙すき間ま風かぜが凄すごそうだ」

「うっせえな。野の晒ざらしよりはマシだろうが。良いから入れっ」

　フォルにぐいぐいと背を押され、家の中に通される。と、ここでアルバが、俺の背を押していたフォルの手首を取った。

「あ？」

　突とつ如じよ手を握にぎられ、呆あつ気けに取られるフォルを、アルバは感情の無い目で見る。

「君、先程から若様に対し少々無礼が過ぎる。若様とは随分と親密な様だが……君は、女か？　いや、まさかとは思うが、若様とはどのような関係……」

　俺は暗黒球ダークボールを放ち、くだらぬ事をほざくアルバを吹き飛ばした。吹き飛んだアルバは、平屋の玄げん関かんを半はん壊かいさせ、そのまま外の岩場にめり込んだ。

　突とつ然ぜんの出来事に騒そう然ぜんとする周囲を他所よそに、俺は岩場にめり込んだアルバの下まで歩き、冷たく見下ろす。

　アルバの胴どう甲かつ冑ちゆうは、俺の暗黒球ダークボールを受けて風穴が開いており、アルバの鍛きたえられた腹部が露ろ出しゆつしていた。まさか、俺の魔ま法ほうの直ちよく撃げきを受けて貫かん通つうしないとはな。

「いつ、俺が発言を許した？　下らぬ事をべらべらと……しかし、宣言通り腹に風穴を開けてやろうと思ったが、流石さすがは暗黒騎士の筆頭。随分と頑がん丈じようじゃないか」

　アルバは口から流れる血を拭ぬぐうと、何でも無いかの様にめり込んだ岩場から抜け出し、俺の前に跪く。

「ご不快に感じられたなら、謝罪を致します」

「もう良い、失うせろ。目め障ざわりだ」

「御意に………急ぎ腕利の治ち癒ゆ術師を送りますので、しばしお待ちを」

　アルバはそれだけ言い残すと、自身の影かげの中に溶とける様に消えた。影から影に転移する魔法――影渡りシヤドウムーヴか。

　転移魔法は、高い技術が要求される高度な魔法、それを無詠えい唱しようで使いこなすとはな。腕は間ま違ちがい無く良いのだが、なんとも奴やつは癪しやくに触る。

「悪いな、玄関が壊こわれた。修理費は出す」

　呆気に取られるグレイグに声を掛けると、苦く笑しようしながらサムズアップした。

「お、おう。気にすんな。丁度風通し悪わりぃと思ってたんだ。ほら、遠えん慮りよなく上がってくれ」

　しかしフォルはと言えば、眉み間けんに皺しわを寄せて俺に近づいて来ると、外套の裾すそを強く引く。

「おい！　いくら何でもやり過ぎだ。あの白しら髪がの奴、ローファスの所の兵士なんだろ？　魔法をぶつけるなんて、何考えてんだ！」

　なんか、フォルに凄い剣けん幕まくで怒られた。なんで俺が怒られるんだ。しかも玄関を壊したからではなく、アルバに魔法を放ったから、だ。

　何故貴様が怒る？　訳がわからん。

「もう良いから入るぞ」

「おい引っ張るな。一人で歩ける」

　そしてそのまま、フォルに引っ張られながら、俺は家の中に通された。
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　通された家のソファに腰こし掛かけ、右からはカルロスより治癒魔法を掛かけられ、左からはフォルより診療所から取ってきたであろう包帯を身体に巻かれていた。

　そうこうしていると、一人の暗黒騎士が訪ねてきた。その手には黒を基調としたワンドが握られている。

　そう言えばアルバの奴が腕利の治癒術師を送ると言っていたな。そいつは家に入るなり、フルフェイスの兜を外して優ゆう雅がにお辞じ儀ぎして見せた。

　その騎士は黒くろ髪かみの若い女だった。暗黒騎士に女が居たとは知らなかったな。甲冑姿だが、お辞儀をする際に、ありもしないスカートの裾を持つ仕草をしている。

　板に付いたその姿から、恐らくは、何処ぞの貴族の令れい嬢じようなのだろうと当たりをつける。しかし、随ずい分ぶんと若く見えるな。歳の頃ころは二十代前半か、下手をすれば十代後半だ。

　暗黒騎士は完全実力制なので、腕は確かなのだろうが。女騎士はお辞儀を終えて頭を上げると、身体からだ中じゆうに包帯を巻き、その上左腕が無い俺の姿を見て絶句した。

　血の気が引くとは正しくこの事だろう。

「し、失礼致します……」

　女騎士は、わなわなと震ふるえながら俺に近づくと、フォルが隣に居るのも構わず、無い左腕を観察する様に顔を近づけてきた。

「負傷しているとは聞いていましたが……まさかこんな……ご自身で歩かれていたので、てっきりもっと軽いものと……」

「御ご託たくは良いからさっさと治ち癒ゆ魔ま法ほうを掛けろ。腕利なのだろう？」

「無論、治ち療りよう致いたしますが、これは……そう単純な傷ではありません。この左半身を覆う強力な魔力の痕こん跡せき……まるで、呪のろいです。海に魔ま物もの討とう伐ばつに出られていたと聞きましたが、若様は一体、何と戦われたのですか……最高位の古龍か神しん獣じゆうでも相手にされたのですか」

　半分泣きそうになりながら俺の傷を見る女騎士。いや、正確には傷に残された魔力を見ているのか。

　どうやら【魔ま鯨げい】の魔力は、呪いの如く俺の傷に残されているらしい。しかしこいつは、魔力視に優れているのか。

　傷に残された魔力から、【魔鯨】の力の片へん鱗りんを感じ取っている様だ。

「いや、俺が戦ったのは少しばかり魔力が多い鯨の魔ま物ものだ。無論仕留めたがな。確かに古龍位の強さはあったかも知れん」

　いや、或いはそれ以上か。神話時代から継けい承しようする古代魔法ですら仕留め切れず、《初代の御業》まで使わされたのだからな。

「……到とう底てい人類が相手に出来る存在では無いと申し上げているのです。出来る限り手は尽つくしますが、恐らく左腕の再生は……その、私の手には余ります。申し訳ありません」

　深々と頭を下げる女騎士。俺は無くなった左腕を眺ながめながら、また良い義手を作らねばな、と何処か他人事の様に考える。

「左目はどうだ？」

　女騎士は、「失礼します」と口にして俺の左目を覗のぞき込こむ様に顔を近づけて来る。

「今は、どの程度見えていますか？」

「全く見えん」

「そう、ですか……こちらも、手は尽くしますが、視力を元通りに回復させるのは、難しいかと」

「……そうか」

　こちらは、何となく予想が付いていたので特に衝しよう撃げきも無い。左目に幾いくら魔ま力りよくを送おくり込んでも、何の反応も無いからな。

　そこにある筈はずの左目が、まるで自分のものでは無いかの様な感覚だ。

「話は分かった。治療を初めてくれ」

　俺が促うながすと、女騎士は緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずく。

「手は、尽くします」

　そこから、恐ろしく洗練された魔ま法ほう陣じんが俺を囲う様に展開され、その中で俺は女騎士より治癒魔法を施ほどこされた。

　カルロスは助手として雑務をこなし、フォルの奴は何かを手伝いたがっていたが、女騎士に丁てい重ちように断られていた。

　治癒魔法は数時間にも及および、治療が終わる頃には、天高く昇のぼっていた太陽は傾かたむき、夕暮れ時になっていた。

「終わり、ました……」

　女騎士が額に浮かぶ汗を拭いながら、治療の終わりを告げる。

　身体中の痛みは嘘うその様に消えており、火傷やけどで肌が爛ただれていた左半身は、傷きず痕あと一つ無く元通りの肌に回復していた。

　そして驚くべき事に、半ば諦あきらめていた左目の視力も、僅かにだが見える様になっている。

　輪りん郭かくがぼやけていて、確かに元通りの視力とは言えないが、全く見えなかった時と比べれば雲うん泥でいの差だ。

　ただ。両目共に漆黒の瞳ひとみだったのが、後こう遺い症しようなのか、左側の瞳だけ色素が抜け落ちた様に翡ひ翠すい色になっていた。

　何の皮肉か、【魔鯨】の瞳と同じ色だ。因みに、やはりというべきか、左腕は再生しなかった。

　女騎士は、四し肢しを再生させるレベルの最高位の治癒魔法が扱えるらしいが、傷に残る呪いにも似た強力な魔力の所為せいで再生出来ないらしい。

　部屋の一角で椅い子すに腰掛けるカルロスは、うつらうつらと舟を漕こいでいた。

　昨夜は、夜通し魔まの海域中を駆けずり回って俺とフォルを探していたのだから、無理も無い話だ。

「よくやった。想像以上に良い腕だったぞ」

　純じゆん粋すいに褒めてやると、女騎士はにへらと笑い、しかしその表情を曇くもらせる。

「勿もつ体たい無ないお言葉です。ですが、結局左腕は……」

「良い。義手でも作るとする」

「いえ、それはお待ちを。上に掛け合って、私よりも腕の立つ術師を近日中に派は遣けん致いたします故」

「貴様よりも腕の立つ術師か？　そんな奴が居るなら会ってみたいものだが」

　この女程の治癒術師は、それこそ教会にも中々居ないだろう。

「貴様、名は？」

　俺が名を聞くと、女騎き士しは少し切な気に目を逸そらす。

「……申し訳ありません。私はネームドの騎士では無いので、名乗る事を禁じられているのです」

　暗黒騎士は、全員が漆黒のフルプレートの甲冑を纏まとっており、その匿とく名めい性せいを武器にする事もある。名乗る事を許されているのはネームドと呼ばれる、暗黒騎士の中でも上位の腕を持つ極ごく小数だけだ。

「そんな事は知っている。だが、顔を晒さらした時点で今いま更さらだろう。良いから名乗れ」

　俺の言葉に、女騎士は暫しばし沈ちん黙もくした後に口を開く。

「……若様に命じられては拒こばむ事など出来よう筈がありません――ユスリカです。覚えて頂けると幸いにございます」

　女騎士――ユスリカは令嬢らしい優雅なお辞儀をして見せた。

「では、私はこれにて失礼致します」

「ご苦労だった」

　夕暮れが差し込む、風通しの良くなった玄関から出て行こうとしたユスリカは、その動きをぴたりと止め、かと思えばどたどたと甲冑を鳴らしながら俺の眼前まで戻って来た。

　そして、接せつ触しよくしそうな程に顔を寄せて来た。

「な、何だ……」

「これは、伝えるべきか否いなか迷ったのですが、一応お伝え致します」

　そう前置きをして、ユスリカは話し出す。

「若様の左半身を蝕むしばんでいた強力な魔力ですが、その殆ほとんどを取り除く事が出来ました。しかし、どうしても取り除のけない所が二箇か所しよございます。それは、左目と左腕です。この魔力は正しく呪いの如く根強く、故に左目の視力は回復し切らず、左腕に至っては再生すら出来ませんでした」

「……それで？」

「正確には取り除けないのではありません。どれだけ取り除いても、強力な魔力が内より噴ふき出て来るのです。まるで、何処どこからか若様のものでは無い魔力が、送り込まれて来るかの様に……」

「なんだと……」

「ですので、呪いの様だと表現致しました。遠えん隔かく的に負のエネルギーを送る様は、正しく呪いそのものです。改めて確かく認にんなのですが、若様は本当に、その魔物の息の根を止められましたか？」

「殺した……まさか、まだ生きていると？　あり得ん……再生する余地すら与あたえず、肉にく片へん一つ残さず消し飛ばした。生きている筈がない」

「――で、あれば、その魔物は神の類で、殺しても死なぬ不ふ滅めつの存在だったか……或あるいは、その魔物は使い魔の様なもので、本体は別に居るか……」

「……ふむ」

　興味深い話だ。完全に倒したと思っていたが、【魔鯨】との戦いは完全には終わってはいなかったと？

　肉体は死んでも滅ほろびてはおらず、いずれ復活する。或いは、本体は別に居て今ものうのうと生き永らえていると。

「手を尽くし、どうにかその呪いは封ふう印いんしました。送られて来る魔力を、栓せんをして塞せき止めているイメージです。ですので今後、魔力が溢あふれ出て不調をきたす事はありません。魔力が送れない以上、相手にも若様の位置は特定出来ない筈です」

　まさか、【魔鯨】から受けた傷がそこまで深刻な物になっていたとはな。

「でかしたぞ。褒美を取らせてやりたい程だ」

「暗黒騎士として主あるじに尽くすのは当然の事にございます」

「見上げた忠誠心だな。ユスリカよ、俺の専属になる気はあるか？」

「――!?」

　ユスリカは、俺の言葉を聞くと絵に描かいたように仰反った。どう言う訳か頬ほおを見る見る内に朱しゆに染め、それを誤ご魔ま化かす様にフルフェイスの兜を被かぶる。

　そして数歩下がり、今度は令嬢の如き優雅なお辞儀ではなく、騎士としての規律ある礼をとった。

「旦那様よりお許し頂けるのでしたら、是ぜ非ひに……！」

　それだけ言い残し、ユスリカは逃げる様に走り去っていった。騒さわがしい奴だな。何故顔を赤くしたのやら。ユスリカが行った事を確認し、振ふり返る。フォルが居た。

「……居たのか」

「居たよ、ずっとな」

　何やら不ふ機き嫌げんそうに俺を睨んで来るフォル。こいつは何故なぜ怒おこっているのか。フォルは俺に近づくと、数刻前まで火傷で皮ひ膚ふが爛れていた左側の頬に触ふれて来る。

「傷は、もう良いのか」

「ああ、痛みも無い」

　フォルはその視線をすっと俺の無い左腕に落とす。

「左腕は……そうか」

「まだ気にしているのか」

「そりゃ、な」

　フォルはユスリカが帰って行った方向を見て、呟く様に言う。

「ああいうのが好みなのか」

「あ？　何を言っている」

「別に」

　フォルは素っ気なく俺の横を通り過ぎようとし、そのまま俺の手を取った。フォルは俺の手を引き、家の外へ連れ出そうとする。

「来いよ、ローファス」

「おい、何処へ行く気だ」

「行き先は村の中央広場だ。親おや父じが、治療が終わったら連れて来いってさ。今日は村を挙げて宴を開くんだと」
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「はぁ？」

「宴の主役は勿もち論ろん、ローファスだ」

「……貴様、この俺に下民主しゆ催さいの下げ賎せんな宴に参加しろというのか？」

　悪態を吐つく俺の手を、フォルは構わず引く。

「参加しろよ。親父も、兄貴も、船乗りの連中も、村の皆も……アタシも。お前に感謝の気持ちを伝えたいんだよ。これは全部、ローファスがやって来た事に対する結果だ。お前には、皆みんなの感謝を受け取る責任がある」

「責任、だと。なんだそれは、無む茶ちや苦く茶ちやな論理だ」

「でも、筋は通ってんだろ？」

　にっと勝ち気な笑えみを浮かべるフォル。

「そんな顔すんなよ……参加してみりゃ、案外楽しいかも知れねえだろ？」

「……全く、勝手な事を」

　宴に誘さそうその華きや奢しやな手を、俺は何故か振り払はらう事が出来なかった。

「坊主ぅぅぅ！　聞いたぞぉぉぉ！　その左腕、フォルを庇かばってくれたんだってなぁぁぁ！」

　ローグベルトで開かれた宴の席。俺は、酒に酔よって泣きじゃくるグレイグに絡からまれていた。

「近づくな。酒さけ臭くさいぞ」

「坊主になら、坊主になら、フォルの奴を任せられる。あんな跳はねっ返りだが、あれで、死んだ嫁よめに似て器量も良い。どうか幸せにしてやってくれぇぇぇ」

「フォル！　貴様の父親が妙みような事を口走ってるぞ、何とかしろ！」

　丁度魚料理を持って戻って来たフォルに助けを求める。

「親父は泣き上戸の絡み上戸だからな。いつもの事だから気にすんな」

「貴様を嫁になぞと口走っているぞ」

「なんだ、貰もらってくれるんじゃないのか？　同どう衾きんした仲だろう？」

　悪戯いたずらっぽく笑うフォル。

　フォルの爆ばく弾だんとも言える発言に、周囲で騒ぐ住民共が歓かん声せいを上げた。周囲に散らばる暗黒騎士共は、フルフェイスの兜の上からでも分かるほど目を剥き、こちらを凝ぎよ視うししている。

「ちっ……」

　暗黒騎士に聞かれたか、後で口止めしておかねばな。俺が平民の娘むすめと同衾した等と父上に伝わると、色々と面めん倒どうな事になる。

「フォル、貴様……」

　フォルのその頬は、グレイグと同様に朱を帯びていた。

「……酒を飲んだな」

「祝いの席だ、飲むだろそりゃ。ローファスも飲めよ、葡ぶ萄どう酒しゆ飲めるか？」

「誰が飲むか！　俺はまだ成人前だぞ」

「かってえなー。そんなの言ったらアタシだって成人の歳は来年だぞ」

「貴様も成人前ではないか。父親に似て酒さけ癖ぐせが悪いらしいな」

　フォルは、俺に絡んで来ていたグレイグを退ける様に間に入って来ると、そのまま身を任せる様に俺にしなだれ掛かる。

　まるで胸を押おし付ける様に密着して来るフォル。胸に巻いていたさらしはどうした？

　どうやらこいつは、もう女である事を隠す気はないらしい。

「近いぞ」

「ローファス、アタシと親父と似てるって、訂てい正せいしろよー。なんか嫌いやだろ？」

「良いから離はなれろ」

　止めろ、貴様。その絡み方、マジで親父と変わらんぞ。

「よう、やってるか？」

　続いてやって来たのは、後ろに若い衆をぞろぞろと引き連れた巨きよ漢かん、ログだ。

　ログは、俺に密着するフォルを見て、フッと微笑ほほえむと、俺の卓たくに置かれた葡萄酒のジョッキ（無論飲まない）に、自分のジョッキを当てて勝手に乾かん杯ぱいする。

　そしてエールと思しき酒を一気飲みし、一言。

「坊主、俺を呼ぶ時は、義兄おにいさんよりは、どちらかというと義兄者あにじやとかの方が嬉うれしいぞ」

　ここでどっと歓声を上げる、後ろに続く若い衆。フォーとか叫さけぶな、羽目を外し過ぎだぞ貴様等。

「貴様は、酔っても相変わらずだな」

　俺は酔よっ払ぱらい共の相手に疲れ、溜ため息いきを吐く。全く、こんなに賑にぎやかなのは初めてだ。

　上級貴族主催のパーティは豪ごう勢せいで賑やかだが、流石にここまで騒がしくは無い。村の宴うたげは、まだ続く。
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　ローグベルトの郊こう外がい。船乗り頭目の自宅付近の丘の上より、ローグベルトで開かれる宴を遠目で見守る老執しつ事じの姿があった。

　ライトレス家専属執事であるカルロス。これだけ距きよ離りがあっても、カルロスの目にはしっかりとローファスの姿が映されている。

　魔力を通した目は、視力が格段に向上し、遥はるか遠くを見通す事も出来る。

　宴に連れて行かれ、酔っ払いに絡まれるローファスの姿を、まるで孫でも見るかの様に微笑ほほえましげに見守るカルロス。

　ふとカルロスの背後の影より、ぬっと音も無く暗黒騎士が現れた。暗黒騎士はフルフェイスの兜かぶとを脱ぬぎ、その長い白髪を露あらわにする。暗黒騎士筆頭のアルバだ。

　アルバはカルロスの横に立ち、宴の席に座すわるローファスを見る。

「まさか、あの若様が平民の宴等に参加されるとは……」

　普ふ段だん感情を表に出さないアルバだが、この時は驚きが隠せていない様だった。カルロスも静かに頷く。

「ええ。ここ数日で、坊ちゃんは随分と変わられました。あのフォルという少女には特に気を許しているようで」

「あの平民の娘ですか……妙に距離が近い様に感じましたが。まさか関係を持ったので？」

「少なくとも本人達たちは否定していますよ。私個人の見解としても、まあ無いでしょうね。そもそも坊ちゃんにはまだ早いですよ」

「確証は、無いのですね。それに十二歳ならば、家によっては筆下ろしが済んでいてもおかしくない年ねん齢れいでしょう」

「……万が一あったとしても、坊ちゃんには今の所、正式な婚こん約やく者しやは居ませんし、大した問題は無いでしょう」

「いいえ、もしもその万が一があれば、ヴェルメイ侯こう爵しやく家との関係が拗こじれかねません」

　アルバの言葉に、カルロスは僅かに思案する。

「ヴェルメイ侯爵家………ああ、坊ちゃんが成人するまでにヴェルメイ家で女子が生まれれば婚こん約やくを結ぶ、というあれですね。期限は後三年ですし、そもそもあれは、あってないようなものでしょう……と失礼。アルバ、貴方はヴェルメイ侯爵家の血けつ縁えんでしたね。貴方が心配しているのはそこでしたか」

「……いえ、私はヴェルメイでも所しよ詮せん、分家の身ですので。それに今は、ライトレス家に忠義を尽くす身です」

　カルロスは静かに目を伏ふせ、話題を変える。

「ところで、傷の方は大だい丈じよう夫ぶですか？　坊ちゃんに手て酷ひどくやられていたでしょう」

　アルバが今装備している甲かつ冑ちゆうは、予備の物であり、ローファスにやられた胴どうの風穴は今は無い。しかし傷が完治している訳でも無く、アルバの腹部は未いまだにズキズキと痛む。

　アルバはそれを、おくびにも出さない。

「問題ありませんよ。カルロス様こそ、昨夜は不ふ眠みん不ふき休ゆうで若様を捜そう索さくされていたのでしょう。もうお休みになられては如何いかがですか？　若様の護衛ならば責任を持って私が務めます故」

「坊ちゃんの護衛を、貴方がですか？　坊ちゃんからは随分と煙けむたがられている様ですが、務まりますかね？」

「………」

　両者共に目を細め、ピリピリと張り詰つめた空気が流れる。

「ところで、カルロス様。部下より報告を受けましたが、若様は随分な重傷を負われていたとか。部下が治療を施した上でも、左目の視力は完全には戻もどらず、左ひだり腕うでも失われたままです」

「そう、ですね」

　カルロスは、黙だまって目を伏せる。

「……貴方ともあろうお方が付いていながら、この失態、この為体ていたらく。この責任をどう取られるおつもりで？」

「事の全てはご当主様へ報告致します。ご当主様の采さい配はいに、私は従うのみです。無論、ご当主様が望まれるなら、私は如い何かなる処しよ罰ばつも受けましょう」

「……カルロス様の功績は存じておりますが、貴方は老いた。隠いん居きよされては如何か？」

「私も、隠居したいのは山々ですが、先日坊ちゃんより、隠居はさせないと宣言されてしまいましてね」

「………」

　普段感情を見せないアルバが、忌いま々いまし気げにカルロスを睨にらむ。カルロスはそれを鼻で笑う。

「アルバ、苛いら立だちを隠せていませんよ。まだまだ青い。貴方程度では、ライトレス家も、ローファス様も御ぎよする事などできませんよ」

「――!?　わ、私はそんな……」

「ほら、そこで狼狽うろたえない。反逆の意志を疑われても言い訳出来ませんよ」

「く……」

　悔くやし気に後あと退ずさるアルバ。カルロスは呆あきれた様に、懐ふところから葉巻を出して火を点つける。

「そもそも、私を追い落とした所で、貴方が坊ちゃんの専属になれるかは別問題でしょう」

「それは……」

　言い淀よどむアルバに、カルロスは「ああ、そう言えば」と思い出した様に顔を上げる。

「専属と言えば、貴方が送って来た治癒術師、ユスリカといいましたか。彼かの女じよはどうも坊ぼつちゃんに気に入られた様で、専属にならないかと誘われていましたよ」

「――は!?　そ、そんな報告は受けていな……」

　驚き、目を剥くアルバ。それに呆れたカルロスは、葉巻を持ったまま指差して指し摘てきする。

「顔」

「……う」

　アルバは急いで表情を消し、ポーカーフェイスを装よそおう。それを見たカルロスは溜め息を吐いた。

「そんなに坊ちゃんの専属になりたいのですか……」

「……」

「まあ、何いずれにせよ私はまだ休めそうにありません。きっと、今夜は忙いそがしくなりますよ」

　アルバは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「どういう事です？」

「いえ。ただ、ここ数日はゆっくり休む暇ひまが無いもので、恐らく今晩も、とね」

　アルバはカルロスの言っている意味が分からず、首を傾かしげていた。
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　月が昇り、夜の闇やみに包まれた頃。ローグベルトの宴も一通り終わり、酔い潰つぶれた船乗り達はローファスの指示にて暗黒騎き士し達たちにより、それぞれの自宅に運ばれて行った。

　酒に強いのか、船乗り達の中で唯ゆい一いつ酔よい潰れていなかったログが、いびきを響ひびかせるグレイグを背負う。

　そしてその隣となりで、ローファスが寝ね息いきを立てるフォルを背負っていた。それは誰だれに頼たのまれたものでもなく、ローファスによる自発的な行動。

　これにはログも意外だった様で、目を丸くする。

「なんだ、一いつ緒しよに運んでくれるのか？」

「貴様でも、二人背負うのは厳しいだろう」

「いや………まあ、そうだな。助かる」

　ログは反射的に否定しそうになり、直ぐに返答を改める。大おお柄がらなログからすれば、二人分の体重を支えるのは容易だ。

　片方が小こ柄がらなフォルならば尚なおの事こと。だが、それを今言うのは野や暮ぼというもの。

「で、坊ぼう主ずはどうするんだ？」

　ログに何の脈みやく絡らくも無く尋たずねられ、ローファスは眉を顰ひそめる。

「何の話だ」

「フォルの事だ。流石に気付いてんだろ？」

「……」

　ログが言げん及きゆうするのは、ローファスに対するフォルの好意について。フォルのローファスに対する態度を見れば、その好意を誰もが察するだろう。

　当然ローファスも、それは感じていた。

「気付くも何も、隠す気が無いだろう、あれは」

「はは、まあな。兄として見ていて恥はずかしい限りだ」

　豪ごう快かいに笑うログに、ローファスは抑よく揚ようの無い声で返す。

「どうするとは、どういう意味だ。この俺おれに、どうしろと？」

「兄としちゃ、可愛かわいい妹の気持ちに応えてやって欲ほしい所だがな」

「……なんの柵しがらみもない下民が、言うではないか。世間ではそれを、身みの程ほど知しらずと言うのだ。覚えておけ」

「……そうか、そりゃ残念だ。フォルの初はつ恋こいは失しつ恋れんか。泣くかも知れんな……」

「泣かせておけ。元より、俺とフォルでは住む世界が違ちがう」

「そうかね？　お貴族様ってのは、もっと我わが儘ままで自じ由ゆう奔ほん放ぽうなもんだと思ってたが……」

「……知った風な口を聞くな」

　ローファスは苛立たしげに吐き捨てる。ログには、そんな悪態をつくローファスが貴族社会というルールに縛しばられ、身動きが取れなくなった子供の様に見えた。

　強い言葉で周囲を威い圧あつし、必死に身を守ろうとする姿はまるで幼児の様で、憐あわれみすら覚える。




　いつの間にか寝息の止やんでいたフォルが、まるで何かを噛かみ締しめる様に、僅わずかに下した唇くちびるを噛む。それにはログも、背負うローファスさえ気付かなかった。

　通常であれば、貴族が酔っ払いの、ましてや平民を背負って家まで送る等、あり得ない事。これは、ほんの数日前のローファスなら絶対に行わなかった事。

　そんなローファスの変化を、遠目から微笑まし気に見ているのは老執事カルロス。

　そして、それとは対照的に、暗黒騎士筆頭のアルバは、どこか無機質さを感じさせる目でローファスとフォルを見み据すえる。




　それぞれの思おも惑わくが交こう錯さくする中、夜は更ふける。
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　住民が寝ね静しずまった深夜。俺とカルロス、そして暗黒騎士達は港町にあるクリントン邸ていに訪おとずれていた。

　どうして今更クリントン邸に戻って来たのか。それは後こう顧この憂うれいを断たつ為ために他ならない。

　フォル――ファラティアナ・ローグベルトが、将来的にライトレスに敵対する可能性は、それがどんなに小さなものでも確実に潰さなければならない。

　ローグベルトに課せられた理り不ふ尽じんな重税はもう無い。魔ま物もの被ひ害がいも解決した。そして最後に残るのは、奴ど隷れい商に売られたフォルの幼おさな馴な染じみ、ノルンの存在だ。

　俺がローグベルトに訪れる際、馬車に揺ゆられながら見たファラティアナに殺される夢。その時にファラティアナが叫んでいたのが、正にその幼馴染の名前だ。

　ノルンというファラティアナの幼馴染は、物語でも登場していた。それは物語の第三章《錬れん金きん帝てい国こく編》での話だ。

　ノルンは拉ら致ちされた後、奴隷として隣りん国ごくである帝国に売られた。そして人体実験を繰くり返され、変わり果てた姿となったノルンは、ファラティアナと再会する。

　するのだが……どういう訳か、その再会がライトレスへの憎にくしみを掘ほり返す様な形になっていた。

　諸悪の根源は人体実験を繰り返していた帝国の手の者であり、仮に遡さかのぼっても悪いのは人身売買をした奴隷商や代官役人のクリントンだ。

　それでやっぱりライトレスが、ローファスが悪かったんだ、となるのはおかしくないか？

　まあライトレス領内の事なので、監かん督とく不行き届きと言えば確かにそうなのだが。それならば悪いのは俺ではなく当主である父上だ。

　個人的にとても納なつ得とく出来た話では無いが、その怒いかりの矛ほこ先さきが他の誰でも無い俺に向けられていたのは紛まごう事無き事実。全く、おかしな話である。世の中の都合の悪い出来事は全て俺の責任か？

　こんなもの完全にいちゃもんの域だが、それならそれで怒りや恨うらみを抱いだかれる要素を一つ一つ徹てつ底ていして潰すのみだ。

　人身売買された幼馴染ノルンを助け出す事で、将来的な俺の死という結末が遠のくならば――俺はノルンを、喜んで救ってやる。




＊




　ローグベルトからこの港町までは馬車で半日は掛かる距離だが、魔力で強化した足で走れば半刻も掛からない。

　しかし、港町に着いた段階で、カルロスやアルバは当然問題無く付いてきていたが、後続する暗黒騎士の中には息が上がっている者も居た。

　ライトレスが誇ほこる暗黒騎士ながら、実に不ふ甲が斐いないものだ。

　それに対して特に言及はしなかったのだが、俺の視線に気づいたのかアルバが「後日指導致いたします」と敬礼していた。相変わらず目め聡ざとい奴やつだ。

　因ちなみに、アルバには許可無く発言する事を禁じていたのだが、「もう二度と余計な事は口にしませんので何なに卒とぞ」と土下座して来たので、取り敢あえず解除してやっている。

　さて、こんな夜よ更ふけに訪れたクリントン邸で、我々を出で迎むかえたのは使用人だった。

　その使用人を押し退のける形で屋や敷しきの中へ押し入り、暗黒騎士達により瞬またたく間まにクリントン邸は制圧された。

　警護も碌ろくに機能しておらず、殆ど無む抵てい抗こうに近い形での占せん領りようとなった訳だが。

　私兵はその殆どが魔物討伐の際に船に駆かり出されていたし、それも大半が海の藻も屑くずになった訳だからな。

　因みに、屋や敷しき内ないには使用人の他、クリントンの妻と三人の子供、そして側室か愛人と思われる者が数人いたと暗黒騎士から報告があった。

　取り敢えず全員拘こう束そくし、屋敷の地下に放ほうり込ませておいた。この者らの処しよ遇ぐうは、父上に丸投げするとしよう。

　奴らの実家に当たるセルペンテ領に送り返すなり、野に放つなりだ。父上ならば良い様に計らってくれるだろう。

　因みに、暗黒騎士筆頭であるアルバには、これまでの経けい緯いをざっくりと説明しておいた。

　クリントンによる汚お職しよくや、領民の拉ら致ち、そして魔物被害からの討とう伐ばつに至った経緯等だ。

　事の内容が内容なだけに、目に見えて目を泳がせるアルバは見ものだったな。

　魔物討伐は兎とも角かく、役人による汚職や拉致被ひ害がいは、アルバからしたら直すぐにでも父上に報告したい事こと柄がらだろう。まあ、そんな面倒な事はさせんがな。

　場所はクリントン邸の会議室、その円えん卓たくに山の如く積み上げられたクリントンの汚職の証しよう拠こ。その中から、人身売買の記録を取り、アルバに投げる。

「これから拉致された領民を保護する。貴様等も動け」

　アルバは恐おそろしい速度で人身売買の記録に目を通し、顔を上げる。

「記録を見る限り、奴隷商に売られた領民は、ここ半年だけでも約四十弱、全て保護するともなると、かなりの時間を要します。時間が掛かかるとなると、私だけの判断では……」

　言外に、父上の判断を仰あおぎたいと訴うつたえるアルバ。それを俺は、鼻で笑って返す。

「勘かん違ちがいするな。全員助けろとは言っていない」

　拉致された領民全ての保護ともなれば、アルバの言う通りどれだけ時間が掛かるか分かったものではない。

　俺の目的は、あくまでもフォルの幼馴染であるノルンの保護だ。

　そのついでに、他のローグベルトから拉致された住民も助けてやるとしよう。ノルンだけを保護するのは、色々と不自然だからな。

　人身売買の記録には取引した奴隷商の他に、名前や年齢、出身地まで記されている。ここまで情報があれば特定は容易たやすい。

「保護対象は、ローグベルトの住民に絞しぼる。期間はここ半年……ざっと九人だな」

「九名、その人数ならば……」

　アルバは後ろに控ひかえる暗黒騎士達にちらりと目を向けている。優ゆう秀しゆうな奴の事だ、既すでに小隊の編成や、作戦にまで考えを巡めぐらせている事だろう。

「まあごちゃごちゃ考えるな。やる事は単純だ。奴隷商を襲しゆう撃げきし、領民がいればそのまま保護。既に売られていれば、商人を尋じん問もんして売った先を喋しやべらせるなり、帳ちよう簿ぼの場所を吐かせるなりして購こう入にゆう者しやを特定。そこを襲撃して領民を保護する。それだけの簡単な仕事だ」

　王国では奴隷制度が撤てつ廃ぱいされて久しい。王国法において、人身売買は当然として奴隷商等はその存在すら認められていない。

　どうやらそんな害虫の如き存在が、我わがライトレス領に随ずい分ぶんと巣食っているらしい。

「分かっているとは思うが、奴隷商は従業員諸もろ共とも消せ。奴隷の購入者もだ。帳簿の回収も忘れるなよ」

「……御ぎよ意いに」

　取り敢えず今回は、ローグベルトの領民のみの救出だが、それ以外にも奴隷を買った者はいるだろう。

　奴隷を購こう入にゆうする等、大たい概がいは金を持つ者、貴族や大商人だ。その弱みを握にぎれるなら、ライトレスにとって大きな利になる。

　さて、ローグベルトの住民の取引をした奴隷商は帳簿を見る限り二組。俺はノルンが売られた方の奴隷商を指差す。

「俺とカルロスはここに行く。騎士を数人借りるぞ。後はアルバ、貴様等でやれ」

「……若様も襲撃に参加されるのですか？」

　やや困こん惑わくの色を見せるアルバ。まさか、俺が自ら動くとは思わなかったらしい。

「何か問題が？」

「……いえ。御意に」

　敬礼の構えを取るアルバ。俺はその前を通り過ぎ、その後ろに整列する暗黒騎士達を見て回る。そして、一人の騎士の前で歩みを止める。

「……ふむ」

　確か、この位の背せ丈たけだったか？

「お前」

「――!?　え……あ、はい」

　指名すると、絵に描いたように仰のけ反ぞり、取り繕つくろう様に敬礼する暗黒騎士。甲冑から漏もれたのは女の声、やはりこいつがユスリカか。

「後は右から三人、付いて来い」

　カルロスにユスリカと、そして適当に選んだ騎士三人が敬礼して俺の後に続く。ふと、アルバの視線を感じた。

「なんだ」

「……いえ」

　アルバは視線を伏せた。どういう訳か、ユスリカがびくついている。

　あ？　なんだ、アルバの中ではあまり好ましく無い人選だったのか？　まあ、どうでも良いな。

「俺も、明日には本都へ帰りたいのだ。朝までには終わらせるぞ」

　暗黒騎士達を背に、俺は外がい套とうを翻ひるがえす。行き先は奴隷商だ。
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「ひぃぃぃぃ！」

　奴隷商の店。腰こしを抜ぬかす肥え太った豚ぶたの様な中年の男――奴隷商の腹を、俺は土足で踏ふみ付ける。

　俺の背後には、暗黒騎士達が斬きり殺した護衛の血の海が広がっている。俺は手の中に通常サイズの暗黒槍ダークランスを生み出し、その矛ほこ先さきを、腰を抜かす奴隷商に向ける。

「何度も言わせるな。帳簿は何処どこだ」

「お、お前達、何をしているか分かっているのか？　儂わしはあのクリントン様と懇こん意いに――ひぎゃぁぁぁぁ!?」

　うざったく口上を垂れる奴隷商の右足を、槍で貫つらぬいてやった。

「聞かれた事以外を口にするな。次はそのよく回る口に直接突つっ込こむぞ」

「……ッ！」

　槍の矛先を顔に向けてやると、叫ぶのを堪こらえながらこくこくと頷うなずく奴隷商。

「帳簿は？」

「ほ、保管庫の、棚たなの奥おくに……」

　それを聞いたカルロスは、俺が命ずるよりも先に保管庫へ走る。そして、数分と待たせず戻って来た。その手には、資料の束が抱かかえられていた。

「帳簿は、過去の物も含ふくめ確保致しました。確認した所、クリントンの人身売買の記録にある領民の名前と一致します」

「ご苦労」

　俺は奴隷商を踏み付けて拘束したまま、先を促うながす。

「で、ローグベルトの住民は？」

　カルロスはぺらぺらと、帳簿を確認する。

「大半が既に購入されていますね。購入者は……領内に数名、遠方だと領外の者もおります」

　俺は舌打ちをする。領外か、面倒な。他領で人を殺めると、色々と面倒な事になる。ライトレス領内ならば、まあどうとでもなるのだがな。しかし、奴隷商が領外の顧こ客きやくと取引だと？

　積荷と違い、人の輸送には莫ばく大だいなコストが掛かる筈はず。それが距離の離れた他領ともなれば尚なお更さらだ。距離があれば、それだけ道中に警備の検問に掛かる率も上がる。

　奴隷の運うん搬ぱんに都合の良い輸送経路が既に確保されているのか？　それを割り出すだけの時間は無いな。最悪、領外に売られた領民は諦あきらめるか。

「……ノルンと言う領民がいる筈だ。何処に売られている？」

「ノルン、ですか……」

　帳簿を見るカルロスは、眉を顰める。

「……領外、北方のステリア領です」

「はあ……？」

　俺は思わず頭を抱える。よりにもよってノルンの購入者が領外だと？　しかも、北方のステリア領？　ライトレス領からどれだけ離れていると思っている……。

　いや、離れているのは陸路の話だが。海路であれば、然さ程ほど遠とおい距離では無いが、確か魔まの海域の所為せいで船の行き来が出来なかった筈だ。

【魔鯨】……と言うよりも、船喰いの悪あく魔まと目される巨きよ大だいクラーケンを仕留めた今ならば兎も角、奴隷の運搬は陸路を行くしかなかった。

　だが、陸路からだとライトレス領からステリア領までには幾いくつもの他領を経由する必要がある。正直な所、陸路も考え難にくい。

「おい」

「ひ、ひぃぃぃ」

　俺は奴隷商に再度槍やりの矛先を向ける。

「まさか、転移結けつ晶しようか？」

　転移結晶。

　砕くだく事で、事前にマーキングした地点に持ち主を転移させる魔まけ結つし晶ようだ。希少価値も無論高いが、その運用性の高さと危険度から、王国では使用は勿論、流通の一いつ切さいを禁じ、厳しく取り締まられている。

　一いつ介かいの奴隷商如きが持っている様な物では無いが、それしか考えられない。カルロスや暗黒騎士達も驚おどろいた様に目を見開き、当の奴隷商は口くち籠ごもる。

「その……何の話か……」

　俺は奴隷商の頬ほおを槍の矛先で抉えぐる。

「ひぎゃあああ!?」

　奴隷商より上がる耳みみ障ざわりな悲鳴。

「お互たがい効率的に行こう。次に無む駄だ口ぐちを叩たたいたと俺が判断したら、即そつ刻こく腕うでを斬り落とす。時に、悲鳴は無駄口か？　貴様はどう思う？」

　槍の矛先で手を突くと、奴隷商はまるで口から漏れる悲鳴を抑おさえる様に口を塞ふさいだ。それで良い、貴様の耳障りな声は出来るだけ聞きたく無いからな。

「で、領外の顧客との取り引きはどうしている？」

「……言われた通り……て、転移結晶、です」

　やはりか。

「何処にある？」

「この部屋の、入り口の棚に……鍵かぎは、懐の中に……」

　色々と諦めたのか、思いの外素す直なおに情報を喋る奴隷商。奴隷商の言葉通り、転移結晶が幾つか出てきた。確かに希少ではあるのだが、思ったよりも数が少ないな。

　転移結晶は一度砕くだいたら終わりの消しよう耗もう品ひんだ。ここには備び蓄ちくしていないと言う事か？　そもそも何処どこから入手したかも気になる所ではあるが。

　一ひと先まずはステリア領行きの転移結晶を奴隷商から聞き出し、カルロスに指示を飛ばす。

「カルロス、暗黒騎き士しを指揮してローグベルトの住民を保護しろ。俺はステリア領に行く」

「何を……なりませんぞ、坊ちゃんお一人でなど！」

　カルロスが止めてくるのは想定内。だが、指揮出来る者を一人残さねばならないのも事実だ。

「一人では無い。ユスリカを連れて行く」

「えっ!?」

　突とつ然ぜん名前を出されて驚くユスリカ。代案を出したが、しかしカルロスはそれでも食い下がって来る。

「なりません。坊ちゃんは病やみ上がりで、今は左腕も無い状態なのです」

「……いつに無く聞き分けが悪いじゃないか」

「それはこちらの台詞せりふです！　いくら何でも、今回ばかりは看過出来ません！」

　カルロスのあまりの剣けん幕まくに、俺は深い溜め息を一つ。これでは埒らちが明かんな。仕方ない、多少強ごう引いんな手段を取るとしよう。

　俺は身体に魔ま力りよくを通し、向上した膂りよ力りよくに任せて近くに居たユスリカを抱き寄せ、カルロスから距離を取った。衝しよう撃げきでユスリカの兜が外れ、床ゆかに転がる。

「わわわ!?」

「坊ちゃん……！」

　俺の腕うでの中で素す顔がおを晒さらしながらあわあわ言ってるユスリカ、そして顔を歪ゆがめるカルロス。騒そう然ぜんとする暗黒騎士達。俺はそんな中、ステリア領にマーキングされた転移結晶を握り砕く。

　次の瞬しゆん間かん、俺とユスリカは魔ま法ほう陣じんに包まれた。転移結晶は基本的に一回限りの使い切り、それも一方通行。この転移結晶は、謂いわばステリア領への片道切きつ符ぷ。

　砕いた以上、後あと戻もどりは出来ない。高まっていく魔力の輝かがやき。俺はカルロスに対し、してやったりと口角を上げる。

「帰りはこちらでどうにかする。後の事は任せたぞ、カルロス」

「坊ちゃん……」

　そして俺とユスリカは、転移の光に包まれる。転移の寸前に見たのは、うんざりした様な疲つかれたカルロスの顔だった。
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06　ｏｕｔｅｒ







　ハローハロー。

　紳士淑女の諸君Ladies and Gentlemen。

　誰か、私の声が聞こえているかな？

　届いている事を切に願おう。

　私を覚えているかな、我が旧友達よ。

　今はアウターと名乗っている。




　色々と話したい事はあるが、今の私は《物語》のしがない解説役に過ぎない。

　否、観測者……実じつ況きよう者、と言い換かえても良いかな。

　私はこの世界に、この《物語》に、登場人物として立つ事すら出来なかった。

　これは偶ぐう然ぜんか、或あるいは必然か。

　訳が分からない？　そうだね、脈絡も無くこんな話をするものでは無いね。

　しかし、私の声が聞こえているという事は、きっと諸君らも私と同じく、この筋道から外れた世界を観測する者……所謂いわゆる、この《物語》の視し聴ちよう者しやだろう。

　私はずっと一人でね。

　おじさんの一人語りだと思って、少しばかり付き合ってはくれないか。




　さて、《ゲーム》のシナリオから外れ、本来の史実とは違う道を歩み始めたこの世界。

　その起点の一つとなるのが、諸君等もご存ぞんじの通り、ローファス・レイ・ライトレスだ。

　これより起きる未来の出来事を知り、幾千幾万と殺される夢を見た彼かれ。

　知っての通り、彼は《ゲーム》の悪役の一人だった。

　そしてその破は滅めつの未来を回かい避ひするべく、行動を起こした。

　だが、どうやら彼が向かったローグベルトでも史実とは異なる事態が起きているらしい。

　本来、その時期には無い筈の魔ま物ものの凶きよう暴ぼう化か。

　そして、《ゲーム》には登場しなかった鯨くじらの魔物――ローファス曰いわく【魔鯨】という存在。

　これは、一体何が起きているのか。

　ローファス以外にも、未来を知る者が何か行動を起こしたが故の変化なのか、果たして。




【魔鯨】が操あやつっていた凶暴化した海の魔物は、【魔ま王おう】が復活した際の《カタストロフィ》による魔物の凶暴化と、症しよう状じようが酷こく似じしていたという。

《ゲーム》一章の悪役たる【魔王】ラースが、【魔鯨】と何らかの関わりがあると見るのが普ふ通つうか。

　或いは、【闇の神】か。

《ゲーム》の全五章からなるストーリーの、各章毎ごとに存在する悪役は、その殆ほとんどがラスボスであり、全ての元げん凶きようとされる【闇の神】と何らかの関わりを持っていた。

　やはり【魔鯨】も【闇の神】と何らかの関わりがあるのか。

　だが、個人的には【魔鯨】よりも、ローファスの宿敵である筈のファラティアナの変化の方に興味があるね。

　まるでローファスに好意を抱いている様な態度だが、これは本来であればあり得なかった事だ。

《ゲーム》でのファラティアナのローファスに対する憎しみは、相当なものだったからね。

　そして意外な事に、ローファス自身もファラティアナに対してある程度心を許している様にも見える。

　意外というか、想定外というべきか。

　投げ出された海から助け出され、文字通りその身を使ってでも命を繋つないでくれた彼女に、絆ほだされたのだろうね。




　……しかし、何度も殺される夢を見た筈だが、その程度では弱かったという事かな？




　さて、今日はこの辺にしておこうか。

　では諸君、ご機き嫌げんよう。

　また会える事を期待している。







07　原作記録……ローグベルト海上戦







　漁村ローグベルトは、重税と魔物被害に悩なやまされていた。

　ローグベルトは漁業の盛さかんな村であり、これまでは十分な量の魚が獲とれていた為、重たい税もなんとか払はらう事が出来ていた。

　しかし、ローグベルトの近海ではある時期から、イカやタコの様な姿の軟なん体たい類の魔物が大量に現れ、漁船を襲おそう様になった。

　これにより魚の入りは激減し、税を払う事が難しくなった。当然ローグベルトの住民達たちは、ここら一体の地域を管かん轄かつする代官役人に現状を訴えた。

　しかし、それが聞き入れられる事はなかった。寧むしろ税の取り立ては激化し、払えないとなれば金品の押おう収しゆうや、果てには村の女子供が連れ去られるまでになっていた。




　こうした魔物被害は王国各地で起きていた。

　ローグベルト近海の軟体類の魔物、幅はば広ひろい範はん囲いの村々を襲う集団の鳥型の魔物、辺境の森林から現れる豹ひようや狼おおかみ等の猛もう獣じゆう型の魔物、とある火山地帯から現れる無数に蠢うごめく生きたマグマの様な魔物。

　特定の魔物が同時多発的に大量発生し、各地で被ひ害がいが出始めていた。それらの魔物には、それぞれに群れの親玉とも言える巨大な魔物――【四よん魔ま獣じゆう】が存在していた。

　それを突き止とめたのは、教会勢力の象しよう徴ちようにして、神から《神しん託たく》を受ける唯ゆい一いつの存在――聖女フラン。

　聖女フランが受けた《神託》により、【四魔獣】の出現は大いなる戦いの序章に過ぎず、古いにしえに封ふう印いんされた【魔王】が復活する前兆である事が判明した。

　その情報は国民の混乱を避さける為、王族や王国軍の上層部だけでのみ共有された。

　そして、この件でいち早く動いたのは、アステリア・ロワ・シンテリオ――王国第一王女であり、原作ゲームのメインヒロインたる少女であった。




＊




　原作ゲームの主人公であり、平民でありながら強力な火の魔力を持つ少年――アベル・カロット。

　彼は学友である第一王女アステリアが、王国民を救う為に【四魔獣】の討伐に身を投じようとしているのを察知し、半ば強引な形で彼女に付き添そった。

　他に、王国軍魔ま法ほう師団の筆頭――若くして数多あまたの魔法を操る大魔道メイリン。王国軍元げん帥すいガナード率いる王国軍の歴戦の兵士六百名。そして戦せん艦かん三隻せき。

　正しく圧あつ倒とう的てきな戦力、万ばん全ぜんなる体制で、【四魔獣】の一角、ローグベルト近海の軟体類の魔物を統すべる小島の如く巨大なクラーケン――海魔ストラーフの討伐へ向かった。

　アベルは、ローグベルトにて、ヒロインの一人である女船乗り――ファラティアナと出会う。廃すたれた村を見たアベルは、義心から魔物を倒たおして村を救うと宣言した。

　それに胸を打たれたファラティアナは、共に元凶たる魔ま獣じゆうを討伐する事を決意した。




　戦場の舞ぶ台たいは魔の海域。海上に虎とら柄がらの頭部を露ろ出しゆつさせた巨大なクラーケン――海魔ストラーフを討うつべく、戦艦三隻が向かう。

　戦艦を沈しずめんと襲いくる夥おびただしい数の軟体類の魔物。それらを蹴け散ちらしながら、アベル達は突き進すすむ。そしてストラーフがもう少しで砲ほう撃げき圏けん内に入りそうになった頃ころ――それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　突とつ如じよとして、後続する戦艦の一隻が、沈められた。

　現れたのは、一ひと際きわ巨大な軟体類の魔物。その姿、大きさは正しくクラーケン。軟体類の魔物は、小さなものから大きなものまで様々だが、ここまで大きな個体は初めてであった。

「船を、一瞬で……」

　乗員する兵士、約二百名の命が一瞬で散った。その事にアベル達は騒然とする。

「船喰い……船を食う悪魔の伝承は昔からあった。こいつ、こいつらが、そうなのか……？」

　ファラティアナが冷ひや汗あせを流しながら言う。アベルは気合を入れる様に、甲かん板ぱん中に響く程ほどに己おのが両頬を叩いた。

　そして、沈み残ざん骸がいと化した戦艦に悲しげに視線を落とし、それをやったクラーケンを睨にらみ付ける。

「……みんな、戦う準備を。絶対倒す。もう犠ぎ牲せいは沢たく山さんだ」

　アベルの言葉に戦意を取り戻もどした兵士達は、自らを鼓こ舞ぶする様に雄お叫たけびを上げた。




＊




　アベル達は激戦の末に巨大な軟体類の魔物――クラーケンを打ち倒した。勝かち鬨どきを上げる兵士達。そして、砲ほう撃げき射程内に入った戦艦は、海魔ストラーフの頭部に目め掛がけて一いつ斉せいに砲撃を開始した。




　そんな光景を、遠目から見る一団があった。十隻を超こえる黒くろ塗ぬりの船団。その旗にあるのは、太陽を喰らう三日月の紋もん章しよう――ライトレス家の家か紋もんである。

　そんな黒塗りの戦艦の甲板に立ち、アベル達の戦いの一部始終を見ていたのは、ブラウンの髪かみの青年と、黒くろ髪かみの青年。後に【第二の魔王】と呼ばれるレイモンドと、同じく【影かげ狼ろう】と呼ばれるローファスだった。

　ローファスは腕を組み、心底つまらなそうに呟つぶやく。

「あんな雑魚ざこに勝った程度で、あの喜び様か。滑こつ稽けいな話だ。よく見れば、貴様の婚こん約やく者しや様もいる様だな、レイモンド」

「……」

　ローファスに話はなし掛けられたレイモンドは、無言で眉み間けんに皺しわを寄せる。ローファスは鼻で笑う。

「ああ、すまない。元婚約者だったな。なんだ、まだ気にしているのか。忘れてしまえ、下民の猿さるにうつつを抜かす女など。世界の王となる貴様には相応ふさわしくない」

「下民……そうだな。アベル……身みの程ほど知しらずの賤いやしい下民」

「だから気にするなと……」

「む。すまない、ローファス。少し気落ちしていた」

「……まあ良い。だが、父上から援えん護ごしてやれと言われて来たは良いが、これならば不要であったな。とんだ無む駄だ足あしだ」

　ローファスは下らなそうに吐はき捨てる。此こ度たびの海魔ストラーフの討伐は、ライトレス領内の出来事。それ故に王家は、ライトレス家に援えん護ご要よう請せいを出していた。

　ローファスは父であるライトレス家当主に駆り出され、戦場へ赴おもむいていた。丁度一いつ緒しよに居たレイモンドも連れ立って。

　眼前のストラーフ討伐に直接関わる事は無いが、ライトレス家の黒塗りの船団は、広こう範はん囲いに展開して乗船する暗黒騎き士し達たちが軟体類の魔物を狩かっている。

　純じゆん粋すいな討伐数ならば、王国軍が派は遣けんした師団よりもライトレス家の船団の方が圧倒的に上。援護という役割自体は十二分に果たせていた。

　ローファスは海上に頭部を露出させる海魔ストラーフを眺ながめ、舌打ちをする。

「あの程度の図ずう体たいだけの雑魚ならば、我が暗黒騎士だけで事足りたな。王国軍め、手て柄がら欲ほしさに出しゃばりおって」

　ふむ、とレイモンドはストラーフを観察する。

「だが、内包する魔力は中々のものだ。少し惜おしかったな。王家に嗅かぎつけられなければ契約していたのに。もしくは、あれの死体を君の使い魔にするのはどうだろうか？」

「いるかあんなもの。幾ら何でもでか過ぎる。使い勝手が悪いだろうが」

「そうかな？　大は小を兼かねるとも……」

　レイモンドとローファスが話していると、突如として海面が盛り上がり、巨大なクラーケンが現れた。それは正しく、今し方アベル達が戦っていたものと同程度のもの。

　クラーケンは船を沈めんと、何本もの大木の如き触しよく腕わんを黒塗りの船に伸のばす。レイモンドとローファスは、大して気にせずに話を続けた。それに船員の一人が声を上げる。

「ローファス様！　魔物です！　お逃にげ下さい！」

　直後、ローファスの影かげから現れた巨大な暗黒の狼の頭が、伸びる触腕ごとクラーケンを丸まる呑のみにした。

　弾はじけた海水が、雨の如く甲板に降り注ぐ。静まり返る周囲。話を遮さえぎられたローファスは、冷れい酷こくな目で船員を見た。

「……おい、貴様。誰だれの許しを得て、俺おれとレイモンドの話を遮った？」

「い、いえ、その……も、申し訳――」

　船員の言葉は、それ以上続かなかった。ローファスの無詠えい唱しようの暗黒球ダークボールにより、首から上が吹ふき飛ばされていた。頭部を失った船員の身体は、力無くその場に倒れ込む。

「そのゴミを片付けておけ」

　ローファスの恐ろしく非道な言葉に、船員達は逆らう事が出来ずに震ふるえながら従う。レイモンドは呆あきれた様に言う。

「……配下は大事にしなよ、ローファス」

「余計なお世話だ」

　ローファスは不ふ機き嫌げんそうに眉を顰ひそめ、暗黒の外套を翻す。

「興を削そがれた。帰き還かんしろ」

　ローファスのその言葉で、ライトレス家の黒塗りの船団は撤てつ退たいを始める。




　アベル達が【四魔獣】の一角を倒した英えい雄ゆうとして祭り上げられるのは、これより数日後の事である。
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【あとがき】







　注意：漫画「ワンピース」ワノ国編の一部ネタバレを含みます。

　皆様、先ずは当小説を手に取って頂き、誠にありがとうございます。作者の黒川陽継と申します。早速ですが、皆様には所謂、推しキャラというものが居ますでしょうか。これは当小説のキャラクターの事ではなく、世に出ているアニメや漫画、小説を含めての事です。一言で言うと、自分が純粋に好きと言えるキャラクターでしょうか。

　黒川は悪役モノを書いているだけあり、悪役にどうしようもない魅力を感じます。つまり黒川は、アンパンマンよりバイキンマン派という事です。

　長年悪役界に君臨する大御所、バイキンマン氏と比べると年数は浅いかも知れませんが、黒川は数ある悪役の中でも「ワンピース」の「バジル・ホーキンス」が好きです。大好きです。最推しと言っても過言ではありません。作中を通して出番自体が多いとは言えませんが、彼の生き様に深い共感と感動を覚えました。己の占いの結果に従い、生き残る可能性が高い選択をし続けた彼は、最後には生存率一％の選択をしました。狡猾な現実主義者たる彼は、この一％の生存に賭けた訳ではありません。彼は明確に、未来の死と向き合いました。生存の為にプライドを捨て続け、敵の軍門に降ってでも生き続けていた彼が、最後にはプライドと義理を優先したのです。これまで培ってきた自身の生き方を捻じ曲げてでも。

　黒川が「バジル・ホーキンス」というキャラクターを好きになったのは、彼の最後を見た時でした。「バジル・ホーキンス」は必要であれば敵の軍門にも降るし、人質だって平気で取ります。生き汚く卑怯で卑劣、そのように見られる方もおられると思います。

　目的の為ならば手段を選ばず、自身の生存の為に平気で他者を切り捨てる。少なくともこの時点では、彼はただの小物の悪役と言えます。最後の選択をした時、小心者の小悪党なキャラクターから、それでも義理堅い一面のある酷く人間味のあるキャラクターへと昇華したのです。その瞬間、私の中の「バジル・ホーキンス」が完成しました。終わりよければ何とやら。死によって完成した彼ですが、黒川は彼の生存を信じる者の一人です。だって生存率一％って言っていましたもん。０じゃないって事は、確定していないって事ですもん。いつの日か本編……は多分厳しそうなので、扉絵とかで実は生存していましたと登場するのを密かに待ち望む黒川でした。

　さて、折角のあとがきを黒川の推しキャラ談義のみで終わらせると流石に編集さんに怒られそうなので、少しばかり当作品「リピート・ヴァイス」についてメタ的な視点でお話致します。先ずこの小説は、黒川の「好き」が詰め込まれた宝箱……もといパンドラの箱です。

　それこそ一貫終了時点の主人公「ローファス」君の姿を見れば、色々と察せられるというものです。呪い、オッドアイ、隻腕、膨大な魔力、暗黒……詰め込み過ぎって位属性が詰め込まれています。黒川の黒歴史ノートの最初のページにある僕の考えた最強キャラを思い起こし、軽く発作を起こしそうになる程です。ここで怖いのが、この「ローファス」というキャラクターは、当初はそのような状態になる予定では無かったのです。シナリオを作って書き進めているのは黒川ですし、そのように調整したのだろうと言われれば否定は出来ませんが……少なくとも、呪いとオッドアイ、隻腕に関しては、展開上そうなってしまったという偶然なのです。つまりこれは、過去に記憶の奥底に封印した黒歴史との邂逅。ＳＡＮ値が削れるという感覚とはこういう事を言うのです。しかしこれは、己（作者）が始めた物語。敵は自分自身が作り出してしまった悲しきモンスター。無辜の怪物。と言うわけで、黒川の黒歴史の化身、悲しきモンスターこと「ローファス」君を今後ともどうぞご贔屓に。この本を手に取ってくれた「あなた」に感謝を。また会える日を楽しみにしています。

黒川陽継










電子書籍版特典ショートストーリー『もしも目覚めたのが〝四天王のローファスだったら〟～【影狼】vs【魔鯨】～』







　魔の海域に、突如として現れた空を舞う巨大な鯨――【魔ま鯨げい】。その圧倒的な威圧感をひしひしと感じながら、四天王【影かげ狼ろう】のローファスはぼんやりと思う。

　前回はあんなのいなかったよな、と。

【魔鯨】は汽笛を思わせる嘶きを響かせながら、高密度の魔力波を放った。迫り来る魔力波を前に、ローファスは好戦的に口角を吊り上げる。

「獣風情が、この俺に挑発か？　生意気な」

　その挑発に応じる様に、ローファスも魔力波を放った。周囲を鑑みぬ、押し合いでは無く相手を屈服させる為だけの全力の魔力波を。ローファスの度を越した魔力波は、【魔鯨】の魔力波を拮抗の間も無く容易く打ち破る。

　そして同時、船に居合わせたカルロスやフォル、ログら船乗り達の意識は一瞬で刈り取られた。

「――あ？　カルロスまで……全く、情け無い」

　失望した様に息を吐くローファスを前に、怒り狂った【魔鯨】が再び汽笛を思わせる雄叫びを上げた。それに応じる様に、無数の海魔が海面より飛び出し、船を襲う。

「――魔物も操るのか。面倒な……おい、滅ぼせ」

　ローファスが面倒そうに命令すると、足元の影より狼型の使い魔が無数に現れ、数多の海魔に喰らいつく。それは【影狼】のローファスが四天王と呼ばれた頃より好んで用いた、狼の使い魔。

　数の暴力――それは寧ろ、【影狼】のローファスの専売特許ともいえる戦法。影の中に保有する使い魔の数は恐ろしく膨大――その数、大凡百万。【影狼】のローファスは、単身で一国を相手取るだけの戦力を有している。

　ローファスの影が盛り上がり、暗黒の飛ワイ竜バーンが現れる。飛竜はローファスを背に、空へ飛翔した。ローファスは飛竜を駆りながら、高速で【魔鯨】に接近する。

「感謝しろ。たかだか魚の分際で天を舞う、身の程知らずの貴様に合わせてやろう」

　ローファスは高笑いしながら、手に暗黒ダーク鎌ランスを生み出し、極大の黒い斬撃を放つ。暗黒の奔流が、【魔鯨】を飲み込んだ。

「ハッ、所詮はデカいだけの魚。他愛無い」

　勝ちを確信したローファスだったが、暗黒の中より無傷の【魔鯨】が現れた事で、驚いた様に目を見開く。

「無傷だと……？　成る程、随分と頑丈な魔法障壁だな」

【魔鯨】はローファスが乗る飛竜を撃ち落とすべく、無数の氷結ブリザード槍ランスを展開し、一斉に放った。ローファスは飛竜に魔力を流し、その速度を引き上げながら高速で飛び回り、飛来する氷結槍を躱す。

「む……魔法も扱うか。加えて馬鹿げた強度の魔法障壁……攻防共に隙が無い。これでは為す術もなく敗北するしかないだろう――雑魚であれば」

　――《命を刈り取る農夫の鎌》

　ローファスの手に、漆黒の大鎌が生み出される。それはローファスの魔法の中で、最強の威力を誇る古代魔法。ローファスが三度、死の鎌を振るう。距離、頑強な魔法障壁――あらゆるものを無視し、【魔鯨】の胴体は三枚に下ろされた。しかしその直後、【魔鯨】の胴体はまるで時を巻き戻すかの様に繋がり、その傷も塞がる。

「は……？」

　呆然とするローファスに対して、【魔鯨】は一切の溜め無しに極光のブレスを放った。眩い白色の熱線。ローファスは舌打ち混じりに、飛竜へ更なる魔力供給を行い、その速度を亜音速にまで高めて白熱線を躱した。

【魔鯨】の周囲を高速で旋回しながら、ローファスは目を細めて分析する。

「氷に、光……二重属性《ダブル》か。光のブレスの方は規格の威力……真正面から受けるのは無しだな。加えて、常軌を逸した再生力……」

　デタラメだな、とローファスは息を吐く。

「まあ、だからなんだという話だが。所詮は獣、やりようは幾らでもある――《光無きライトレス世界》」

　ローファスが発動したのは、詠唱破棄による上級魔法―― 《光無き世界》。暗黒の濃霧が凄まじい速度で広がる。至近距離で発動した事もあり、【魔鯨】は逃げる事も出来ずに濃霧に飲み込まれた。

「邪魔な障壁だ」

　続いてローファスは、《命を刈り取る農夫の鎌》を一振りする。繰り出された死の斬撃は、【魔鯨】をその魔法障壁ごと真っ二つに両断した。しかし当然、【魔鯨】の胴体は即座に再生する。

　その刹那、ローファスは暗黒の濃霧の中で《影渡りシャドウムーヴ》を発動した。影を媒体に、影から影に転移する転移魔法。暗黒の濃霧は、その全てが影という扱いである。それはつまり、暗黒の濃霧の中の何処にでも転移が可能という事。

　ローファスの転移先――それは、魔法障壁を超えた【魔鯨】の背の上。《命を刈り取る農夫の鎌》により、【魔鯨】の魔法障壁が切り裂かれた瞬間から、障壁の内部にも暗黒の濃霧は侵入している。

「さて――耐久テストをしてやろう。貴様の再生限界は如何程か、俺に見せてみろ」

　ローファスの影より這い出た多種多様の使い魔が、一斉に【魔鯨】に群がった。巨大な蛇が胴を締め上げ、無数の狼が肉に食らい付き、何体もの竜種が一斉にブレスを放ち、その身に幾つもの風穴を開ける。

【魔鯨】の口より苦痛の雄叫びが漏れ、その巨体を大きく揺らした。

「おっと――では俺は失礼するとしよう。俺が退屈せん程度に、精々足掻いて醜態を晒せ」

　ローファスは影の中に沈み、姿を消した。【魔鯨】は苦痛から暴れ回り、白熱線を周囲に向け、一心不乱に放つ。肉体は再生しても、胴体に取り付いた無数の影の使い魔は絶えず牙を突き立て、皮膚を裂き、ブレスを浴びせ掛けて【魔鯨】を苦しめる。

【魔鯨】は最終手段とばかりに大口を開け、巨大な光の球体を形成する。そして、それを己諸共暴発させ、群がる使い魔を一掃した。光の奔流に飲まれた使い魔はその全てが消し飛んだ――しかし影の使い魔は、ローファスの魔力が続く限り無尽蔵に再生する。

　再生した影の使い魔は、何事も無かったかの様に【魔鯨】への攻撃を再開した。




　そんな光景を、転移で船に戻ったローファスは眺めていた。断続的に魔力探知を飛ばして【魔鯨】の魔力量を観測し、魔力の減り具合を見る。

「このペースだと、魔力切れで死ぬまでに半刻は掛かるか。踊り狂う空飛ぶ鯨、珍しくはあるが、余興としては然程楽しいものでもないな――おい、いつまで寝ている気だ」

　ローファスは気絶しているカルロスを蹴り起こす。

「――ぼ、坊ちゃん……？」

「ローグベルトに戻るぞ。さっさと船を出せ」

「あ、あの鯨の魔物は……？」

　カルロスは周囲を見回し、影の使い魔に襲われながらのたうちまわる【魔鯨】を見て絶句する。

「おい。この俺に二度と同じ事を言わせる気か？」

「……！　申し訳ありません、直ぐに船を出します……！」

　ソファに腰掛け、苛立ちを見せるローファスに、カルロスは急ぎ動き出す。

「退屈だな。その死に際の舞踏すら」

　ローファスは心底つまらなそうに呟いた。無限の苦しみを味わう【魔鯨】を背に、船は帰路に就く。
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